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PROLOGUE







「兄上、新たな子を二人も迎むかえられるとのこと、妹として心よりお祝い申し上げます。このおめでたき席にお招き下さり、真にありがとうございます」

　そっとスカートの裾すそを上げて膝ひざを折り、リネーアが優ゆう雅がに一礼してきた。

　年としの頃ころは一五～六歳ぐらいか、愛あい嬌きようのあるとても可愛かわいらしい少女だが、こう見えて優すぐれた行政手腕を有する《角》のれっきとした宗主パトリアークである。さすがに先代《角》宗主パトリアークの娘むすめとして英才教育を受けた身でもあり、宮廷作法が様になっていた。

　本日は正午より、先日の《雷いかずち》との戦いくさで功を立てたアルベルティーナとクリスティーナの双ふた子ごたちと親子の契ちぎりを交かわす誓せい盃ばい式しきが行われる予定だ。その準備のため宮きゆう殿でんを出て聖塔フリズスキヤールヴへと向かう道すがら、ばったりとリネーアと出くわしたという次し第だいである。

「ああ、遠いところわざわざ来てくれてありがとな」

「ふふっ、兄上にお会いできるのなら、これぐらいの距きよ離り、なんの苦にもなりません」

「そ、そうか」

　返す勇ゆう斗との声は少々ぎこちない。

　以前、リネーアには結けつ婚こんを申し込まれ、断った経けい緯いがある。にもかかわらず異性として慕い続けられており、どういう態度で接すればいいのか戸と惑まどいがちだった。

　若くして四つの氏族を撃げき破はし、ユグドラシルにその名を轟とどろかす英えい邁まいなる宗主パトリアークも、こと女性問題に関しては不得手なのだった。

「兄上には一生かかっても返しきれぬほどの恩がございますから。旧領を取とり戻もどして頂けたこと、どれだけお礼の言葉を並べたてても、この感謝の心を伝えるには足りません」

「働きに見合った対価じゃねえか。別にそこまでありがたがらなくてもいいって」

　先の《雷》との戦にて、三つの城じよう砦さいを敵から奪い取ることに成功したのだが、そのうちの一つ、ケルムト川に近い城砦――元々はリネーアの実父フルングニルの代に《雷》の侵しん攻こうにより奪われた土地――を《角》に譲ゆずったのだ。

《雷》は強く、リネーアの尽じん力りよくがなければ勝利は難しかった。また先の戦では《角》にも少なくない被ひ害がいが出ている。功績に正しく報むくいるのはトップとして当然のことだった。

「ラスムスの具合はどうだ？」

　あまり持ち上げられるのは好きではない。ちょうどいい機会だからと勇斗は問う。

《角》の若頭かしらラスムスは、《雷》の宗主パトリアークステインソールに右みぎ肩かたの骨を砕くだかれ、今も療養中である。利きき腕うでであり、おそらくもう二度と槍やり働ばたらきはできないのではないかという話だ。また《角》は他にも貴重な戦力であるエインヘリアルを一人、失っている。

　かように《雷》との戦いは、結果だけを見れば《狼おおかみ》の大勝と言っていいが、実情は決して楽勝と呼べるものではなく、《雷》の宗主パトリアークにして双そう紋もんのエインヘリアル、ステインソールはやはり虎心王ドールグスラシルの名に恥はじぬ難敵であった。

　彼かれが残した傷きず痕あとは決して浅くはなかったのである。

「ご心配ありがとうございます。熱も引き、食欲も旺おう盛せいで、けっこう元気にしてますよ」

「そっか、良かったな」

　盃の関係こそリネーアが親で、ラスムスはその子となっているが、彼かの女じよの実父フルングニル亡き後、ラスムスがリネーアの後見人を務めていたと聞いている。

　ラスムスは齢よわい五〇歳を越こえており、ユグドラシルは勇斗のいた二一世紀に比べて極きわめて医療水準も低い。この怪け我がが元で命を落とすなどということもあり得たかもしれないのだ。回復傾向にあることに一番、リネーアがほっとしたに違ちがいない。

「……そう言えば兄上、聞きましたか？」

　声を潜ひそめるようにしてリネーア。

　その様子に、勇斗もピンとくるものがあった。

「ステインソールあの馬鹿が生きていたって噂うわさのことか」

「はい、にわかには信じられないのですが……」

「ああ、さすがに流言の類たぐいと思うんだけど、な」

　勇斗も渋しぶい顔を作って小さくため息を吐く。

　勇斗が三ヶ月前に撃破した《蹄ひづめ》も、英えい雄ゆうユングヴィの死によって、従えていた周辺氏族に独立され、その勢力を著いちじるしく衰おとろえさせていると聞く。

　強力なリーダーの死は、それだけで国の弱体化を意味し、他国に付け入る隙すきを与あたえることになるのだ。それを嫌きらい、リーダーの死を隠かくし、生きているかのように装よそおうというのは歴史を紐ひも解とけば、そう珍めずらしいことではない。

　日本の歴史においても、甲か斐いの虎と歌われた戦国大名・武たけ田だ信しん玄げんは、自らの死を三年隠せと諸将たちに申もうし渡わたしたと言われている。

　常識的に考えれば、やはりこの手の隠いん蔽ぺい工こう作さくである可能性が最も高くはあるのだが、実際に戦ったスカーヴィズやジークルーネからは、ステインソールは常識離れした怪かい物ぶつだったと報告を受けている。もしかたら……という可能性も捨てきれない。

　そして真実であったならば、とても放っては置けない話だ。

「この式が終わったら早さつ速そく、クリスに調べさせるとするか」

　今日、正式に勇斗の娘となるクリスティーナは、《風を打ち消すものヴエズルフエルニル》のエインヘリアルであり、情報収集に関しては人並み外れた優れた才を持っている。彼女なら、正しい情報をしっかりと持ち帰ってきてくれるだろう。

「おやおや、うちの娘がどうかしましたかな？」

　温和な感じをいかにも作ったかのような、猫ねこ撫なで声ごえが割り込んでくる。このなんともなめくじのようなぬるりとした気持ち悪さが漂ただよう声には、聞き覚えがあった。

　振ふり向むき、にっこりと勇斗も笑え顔がおを作って言う。

「よう、ボドヴィッドの兄弟、もう来てたのか」

「はは、愛まな娘むすめが敬愛すべき兄貴の子として迎えられるのです。我わが子この晴れの門かど出では親として実に喜ばしく、なんとも気が逸はやり、とるものもとりあえず駆かけつけた次第です」

　ボドヴィッドは、人の好さそうなにこやかな笑顔で笑う。

　見た目こそ肥満体型で頭とう髪はつも薄うすく冴さえない中年といった風ふう貌ぼうだが、《狼》のもう一つの隣りん国ごく《爪つめ》の宗主パトリアークであり、近きん隣りんでは油断ならない梟きよう雄ゆうとして知られる男であった。

　彼の手によって、《狼》が危機に陥おちいらされたのはまだ記き憶おくに新しい。

「いやぁ、それにしてもユウトの兄貴におかれましては、あの虎心王ドールグスラシルさえあっさりと打ち破ってしまわれるとは……。もはやこのユグドラシルで兄貴に勝てる者などおらぬのではないかと思えますぞ」

　そんな彼も、今や勇斗には揉もみ手てでおべんちゃらを述べてくる。

　チラリと勇斗は隣となりに立つリネーアにも視線を向ける。自分を見上げる視線には、キラキラとどこか憧あこがれや尊敬が輝かがやいているのがわかる。

　かつて《狼》を脅おびやかしていた存在が、今や自分に従っている。時の流れというものを感じずにはいられなかった。

「人より恵めぐまれてるだけで、俺おれ自身はそう大した人間じゃねえよ。戦は時の運とも言うしな。そう何度も何度も物事が上う手まく運ぶほど世の中甘あまくねえだろ」

　賞賛の言葉に、勇斗はことさら冷めた言葉を返す。

　偽いつわらざる本心である。勇斗は自らを傑けつ出しゆつした能力の持ち主だ、などとは露つゆほども思っていない。

　すべてはなぜか繋つながるスマートフォンによって、このユグドラシルより数千年先を行く二一世紀の現代知識を引き出せるという、他の人間には決してできない裏ワザチートが使えるおかげだと、突つき放はなして考えている。

　もっともだからこそ、どれだけ結果を出だそうと現状の自分に満足せず、なお皆みなを守るため貪どん欲よくに自らの力を高めようと心がけられるのだ。

　この飽あくなき向上心こそが、勇斗の最も恐おそるべき才能にして、極めて非ひ凡ぼんなところなのだが、本人にはあまり自覚はない。

「ん？　どうかしたか？」

　ふと、じっと自らの顔をボドヴィッドが観察していることに気づき勇斗は尋たずねる。

　ボドヴィッドは表情こそにっこりとした笑顔なのだが、どこか獲え物ものを狙ねらう爬は虫ちゆう類るいのような怖おぞ気けを感じる。あまり心ここ地ちよいものではなかった。

「いえいえ、まったくもって恐ろしい方だな、と。これだけのことを成なし遂とげながら、まったく驕おごらぬ兄貴にはつくづくおみそれするしかございませぬ。……調子に乗っていてくれればつけいる隙もあろうに、これでは、な」

「俺は調子に乗ると痛い目にばかり合うからな」

　ボドヴィッドの独り言が聞こえたわけではなかったのだが、奇くしくも同じ言葉を口にしつつ、勇斗は肩かたをすくめる。

　そう、調子に乗って、年下を相手に虚きよ栄えい心しんを満たそうとして、こんなどこともいつとも知れぬ世界に飛ばされることとなった。

　知識を使いこなすのではなく、知識に振り回され、借り物の力を我が物と勘かん違ちがいして大切なひとを失った。

　そう、二年前の自分は、本当に愚おろかでどうしようもない子どもだったのだ……。







ACT1







「痛っ！」

　首筋をチクリと疾る痛みに、勇ゆう斗とは我に返る。

　神話の戦いくさ乙おと女めを彷ほう彿ふつとさせる神こう々ごうしいまでの美び貌ぼうについ見み惚とれてしまっていたが、今はそんなことをしている状じよう況きようではなかった。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　[image: ][image: ]　[image: ][image: ][image: ][image: ]？　[image: ][image: ][image: ]　[image: ][image: ]　[image: ][image: ]!?」

　銀色の髪かみを揺ゆらして、戦乙女が鋭するどく冷たい声で問いかけてくる。

　何か詰きつ問もんされているようだということだけはわかったが、何を言っているのかさっぱりわからない。

　どうしてこんな状況に陥っているのかはなおわからない。

　勇斗は市立八はち尾お中学校に通う、ごく平へい凡ぼんな中学二年生だ。幼おさな馴な染じみの志百家美み月つきに誘さそわれ肝きも試だめしに参加し、月宮神社にあるご神体の鏡をスマートフォンのインカメラで撮とろうとしたら、妙みような声が聞こえ、気がつけばここにいた。

　外にいたはずなのにここは室内で、目の前の少女と言い、その後ろにたむろする男たちと言い、明らかにその容姿は日本人のそれではない。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　苛いら立だったような声とともに、銀ぎん髪ぱつの戦乙女は持っている剣けんの平の部分で、勇斗の顎あごを持ち上げてくる。

　その冷たい感かん触しよくに、ゾクリと勇斗の背筋が震ふるえる。この喉のど元もとに突きつけられた黄こ金がね色いろの剣は、決して玩具おもちやの類ではない。今、自分は冗じよう談だん抜ぬきで生死の境にいるのだと急速に理解する。

「ア、アイ・アム・ジャパニーズ。マ、マイ・ネーム・イズ・ユウト・スオウ」

　とりあえず勇斗はなんとも拙つたない英語で自分のことを語りつつ、ばっと両手を上に上げてこちらに敵意がないことを示す。

　英語は言わずと知れた万国共通語であり、先さき程ほどの自己紹介は今や小学生でもわかる初歩の初歩ともいうべき代しろ物ものだ。これなら相手にも通じるのでは、と一いち縷るの望みをかけたのだが、

「？　[image: ][image: ][image: ]　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　[image: ][image: ]？」

　銀髪の少女はただ怪け訝げんに顔をしかめたのみだった。まったく伝わっている様子はない。
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「あ～、もう、どうすりゃいいんだよぉ」

　思わず勇斗の口から情けない声が漏もれる。

　正直、夢なら覚めてくれと切実に願った。しかし、先程皮一枚を切られ、しくしくと首筋を襲おそう痛みは、疑いようもなくリアルなものだ。

　意思疎通もできないのに絶体絶命、勇斗が途と方ほうに暮れかけたその時だった。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　別の女性の声が割り込んでくる。氷の刃やいばを思わせた銀髪の少女の凛りんとした声とは対照的な、鈴すずの鳴るような玲れい瓏ろうな声だ。

　視線を向けると、銀髪の少女に負けるとも劣おとらない金きん髪ぱつの美少女が、ゆっくりとこちらに歩み寄ってくる。

　羽は衣ごろもを思わせる白いひらひらとした装束は、銀髪の戦乙女に比べ肌はだの露ろ出しゆつが多く、そんな状況じゃないとわかってはいるのだが、なんとも目のやり場に困った。

「♪～～～」

　勇斗の目の前に立つや、金髪の少女の口がゆっくりと開き、美しい旋せん律りつが紡つむがれ始める。

　何でいきなり歌い出す!?　と勇斗の混乱はさらに深まる。しかし一方で、とんでもない美声の持ち主であることは素人しろうとの勇斗にもわかった。テレビに出てくる生半可なアイドルなどよりはるかに上手い。

　やがて金髪の少女はふうっと一息つくと同時にしゃがみこみ、勇斗と視線を合わせてにっこりと柔やわらかく微ほほ笑えむ。

「わたくしの言葉がわかりますか？　『勝利の御子グレイプジーク』。わたくしはフェリシアと申します」

「き、君、日本語がわかるのか!?」

　思わず目を見開き、勇斗はフェリシアと名乗った少女へと詰つめ寄よった。

　地じ獄ごくに仏とはこのことだった。意思疎通ができる人間が一人でもいる。それがここまで心を安あん堵どさせてくれるとは！

「いえ、天上の国の言葉はわたくしにはわかりません」

「え、でも、ほら、今だって俺の言葉にちゃんと答えてくれてるじゃないか」

「《交こう渉しよう》の呪歌ガルドルでございます。言葉には自然とその者の意思、すなわち言こと霊だまが宿ります。この歌を聞いた者は、その言霊を発し受け取る力が一時的に高まるのです」

「呪歌ガルドル？　言霊？」

　どちらもなんともオカルティックな言葉である。二一世紀の科学全盛の時代に育った勇斗は、その手の類には正直、かなり懐かい疑ぎ的てきだ。

　だが、彼女の言葉を否定もできなかった。意味がわかったので咄とつ嗟さに日本語だと早とちりしたが、落ち着いて聞いてみると、確かにフェリシアの話す言葉は、先程の銀髪の戦乙女のものと似た響ひびきがあり、明らかに日本語とは違う。

　なのになぜか意味だけはわかるのだ。まったくもって不可解であり、勇斗の知る常識では有り得ないことである。

　おかしいといえば、先の瞬間移動もそうだ。山にいたと思ったら神殿の中にいた。まさにミステリーである。

　だが、どれだけ非常識であろうと、実際に現実に起こっていることを否定してみたところで意味はない。夢じゃないのかという想おもいは拭ぬぐえないが、今、自分を包つつむ現実は、夢と言うにはあまりにもリアルすぎた。

「ここは……いったいどこなんだ？　やっぱり地球じゃないのか？」

「地球――暗い混こん沌とんの中に浮うかぶ青い星、ですか？　そこが勝利の御子グレイプジークのお住まいになっていた世界なのでございますね」

　ふむふむと噛かみ締しめるように、フェリシアが頷うなずく。

　今の言葉から察するに、宇宙に浮かぶ星が自分たちの住んでいる世界だ、という「概がい念」そのものを持っていなかったらしい。しかし地球と言う単語一つでそれが伝わっている。

（これが言霊ってやつか）

　説明していないことまでフェリシアは口にしており、地球と言う単語に対して勇斗が持っていた情報群なり、映像イメージなりまでがそのまま相手に伝わっているのは明らかだ。

　なんて便利な力だろう、と勇斗は身み震ぶるいする。この力があれば、もはや七しち面めん倒どうな勉強などせずとも明日から英語をペラペラに話せるに違いない。

「わたくしたちの世界とはまるで異なります。ああっ！　やはり、貴方あなた様は我らが守護神アングルボダ様が天上より遣つかわして下さった勝利の御子グレイプジークなのですね！」

　感かん極きわまったかのようにフェリシアの瞳ひとみが潤うるみ、やがて涙なみだがあふれた。その場に膝をつくや、その豊満な胸の前で両手を握り合わせる。

「え～っと」

　いきなりのことにさすがに勇斗は戸惑い、ポリポリと頭を掻かく。

　アングルボダなどという名前にはまったく聞き覚えがない。そんなよくわからないものの遣いとして敬われても、正直困ってしまう。

　一方で、ピンとくるものもあった。勇斗はごく普ふ通つうの現代中学生らしく、漫まん画がやアニメ、ゲームといった創作物をそれなりに嗜たしなんでいた。

「つまり悪者みたいのがいて、そいつを俺に倒たおして欲ほしいのか？」

　思いつくままにファンタジーＲＰＧのお約束を口にする。

　危機に瀕ひんした人々が、自分たちを脅かす魔ま王おうもしくはそれに類するものを倒してくれと異世界より勇者を召しよう喚かんする。

　もはや様式美とすら言っていい、ありふれすぎるほどにありふれた話である。

「はい、我ら《狼》は現在、東は《爪》の氏族に、西は《角》の氏族に脅かされており、衰すい亡ぼうの危機に瀕しております。今この時も、《爪》の侵攻を受けており、戦勝の祈き願がんをしているところでした。すると突とつ如じよ、貴方様がどこからともなく現れた次第でございます。どうか我ら《狼》をそのお力でお救いくださいませ」

「うおおっ、まさにだーっ！」

　悲痛なまでのフェリシアの懇こん願がんに、勇斗は興奮したように叫さけぶ。状況が本当にわかっているのかと疑いたくなるほど軽い調子である。

《交渉》の呪歌ガルドルにより、二人は齟そ齬ごなく意思疎通できているはずなのに、二人の間では何か致ち命めい的てきというしかないズレがあった。

「やべえ、なんかすげえワクワクしてきた！」

　剣と魔ま法ほうの世界！

　男としてこれほど心躍る言葉が他にあるだろうか。いやない！

　空想の中ではありふれていても、実際にその身に起きれば話は別である。

　元々楽観的な性格ということもあるのだろう、好こう奇き心しんと期待感が、すっかり状況への不安を上回っていた。

「おお、ではわたくしたちにお力をお貸しいただけるのですね、勝利の御子グレイプジーク」

「あ～、その勝利の御子グレイプジークってのはやめてくれ。俺は勇斗。周す防おう勇斗だ」

「はい、スオウユウト様、とおっしゃるのですね」

「勇斗でいいよ。周防って苗みよう字じはあんまり好きじゃない」

「はい、ではユウト様と呼ばせていただきますね」

「いや、呼び捨てでいいって。様付けとかガラじゃねえよ」

　先祖代々、庶しよ民みんだった家に生まれ、田舎いなかでごく普通の少年として過ごしてきた勇斗である。敬称付きで呼ばれるのはやはりどうにも背中がむず痒がゆかった。

「いえ、勝利の御子グレイプジークのお名前を呼び捨てにするわけには……」

「待てフェリシア、どうにもわたしにはそいつが勝利の御子グレイプジークとは思えん」

　フェリシアの言葉を遮さえぎって、冷たい声が割り込んでくる。

　声の主は先程、勇斗の喉元に剣を突きつけていた銀髪の少女である。すでに剣を鞘さやに戻し、腕を組みながら、なんとも訝いぶかしげな目で勇斗を睨にらんでいる。

　《交渉》の呪歌ガルドルの効果だろう、彼女の言葉も今は理解できるようになっていた。

「ルーネ、失礼ですよ！　わたくしにはわかるのです。この方こそ間ま違ちがいなく勝利の御子グレイプジークに相そう違いありません！　我がルーン《無貌の従者スキールニル》が持つ秘法セイズの一つ、《グレイプニル》が勝利を掴つかんだ感覚が確かにあったのです」

　秘法セイズ――複雑な儀式的手順をいくつか踏むことにより、発動に時間がかかったり消耗が激しい分、呪歌に比べてより強力な効力を持つ魔術の一種だと言霊が教えてくる。

　月宮神社で幻視したフェリシアの舞いは、その儀式の一環だったのだろう。儀式を執り行った者なりにどうやらかなり手応えがあったらしい。

　しかし、自信満々なフェリシアとは対照的に、ジークルーネの顔は険しい。

「お前の力がこの者を呼んだ、というとこまでは確かだろう。実際、突如としてこの場に現れたし、着ている装束も見慣れぬ珍ちん妙みよう極きわまりないものだ。しかしな……」

　ルーネと呼ばれた少女はそこでいったん言葉を区切り、突如、勇斗の鼻先すれすれへとその冷たく凍こおりついた美貌を近づけてくる。

「な、なんだよ？」

　言い返しつつも、その言葉はかすかに震え、心臓は脈打つ速度をあげていた。

　この銀髪の少女があまり自分に対していい感情を抱いていないというのは雰ふん囲い気きからも言霊からもはっきりと伝わってきたが、それはそれこれはこれである。

　これほどの美少女にまつげの長さや、唇くちびるの艶つややかさまでわかるほど接近されてドギマギするなというほうが無理な相談だった。

「ふん、やはりな。この男からは何も臭におわない。我がルーン《月を食らう狼ハテイ》は、あらゆる危険を嗅かぎ分わける。そのわたしの鼻がピクリとも反応しないのだ。当然だ。お前とのやりとりを聞いただけでわかる。ぜんぜん腹が据わってないんだよ、こいつは。そんなこともわからぬお前ではなかろう？」

「そ、それは……」

　ルーネのズケズケとした物言いに、フェリシアが困ったように視線を彷徨さまよわせる。

　つまり、内心では彼女もこの銀髪の少女の言ったことを、その通りだと感じているということでもある。

　見れば二人の後ろで、状況を見守っている者たちも、同意するように頷き合い、なんとも訝しげな視線を勇斗に送っている。

　さすがに腹が立った。

「おい、初対面でそこまでボロクソに言われる覚えはねえぞ。人を見かけや臭いだけで判断すんじゃねえよ！」

「ほう、ずいぶんと勇ましく吠ほえるじゃないか。丁度いい。ならわたしがお前の力、試ためしてやろう。それではっきりする。お前が本当に勝利の御子グレイプジークなのか、マガイモノなのかが、な」

　銀髪の少女は、ニヤリとその口元に獰どう猛もうな笑えみを浮かべた。







「な、なんでこんなことになってんだ？」

　遅まきながらに勇斗はうろたえていた。

　視界の右手には赤茶色のなんとも巨きよ大だいな建造物がそびえ立っている。自分はどうやらその頂上付近にあった神殿らしき場所に召喚されたらしい。

　その神殿から出て、ひたすら長い階段を降りると、なぜか木ぼつ剣けんを握らされ、先程の銀髪の少女――ルーネというのは愛あい称しようで正しくはジークルーネという名前らしい――と向かい合わされていた。

　辺りは暗く、こうこうと篝かがり火びが赤く照らし出している。空には真円を描えがいた月が浮かんでいた。

　美月はどうしているのだろうか。突とつ然ぜん自分がいなくなったのだ。心配しているに違いない。

　そういえば、と手に持っていたはずのスマートフォンがないことに今更ながらに気づく。ズボンのポケットを叩たたいてみるがやはりない。あったのは緊急充電用のソーラーチャージャーだけだった。

　おそらくジークルーネに剣を突きつけられ驚いた拍子に取り落としたのだ。すぐに捜しに行かねばと思いかけたところで、

「どうした、ずいぶんと落ち着かないな、怖気づいたのか？　恥はじを晒さらしたくなければやめてもいいんだぞ」

「うるせ、余計なお世話だ」

　舌打ちとともに吐はき捨すてる勇斗。

　気にはなるが、とりあえず今は、目の前の事態に対処するのが先だった。ここまで挑ちよう発はつされて女の子を相手に逃にげるというのも男の沽こ券けんに関かかわる。

　脇わきでは金髪の少女――フェリシアがなんとも困ったように顔をしかめていた。その顔には疲ひ労ろうの色が濃こい。

　ただでさえ秘法セイズ《グレイプニル》により疲労していたところに、効果が切れたのでもう一度、《交渉》の呪歌ガルドルをかけてもらったためだ。とても便利な術ではあるのだが、持続時間が長くない上に、使い手を消しよう耗もうさせるらしい。そう日に何度も使える代物ではなさそうだ。

「ふっ、その威い勢せいが見みかけ倒だおしでないことを心から願うとするか」

　言外にありありと侮ぶ蔑べつを込めつつ、ジークルーネが木剣を構える。

　その構えは実に堂に入っていた。横おう柄へいな口を叩くだけあって、それなりに鍛きたえてはいるのだろう。

　だが、所しよ詮せんは少女である。

　ずいぶんと見下した態度をとってくれたが、彼女のほうが勇斗よりはるかに華きや奢しやな体つきだ。腕もすらりと細く伸のびていて、あれでは実戦では武器を持ち上げるだけでも一苦労しそうだ。

　これが筋骨隆々、女子プロレスラーみたいなごつい体格ならばともかく、筋力と言う意味では男の自分に敵かなうはずもない。

　勇斗の運動神経は学校では中の上だ。父親が日本刀鍛か冶じということもあり、その納入先の剣術家から剣の手て解ほどきを幾いく度どか受けているし、毎日一〇〇本、素振りも欠かすことなくこなしてきた。

　得物を持てば、そんじょそこらの男子には負けない自信があった。

「まあ、怪我だけはさせねえように注意だな」

　実に気に食わない少女だが、それでも女の子であることには変わりはない。

　もっとも、そんな騎士道精神は、まったくの見けん当とう違ちがいであったことをすぐに思い知ることとなる。

「ではいくぞ」

「っ!?」

　気がついた瞬間には、五メートル近くはあった間合いが消失し、すぐ目の前に綺き麗れいに整った凛りん然ぜんとした少女の顔が迫せまっていた。

　ゴッ！　肩かた口ぐちに強きよう烈れつな衝しよう撃げきと、次いでとんでもない激痛が駆け巡る。

「ぐっ！　ああああああああああああっ!!」

　立ってすらいられず、木剣を取り落とし、勇斗は苦く悶もんの絶ぜつ叫きようとともに肩を押おさえてうずくまる。

　あまりの痛みに身動きすらとれない。身体からだ中じゆうの汗かん腺せんという汗腺から脂あぶら汗あせが滲にじみ出でる。

「ふん、やはり思った通りだったな。いや、それ以下か。おい、フェリシア、やはりこの男が勝利の御子グレイプジークなど見込み違いだ。一兵卒として見ても、これでは使い物にならん」

「ちょっ！　ルーネ！　やりすぎよ!?」

「手加減はちゃんとしたぞ。まさかこの程度も防げぬとは思わなかったんだ」

　フェリシアの叱しつ責せきにも、ジークルーネはどこ吹ふく風かぜという体だ。

　すでにその声にはもはや侮蔑さえこもっていなかった。完全に勇斗に対して興味を失い、路ろ端ばたの石ころのごとくどうでもいい存在と認にん識しきしたようだった。

「……待てよ」

　痛みをこらえつつ、なんとか勇斗は声を絞り出す。

　勇斗はマゾではないので痛い想いをするのは極力避さけたいと思っている。だが、女の子に見下されたまま終わるのは我が慢まんならなかった。

　木剣を拾い直し、勇斗はギリッと奥おく歯ばを噛み締め立ち上がり構える。

「もう一本だ」

「……ほう。まだ痛い目を見たいのか。酔すい狂きような奴やつだな。いいだろう、今度は貴様からかかってこい。少し揉んでやる」

　言葉では馬鹿にしつつも、ジークルーネの声は再び興味の色を帯びていた。その表情は憎にくたらしいほどに凍りついているが、どこか楽しげに見えた。

　こういうタイプには勇斗も覚えがある。いわゆる強豪運動部を率いる体育会系の教師のノリだ。

「ふううう」

　木剣を正眼に構え、呼吸を整え集中力を高める。

　周りの景色がどこか遠くなり、雑音が消え、その視界に銀髪の少女だけを捉とらえる。

　正直、目の前の少女を舐なめていた。侮あなどっていたのはむしろ自分のほうだったと認めざるをえない。

　ほんの一いつ瞬しゆんの攻こう防ぼうではあったが、彼ひ我がの戦力差というものを心底から思い知らされた。　その踏み込みは紫し電でんのごとき疾さにして、振り下ろされる太た刀ち筋すじには微み塵じんのブレもない。

　はっきり言って、まともにやっても勝てる気がまるでしなかった。

「だからって女の子相手に無様晒したまま終われっかよ！」

　叫ぶや大地を蹴けって、袈け裟さ斬ぎりに木剣を振り下ろす。

　女の子相手に暴力を振るうのは主義には反するが、相手のほうがはるかにこちらより力量は上だ。遠えん慮りよしていられる場面じゃない。

　カンッ！　乾かわいた音とともに、予想通り防がれる。

　止まらずさらに続けて、勇斗は次々と攻こう撃げきを仕し掛かける。

「なってないな。振り回すのではなく、振り回されているぞ。ほら、もっと足を踏ん張れ、脇を締めろ」

　だが、銀髪の少女はそのことごとくを軽々と防いでいく。

　こちらの悪い部分を逐ちく一いち指し摘てきするほどの余よ裕ゆうぶりだ。

　攻撃を繰り出せば繰り出すほどに、自分と彼女の差を思い知らされる。こんな調子では百年続けても、かすることすらできそうにない。

　それがわかっていてもなお、勇斗はがむしゃらに木剣を振り回し続ける。

「どうした？　ただでさえ鈍にぶい動きがさらに鈍ってきたぞ？　体力もないみたいだな。やはりこの程度か」

「うる……せいっっ！」

　咆ほう哮こうとともに、渾こん身しんの力をこめて勇斗は木剣をジークルーネの胸むな元もと目め掛がけて突き出し、

「甘い」

　やはりあっさりと弾はじき上あげられる。今までの受けとは明らかに違う返しの一撃だった。

　木剣が、勇斗の手から離れ、クルクルと宙を舞まった。

　勇斗の目論見通りに。

「甘いのはそっちだろ！」

　無手のままザッと勇斗はさらに踏み込む。

　元から女の子を思いっきり木剣で打ち叩く気など勇斗にはさらさらない。相手が絶対に防ぐとわかりきっていたから仕掛けたまでだ。

「むっ!?」

　初めてジークルーネの顔色が変わる。

　だが、もう遅おそい！

　勝って兜かぶとの緒おを締めよ、などという戒いましめがあるのは、人間というものは勝ったと思った瞬間こそ最も隙ができるからに他ほかならない。

　逆に言えば、勝ったと誤認させれば隙は生まれる。

　漫画などではよくある手だった。

「うおおおおっ！」

　腰こしを落とし、体勢を低くしてジークルーネの体へとタックルを仕掛ける。同時に両手で少女の足を取る。柔じゆう道どうで言うところの双もろ手て刈がりだ。

　少々卑ひ怯きような気もするが、柔道の礎いしずえとなる柔じゆう術じゆつ・組討はそもそも、なんでもありの戦場で編み出されたものだ。木剣を弾はじき飛とばせば勝ちなどと決めた覚えもない。こちらを侮って油断するほうが悪いのだ。

　押し倒して身動きを封ふうじてしまえば、このいけ好かない少女の鼻をあかせる。

　そのはずだったが――

「なっ!?」

　勇斗の会心の体当たりにも、少女の身体は揺らがなかった。大地に根が張った巨きよ木ぼくのように、びくともしない。この折れそうなほどに華奢な体のいったいどこにこれほどの力があるというのか。

　はっと背筋を恐きよう怖ふが疾り見上げると、冷たく怒いかりに満ちた視線が見下ろしていた。そこでようやく、勇斗は自分がとんでもないところに顔を埋うずめていたことに気づく。

　本来の双手刈は肩で押し出すのだが、所しよ詮せん素人しろうとの、しかもがむしゃらだった勇斗は頭から突っ込んでしまっていた。

　少女の股間に。

「～～っ！　ふんっ！」

「がっ！」

　ズンッと首の後ろに衝撃が疾り、勇斗の意識はそこで途と切ぎれた。







「はっ！」

　目を見開くと、見覚えのない天てん井じようが視界に広がっていた。

　斜ななめ上うえから差し込んでくる柔らかな日差しが、時間の経過を教えてくれる。

「てか、なんだよここは？」

　勇斗は固い感触を返してくる寝ね床どこから起き上がり、周囲を見回した。

　どうやら気絶している間にいずこかへと運ばれたらしい。

　壁かべは漆しつ喰くいで白く塗ぬり固かためられているが、目が粗あらく表面が少しでこぼこしている。率そつ直ちよくに言ってしまうと、なんとも拙い感じだ。

　木で組んだ簡易な棚たなには、土気色をした茶ちや碗わんや埴はに輪わのようなものが並んでいる。

　テレビか何かで時々映される、アフリカの原住民や、インドや中国などの山やま奥おくの少数民族の住居をほうふつとさせた。

　同時に昨晩の事が夢ではなかったのだと実感させてくれる。
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　聞き覚えのある柔らかな声に振り返ると、昨日の金色の髪の美少女――フェリシアがにっこりと嬉うれしそうに微笑んでいた。

　視線が合うと、彼かの女じよはんんっと咳せき払ばらいをして、玲瓏たる歌声を響かせる。意味はわからずとも、すでに三度目となれば勇斗もそれが《交渉》の呪歌ガルドルであることは容易に察することが出来た。

　歌い上げた後、フェリシアはふうっと一息を吐き、

「目が覚められたのですね、ユウト様。どこか痛いところなどはありませんか？」

「いや……うん、ないよ。はあ、しっかし、来て早々、いきなりなっさけねえとこ見せちゃったなぁ」

　ため息とともにポリポリと頭を掻く。

　気絶する前の記憶は、鮮せん明めいに残っていた。

　華奢な女の子相手にまるでいいところを見せられず、衆しゆう人じん環かん視しの中あっさりと昏こん倒とうさせられて無様を晒した。しかも正々堂々とはとても言えない手段を用いての敗北だ。言い訳のしようもない。

　思い出すだけで恥はずかしさでカーッと顔が熱くなる。できることなら記憶から消し去りたいぐらいだった。

「ふふっ」

「っ！　なんだよ!?」

　笑みを零こぼすフェリシアに、勇斗は苛立った声をあげる。なんだかんだで彼女は優やさしく、自分の味方だと思っていただけに、裏切られたかのような気がしたのだ。

「あっ、ごめんなさい。他の人たちがどう思ったかまではわかりませんが、少なくともわたくしは情けないなんて思いませんでしたよ。むしろあの一戦で貴方様こそ勝利の御子グレイプジークであると改めて確信いたしました」

「はぁ？　何言ってんだよ。俺はついさっきまでそこでぶっ倒れてたんだぞ？」

「ええ、でも、あれがもし実戦で、貴方が短たん剣けんをお持ちになっていれば、地面に倒れ骸むくろを晒していたのはルーネでしたわ」

　うんうんと頷いて、フェリシアはそれまでのどこか年上の女性という雰囲気から一転、歳相そう応おうの少女らしく悪戯いたずらっぽく微笑む。

「あの後のルーネの悔しがりようったら、くすくす、本当に見物でしたわ」

「悔しがってた、か」

　あの鉄面皮の少女がそこまで感情を露あらわにするというのがいまいち想像がつかない。

　まあ、多少は鼻をあかせたというのなら、それはもちろん悪い気はしないが、

「つったって、それも思いっきり手加減されてのことだし、な」

　自分の打ち込んだ攻撃を全すべて易やす々やすと防ぎ、指導までしていたジークルーネだ。

　実戦なら、とフェリシアは言うが、本当に命を賭かけた戦いだったならば、彼女は受けに回るなどということはせず、それこそ最初の一戦の時のように一瞬で自分など斬きり伏ふせてそれで一巻の終わりだったはずだ。

「それでも、ですよ。わたくしだってあの子には触ふれることもできないんですよ」

「いや、わたくしでもって言われてもなぁ」

　勇斗の視線は、自然とフェリシアの豊満な胸部へと向かう。

　まだジークルーネはスレンダーな体型でとても身軽そうに見えたが、フェリシアの肢し体たいは実に女性的な柔らかさに富み、とても戦う人間のそれには見えなかった。

「あら、わたくしこれでも《無貌の従者スキールニル》のルーンを持つエインヘリアルで、けっこう強いんですよ。《狼おおかみ》でもわたくしに勝てるのは一〇人いるかどうかなんですから」

　エインヘリアル――身体のいずこかに神に選ばれた聖別の証ルーンを宿し、普通の人間には使えない不可思議な力を操あやつる存在。

　フェリシアの言霊から概がい念ねんが伝わってくる。そう、今まさに、勇斗はその不可思議な力の一いつ端たんを体感しているのだ。信じずにはいられない。

「なるほどね、だからあの子、あんなに強かったのか」

　男の自分が思いっきり双手刈をしかけてもビクともしない、というのはさすがにおかしいとは思っていたのだ。

　勇斗をこの世界に召喚した秘法セイズ《グレイプニル》と言い、《交渉》の呪歌ガルドルと言い、やはりこの世界は魔法じみた神秘に満ちているのだ！

　折れかけていた心に再び、ワクワクと高揚感の火が灯ともる。

「すげえ！　じゃあ、俺おれもそのエインヘリアルってのになれば、強くなれんのか!?」

「はい、勝利の御子グレイプジークたるユウト様ならば、いずれ近いうちに素す晴ばらしきルーンが発現されるかと思います。あるいは《雷いかずち》の虎心王ドールグスラシルのごとく双そう紋もんさえ神から授さずけられてもおかしくないかと」

「おお、双紋！　なんか格好良いな！」

　左右の手の甲こうに光ひかり輝かがやく紋もん章しようが浮かぶ、あるいは、二つの瞳に紋章が現れる。そしてその瞬間、他を隔かく絶ぜつした力を得て、並み居る敵をなぎ倒すのだ。

　そうなればきっと、あのジークルーネという少女だって、赤子の手をひねるがごとくあしらえるようになるかもしれない。

　想像するだけで、背筋がぶるっと震える。たまらなく心ここ地ち好よさそうだった。

「ああそういや昨日聞きそびれたけどさ、ここっていったいどこなんだ？　やっぱりここは明らかに俺の知っている世界じゃない」

　少なくとも勇斗の世界には、エインヘリアルなどという異能を持った存在はいなかったはずだ。

　なにより今、勇斗に未知の言語を理解させている《交渉》の呪歌ガルドルだ。このような夢の技術があるならば、勇斗は中学で英語などという外国語を習わされてなどいない。

「あ、はい。ここはユグドラシル、巨神ユミルの骸より生まれし大地と伝わっております」

　フェリシアの説明とともに、広大な海の中に巨きよ人じんがうつ伏ぶせに横たわり、その背中が、山や草原、森や川などが広がる自然豊かな大地となっているイメージが伝わってくる。これがフェリシアの、いやひいてはこのユグドラシルに住む人々の「世界観」なのだろう。

「そのほぼ中央にそびえるヒミンビョルグ山脈の麓ふもと、我ら《狼》の氏族の都イアールンヴィズが、ユウト様が降り立たれた地になります」

「すげえ！　完全なファンタジーじゃねえか！　それにユグドラシルって聞き覚えがあるぞ。えっと……確か北欧神話だっけか？」

　口元に手を当てつつ、勇斗は思考を巡らす。

　ゲームなどで蓄たくわえた知識だが、確か北欧神話の世界の根幹となる巨大な樹木の名だったと記き憶おくしている。

　とにかく心がワクワクしてきてたまらなかった。

「ってことは、グングニルとかオーディンとかアースガルズとかいう言葉もあったりするのか？」

　勇斗は適当に北欧神話に出てくるメジャーどころを口にする。その声には隠かくしきれぬ興奮が混ざっていた。

「えと、前二つは聞き覚えがございませぬが、アースガルズは、このユグドラシルを治める帝てい国こくの名でございます」

「単語は一いつ緒しよでも意味は違ちがう、か。しっかし、なんかやりとりがスムーズすぎて逆に怖こわいな、これ」

　同じ言語を話し、物心付く前からほとんど一緒に育った幼おさな馴な染じみ相手でも、話していればお互たがいに何らかの齟齬は生まれるものだ。だというのに、言語も違えば今日あったばかりの女性と完かん璧ぺきな意思疎通ができてしまう。

　どうにも便利すぎて、違い和わ感かんを覚えずにはいられなかった。話が早くて助かりはするのだが。

「まあ、細けえことはどうでもいいや。よぉし、じゃあ、まずはそのルーンってやつを……ん？」

　すっかり乗り気になって拳こぶしを握ったところで、

　ぐうううううううっ！

　勇斗の腹の虫が鳴り響いた。そう言えば昨晩の肝試し前に小腹満たしにカ○リーメイトを食べたきりだった。

　フェリシアは目をぱちくりさせた後、楽しそうに微笑む。

「ふふっ、ではまずお食事と致いたしましょう」







　固い。

　なにはともかく、それが最初に抱いた感想だった。

「あの、お、お口に合いませんでしたか？」

　茶色の髪かみを後ろで縛しばった中年の女性が、なんとも怯おびえた様子で尋たずねてくる。

　一〇年以上前からフェリシアの家に仕えている下女で、名をアンゲラと言うらしい。家事全般を請うけ負おっており、今、勇斗の前に並ぶ料理も彼女が作ったものだ。

「あ、ああいや、べつに。ちょっと俺の知ってるパンと違ったからびっくりしただけ。まずくはないよ」

　慌あわてるアンゲラに勇斗は手を振ふりつつ、咀そ嚼しやくする。

　出だされたパンは、網あみ目めこそないものの、その形状はメロンパンそっくりで、異世界だというのにずいぶんと馴な染じみ深ぶかく感じるものだった。

　現代でもフランスパンのように固いパンはある。柔らかいパンに慣れていたので最初は戸と惑まどったが、焼き立ての風味も香こうばしいしこれはこれで美味おいしいと言えるものだった。

　もう一口かじり、もぐもぐもぐもぐがきっ！

「っ!?　な、なんだこりゃ!?」

　二人に気を遣わせないようたいていのものは美味しそうに食べる覚かく悟ごをしていたが、いきなりとんでもなく硬かたい感かん触しよくが脳天にまで響き、さすがにこれには渋じゆう面めんにならざるを得なかった。

　とても人が噛かみ砕くだける硬さではない。ペッと手の中に吐き出すとそれは小石だった。

　驚おどろきフェリシアとアンゲラを見るが、二人ともきょとんとしている。

　勇斗を勝利の御子グレイプジークとして敬っているフェリシアだ。下女が無礼や粗そ相そうを働いたと思えば、即そく座ざに下女を叱しかるなり勇斗に頭を下げるなりするに違いない。

　それがないということは――

（まさか……これがこの世界の普通なのか!?）

　思わず天を仰あおぎたくなった。

　遠方にいる祖父からは、子どもの頃ころは米の中に頻ひん繁ぱんに小石が混ざっていたと聞いた覚えがあるが、まさか自分が味わうことになろうとは思ってもいなかった。

「ユウト様？」

「あ、ええと。なんか飲み物あるかな？」

「はい、こちらに。どうぞ」

　差し出されたコップに、またもや勇斗は驚きを隠せなかった。

　中に入っているのはどうやら牛乳のようだが、問題はコップそのものであった。いわゆる土器という代しろ物ものなのだろうか、土をそのまま固めたような感じなのだ。

　どうやら自分は相当、文明レベルの低いところに来たらしいと勇斗は内心苦く笑しようする。

「まあ、郷ごうに入れば郷に従え、だな」

　受け取り、一息に飲み干す。その一言であっさり済ませられるあたり、やはり根が楽天的な少年である。

　口の中に広がる、これまで経験したことのない濃のう厚こうな味わいに、思わず目をみはる。

「おっ、これはまじ美味うまい」

　多分、これが搾しぼりたてというやつなのだろう。北海道に旅行に行ったクラスメートが、『俺たちが普ふ段だん飲んでるのは本物の牛乳じゃない！』と力説していた理由が今ならわかる。

　日本は世界に冠かんたる美食の国ではあるが、こういう食材本来の味を楽しむためにはえらくお金がかかる。そう思えば、粗そ末まつなようで優ゆう雅がな食事と言えた。

「ああ、そういえば！」

　突如フェリシアがポンッと手を打つや、再び立ち上がりいそいそと壁かべ際ぎわの棚へと向かい、そして戻もどってくる。

「こちら、もしかしてユウト様のものではございませんか？」

「あっ！」

　思わず勇斗は目を剥むく。

　それは、この世界にはなじまぬ黒い光こう沢たくと異い彩さいを放っていた。召喚のゴタゴタの間に紛失し、捜さなくてはと思っていたものだ。

「うん、それ俺の」

　ＬＧＮ０９通つう称しようレーギャルン、中学入学を機に購入した愛用のスマートフォンだった。

　早さつ速そく受け取るや、半ば反射的に電源ボタンを押す。

　現代人らしくいわゆるネット依い存そん症しようというやつで、情報端末に一定期間触れていないとどうにも落ち着かないところが勇斗にも少なからずある。押してから、こんなところまで電波が通じてるわけないじゃん、と心の中でツッコミを入れかけて、

「えっ!?」

　溜たまった着信履歴にぎょっと目を見開く。

　震ふるえる指で履歴を調べると、ずらっと幼馴染の名前が並んでいた。二一時あたりから午前四時頃までひっきりなしに残っている。

　随ずい分ぶんと心配させているようで心が咎とがめたが、今、気になったのは別のことだった。

「もしかしてここ……電波が通じてる……のか？」

　美月に誘さそわれて参加した肝試しの開始時刻は二〇時だ。多少、順番待ちをしたとはいえ、あの神社のご神体と向き合ったのはまだ二一時前だったはずだ。

　つまり、これらの履歴は、勇斗がこの世界に来てから着信しているということになる。

　即座に勇斗は電話帳の中から美月の名前を引き出してきて、通話ボタンを押す。

「……つながらない、か。そりゃそうなんだけど……」

　スピーカーから漏もれてくるのは、ツーツーという無機質な音ばかり。数回同じことを繰り返すが結果も変わらない。

　よくよく見れば、通信強度を示すアイコンに赤くバッテンが表示されている。

　当然といえば当然だ。日本国内でさえ山奥の僻へき地ちなどに行けば普ふ通つうに携けい帯たいはつながらないものだ。こんなどことも知れぬ異世界で電波が通じるわけがない。

「でもじゃあ、この履歴はいったいなんなんだ？」

　前述のとおり、着信時刻はあきらかにこちらの世界に来た後のことだ。

　肝試しの雰囲気が壊こわれるからとマナーモードにしていたのが悔くやまれる。着信音が鳴っていれば気づいて電話に出ることも出来たかもしれない。

「あの、どうかされたのですか？　わたくし、そんな虹にじのように色いろ鮮あざやかに光るものを初めて目にしました。どのように使う道具なのでしょう？」

　難しい顔で考え込む勇斗の手元を、興味深げに覗のぞき込こみながらフェリシアが尋ねてくる。

　彼女のことを置いてきぼりにして、我わが事に没ぼつ頭とうしてしまっていたことに勇斗は今更ながらに気づき反省する。

　まだフェリシアと出会って間もないが、色々世話をしてもらっている。あまり失礼なことをするものではなかった。

「ああ、これはスマホっつって、色々できる便利な道具なんだ。そうだ、その辺にちょっと立ってくれないか？」

「あの、こうですか？」

「オッケー」

　ピピ……カシャッ！

「っ！　な、なんの音です、今の!?　初めて耳にする感じでしたが」

「カメラのシャッター音だよ。ほら」

「え？　えええっ!?　こ、これ、わ、わたくしですか!?」

　勇斗がスマートフォンをフェリシアのほうへと掲かかげて見せると、画面に映しだされた自分の姿に、彼女は目を白黒させた。

　してやったりと勇斗は内心ほくそ笑む。ちょっとした悪戯を成功させた気分である。

「鏡……というわけでもないのですね。なんと不思議な……まるで自分の一瞬を切り取られたかのよう……え、えとこれ、何か魂たましいが抜ぬかれたりとか、命が吸い取られるとか、そ、そういうことはありませんよね？」

　おっかなびっくりという体でスマホをちらちらと見つつ、気味悪そうにフェリシア。

　思わず勇斗は苦笑する。日本の幕末期、西洋から入ってきたカメラに、魂を抜かれるのではないかと怯えた人は多かったという話はけっこう有名だが、人間の反応というものはやはりどこか似通ったものになるらしい。

「そういう悪あく影えい響きようは一いつ切さいないから安心していいって」

「そ、そうですか。良かったです」

　ほっと安あん堵どの吐と息いきをつくフェリシアに、勇斗は小さく笑みをこぼしつつ、スマートフォンの画面をフリックする。

　自分が住んでいるところはこういう場所だ、と教えるつもりで写真を見み繕つくろおうとしてのことだったが、最初の一枚目で固まる。

　そこに写っていたのは、うっそうとした森をバックに、小動物のように怯えた表情を浮うかべている幼馴染だった。肝試し前に撮とった一枚である。

　先さき程ほどの朝方までずらっと並んだ着信履歴のことも思い出す。今はこの写真よりももっともっと不安と恐怖に苛さいなまれているに違いない。

　グッとスマートフォンを握にぎる手に、力がこもる。ふうっといったん大きく吐息をついてから、覚悟を決めて顔を上げる。

「フェリシアさん、わりい。とりあえずいったん俺を元の世界に帰らせてくれるか？」

「えっ!?　あの、ユウト様？　な、なにかわたくし、気に障さわるようなことを？　ルーネでしたらわたくしがきつく言っておきますので」

「ああ、そういうんじゃないから。どうも、ね。俺が突然いなくなって心配してる奴がいるんだよ」

　もう一度、スマートフォンをフェリシアのほうに向けつつ、勇斗は苦笑する。

　自分もエインヘリアルになれたら、と思い描くだけで確かに胸が疼うずく。

　毎日、学校に行ってつまらない授業を受けて、クラスメートたちとたわいないおしゃべりをして、帰宅してスマートフォンをいじって暇ひまを潰つぶす。そんな代かわり映ばえしない惰だ性せい的てきな日常より、こちらのほうがはるかに刺し激げき的てきで楽しい日々を送れるんじゃないかと思わないでもない。

　だが、それにはまず、自分のことをここまで心配している幼馴染にしっかり断りをいれてからというのがせめてもの筋だと勇斗は思った。

「あ、あの……えっと……」

　フェリシアの視線が困ったように左右にさまよう。

「でも帰して欲ほしいと、わたくしに申されましても、その……」

「……へ？　だ、だって君が呼んだんだろ？」

　最悪の予感に、勇斗の声が心ならずも震える。

「は、はい。これまで勝利祈願の奉ほう納のうの儀ぎは幾度か行って参りましたが、天より御お遣つかいが舞い降りるなどというのはわたくしも初めてで……どうすればユウト様がお帰りになれるのかは正直見当も……」

「ちょ、ちょ、ちょっと待ってくれよ！　マジ!?」

「も、申し訳ございません。わたくしもこのような事態になるとは思いもよらず……」

　フェリシアは困こん惑わくをありありとその表情に浮かべ、視線をさまよわせる。

　勇斗はガラガラと足元が崩くずれていくような気がした。

　連れてくることが出来たのだから、当然、帰すこともできる。そう勝手に思い込んでいた。だいたいこちらに何の断りもなく呼びつけておいて帰すことができませんなど、拉ら致ち以外の何物でもない。

「な、なんだよそれ……いくらなんでも洒しや落れになんねえだろ……聞いてねえぞ……あっ、そうだ。あの神殿だ！」

　思いついたように叫さけび、勇斗は立ち上がる。

　脳のう裏りに浮かぶのは、月宮神社とあの神殿の中にあったご神体の鏡だ。月宮神社のものは錆さびて曇くもってもはや鏡という役目をまるで果たさぬ代物に成り果ててはいたが、大きさや形状に関してはまったくの瓜うり二ふたつだった。

　勇斗がこの世界に誘われる時も、なにやら妖あやしい光を放っていた。

　あの着信もおかしいのだ。神鏡が原因だというのなら、距きよ離り的てきに離はなれている今、通信が途と絶だえていることにも説明がつく。

　極きわめつけは月宮神社にまつわるあの言い伝えだ。

《満月の夜に合わせ鏡でご神体の鏡を覗きこむと、別の世界に誘いざなわれる》

　やはりこの尋じん常じようならざる事態に、何の関係もないとは思えなかった。







「はあ……はあ……はあ……はあ……」

　息も絶え絶えに、勇斗は両りよう膝ひざに手を付いて荒あれた息を整えていた。

　自分が召しよう喚かんされた神殿が、高い塔とうの上にあったことは覚えていた。しかし、降りるのと昇のぼるのではかかる労力は段だん違ちがいである。

　フェリシアに強ごう引いんに案内させ、勢い勇んで天頂目指して駆け出したものの、その延々と続く階段にあっさり体力を奪うばい尽つくされた勇斗だった。

　この塔は、聖塔フリズスキヤールヴというらしい。ぱっと見だいたい全高一五～二〇メートルぐらい、勇斗の通っていた中学校の校舎ぐらいの大きさだ。それを全力疾走で一気に駆け上がったのだからこうなるのは必然といえば必然だった。

「大だい丈じよう夫ぶですか、ユウト様？」

　もっとも隣となりに立つフェリシアは息一つ乱していなかったが。

　これは最初飛ばし過ぎたのと朝食をしっかり食べていなかったせいだ、と勇斗は自分を慰なぐさめるも、どこか虚むなしかった。

　彼女もジークルーネと同じくエインヘリアルとのことで、常人より優すぐれた身体能力を与あたえられている。と、頭では理解できるのだが、どうにもこの世界に来てからというもの、男のプライドというやつを徹てつ底てい的てきに破は壊かいされているような気がする勇斗である。

「ふう……へえ。これがこの世界の町並みか」

　ようやく息を整え振り返ると、眼下には《狼》の町並みが広がっていた。

　高い城じよう壁へきの内側に連なる建物は、どれも一階建ての平屋だが、雄ゆう大だいで権力者が住まう宮きゆう殿でんという風格がある。

　ただ勇斗の中ではなんとなく城や宮殿は白いイメージがあったので、全体的に赤あか味みを帯びているのには少々違和感を覚えた。

　城壁の外は、また別世界だった。

　城壁の程近くには、簡素な家々が並ぶ。ここに来るまでに間近でも見たが、土をこねくり回して作ったような家だった。勇斗の目には、どこか子どもの遊びの延長の域を出ないように思えて仕方がない。

　だがそれでもまだ裕ゆう福ふくなものだったらしく、外に広がっていくに連れ、藁わら葺ぶき屋や根ねのなんとも貧相な家々へと景色が変化していく。

　フェリシアの部屋の内ない壁へきや、土器などから薄うす々うす勘かん付づいてはいたが、やはりあまり文明が発達している世界ではなさそうだった。

「ま、んなことより、今は鏡だな」

　視線を戻し、神殿へと一歩、足を踏み入れる。

　中は中学校の体育館より少々狭せまいぐらいだろうか。昨夜は数十人の人間がいたが今は人の気配がなく、勇斗の足音が響ひびくほどに静まり返っている。

　内壁は漆喰だろうか、白く綺き麗れいに塗り固められ、様々な壁へき画がが描えがかれていた。寺や教会によく似た、締しめ付つけられるような荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

「おっ、あったあった」

　ずんずんと奥おくへと進み、祭さい壇だんに飾かざられた神鏡を確かく認にんしうんうんと勇斗は頷うなずく。やはりこの類るい似じ性せいは偶ぐう然ぜんとは思えない。

「あの、本当にお帰りになるのですか？」

　コバルトの瞳ひとみを不安そうに揺ゆらめかせ、フェリシアが問いかけてくる。

　彼女にとって勇斗は、危機に瀕した自分たちの下に神が遣つかわしてくれた勝利の御子グレイプジークだ。何も為なしていないというのに帰られては、自分たちはこれからいったいどうなるのか。そんな焦しよう燥そうが見え隠れする。

「……ああ、悪いな」

　ポンッとフェリシアの頭に手を置きつつ勇斗は言う。どうにも女の子の泣きそうな顔を見るのは好きではない。

　ジークルーネと言う少女は気に入らないが、フェリシアは自分に良くしてくれた。なんとかしてあげたいとは思うし、助けられる自分に憧あこがれもするが、やはり自分には分不相応な役割だ。

　冷静に考えてみれば、平へい凡ぼんな中学生にすぎない自分がこの世界でできることなど高が知れている。

「じゃあ、色々大変だろうけどがんばってな！」

　シュタッと手を上げつつ、スマホの電源を入れカメラを起動させる。祭壇に背を向けてインカメラで神鏡を映し込み――

　しかし何も起こらなかった。







「あれ？」

　数分の後、勇斗は首を傾かしげる。

「あの、ユウト様？」

　フェリシアも訝いぶかしげに首を傾げて問うてくる。

　がんばってな、などと別れの挨あい拶さつを告げているだけに、なんともバツが悪い。

「何か足りない、のか？」

　月宮神社の伝承を改めて思い起こす。

《満月の夜に合わせ鏡でご神体の鏡を覗きこむと、別の世界に誘われる》

　すぐにピンと来た。空には高く、太陽がこれでもかと輝いている。

「……フェリシアさん、次の満月っていつ？」

「えっ!?　あ、はい、昨日が満月でしたので、一ヶ月後かと」

「ぐええ、マジかよぉ」

　思わずその場にしゃがみ込み、頭を抱かかえる。

　自分のような未成年が一ヶ月も行方ゆくえ不ふ明めいとなれば、あちらでは相当に大事に発展するであろうことは想像に難かたくない。

　父親などは正直どうでもいいが、警察、学校、美月などからは今まで何をしていたと追求され、徹底的に説教を食くらいそうだ。

　異世界に飛ばされ連れん絡らくのしようがなかったんです、などという言い訳は、間ま違ちがいなく火に油どころかガソリンをぶちまけるものにしかならないだろう。

　自分が無事であり大事にしないで欲しいということだけでも連絡したいところだが、スマートフォンを覗いても電波状況を表すアイコンには赤いバッテンマークが付いたままだ。

　八方ふさがりである。

　考えるだけでほとほと憂ゆう鬱うつである。つまり――

「ま、うだうだ考えててもしゃあねえか」

　さっと頭を切きり替かえて、すくっと勇斗は立ち上がる。

　一ヶ月間帰れず連絡も取れず怒おこられることは確定したのだ。ならば怒られることを怯えるより、ここにいる間はそのことを忘れてこの異世界を存分に楽しんだほうが得である。

　なにより、ここならあの世界で一番嫌きらいな男の顔を見ずに済む。これほど有あり難がたいことはない。

　その程度の認にん識しきだった。

　どこまでも前向きで、そして楽観的な少年であった。

　この時の彼かれはまだ、ユグドラシルの過か酷こくさをまったく知らなかったのだ。







ACT2







「うううううっ!!」

　固い寝しん台だいの上で身体を丸め、勇ゆう斗とはひたすらに唸うなっていた。

　腹がとにかく痛かった。胸もムカムカして気持ち悪い。下げ痢りと嘔おう吐とで何度トイレへと駆け込んだか知れない。

　瓶かめの水に映った顔は、青白くげっそりとしている。

　いわゆる食中毒の症しよう状じようだった。

　日本は世界有数の清潔な国だ。水道の水をそのまま飲める国など滅めつ多たにない。つまりそれだけ無む菌きんに近い環かん境きようで育っているということであり、細さい菌きんへの抵てい抗こう力りよくが弱いということでもある。

　最近は、食べ物や飲み物を口に入れることすら忌避感を覚える。だが、人間、飲まず食わずでは生きていけない。空腹に耐たえかね手を出しては、また腹痛で寝込む。

　この一ヶ月というもの、ずっとそんな地じ獄ごくの繰り返しだった。

　一応、勇斗はフェリシアの家を間借りして暮らしているのだが、一つ屋根の下だというのにつやっぽいことを考える気力さえ奪われていた。

「フェリシア、いるか？」

　玄げん関かんのほうから聞き覚えのある感情のこもらない平へい坦たんな声が響く。

　ジークルーネだ。この家の主であるフェリシアとは友人関係らしく、しばしば暇がある時はこうして遊びに来るのである。

《交こう渉しよう》の呪歌ガルドルなしだが、これぐらいなら聞き取れた。何度となく耳にしていれば嫌いやでも覚えるというものだ。

「おい、フェリシアは……はあ、またか。貧弱なヤツだな。[image: ][image: ]　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　ひょいっと勇斗のいる寝しん室しつを覗きこむや、ジークルーネはため息をつく。

　これまた何度も繰り返し耳にした単語ばかりである。最後のあたりは勇斗には意味が掴つかめなかったが、どうせいい言葉ではないのは確かだ。

「寝ぼすけドウリン、フェリシアはどこだ？」

「ううっ、オ、オウシン」

　腹痛をこらえつつ、絞り出すような声で返す。

《交渉》の呪歌ガルドルはフェリシアにとってもやはり負担になるので、日常会話で頻繁に使う単語はそれなりに覚えたのだ。

「んん？　ああ、往おう診しんか」

　もっともまだまだ発音はネイティブには奇き妙みように聞こえるらしく、ジークルーネは一いつ瞬しゆん訝いぶかしげに考えた後に頷く。

　神官であり、呪歌ガルドルの使い手でもあるフェリシアは、病気の者の治ち療りように駆り出されることが多いのだ。

　それですっぱりジークルーネは勇斗への興味をなくしたようで、

「[image: ][image: ][image: ]　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　[image: ]　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　聞き取れない言葉を残して気配が遠のいていく。

　無む性しように胸に寂さびしさが込み上げてくる。

　病びよう床しように伏しているときはやはり、誰だれかにそばにいて欲しいものだ。

　下女のアンゲラでは言葉は通じないし、本人もあまり勇斗と関かかわり合あいになりたくないのか、あくまで使用人という態度を崩さず距きよ離りを置いている節がある。

　フェリシアは暇を見つけては献けん身しん的てきに看病をしてくれるが、彼かの女じよは忙いそがしい身で、勇斗にずっと付き添うことができない。

「美み月つき……」

　スマートフォンの電源を入れ、幼馴染の写真を画面に映し出す。

　災害緊急用にとソーラーチャージャーを携帯させた今は亡なき母には、何度も感謝したものである。所しよ詮せんはソーラーバッテリーであり、そう長い時間の使用はできないが、それでもこうして少しでも美月の姿を見れるだけで、寂しさを紛まぎらわすことができた。

「こんな地獄、もうまっぴらだ。日本に帰りてえ。明後日だ、明後日になればやっと帰れるんだ」

　一ヶ月。言葉を覚えるにはあまりに短く、それでいて現実を知るには十分な時間である。

　すでにユグドラシルという未知の世界に抱いていた期待は木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕かれ、この頃ごろの勇斗はすっかり、退たい屈くつだと思っていた田舎いなかの生活へと戻れる日を一日千秋の想おもいで待ち望むようになっていた。







「おっ、アンナルだ」

「違う違う、スコルだろ」

　翌日、なんとか腹痛も収まり、フェリシアに連れられ勇斗が街中を歩いていると、すれ違いざまこれ見よがしに侮ぶ蔑べつの言葉が耳に届く。

　すでにもう慣れたことだ。気にしない振りをして、わずかに足を速める。すると背中ごしにせせら笑うような嘲ちよう笑しようが起こった。

　勇斗はギリッと奥おく歯ばを噛かみ締しめ、拳を握り締める。

　スコル――それがいつの間にやらここ最近、《狼おおかみ》の間で勇斗に付けられ定着してしまった蔑べつ称しようである。

　意味は『恵めぐみを食らうもの』。つまるところ、無む駄だ飯めし食くらい、と言ったところか。

　召喚されて早々、ジークルーネを相手にへっぴり腰ごしの雑魚っぷりを公衆の面前で披ひ露ろうし、その後はほとんどずっと腹痛で寝込んでいるのである。そのせいもあって『寝ぼすけドウリン』などと呼ばれる時もある。

　召喚当時こそ少なからず勇斗に期待の目を向ける者もいたが、日を追うごとにそれは失望へと変わっていき、今や勇斗に向けられる視線はすべて蔑さげすんだものへと成り果てていた。

「ユウト様、お気になさらず」

　フェリシアがいつものように心苦しそうに慰めの言葉を告げてくるも、勇斗はふいっと顔を背そむける。

「キョウ、オレ、カエル。あ～、んっ！」

　単語がわからず、勇斗は苛いら立だち混じりに自らの口を手で押おさえる。明日には帰るのだから自分のことはもう放っておいてくれ、かまわないでくれ、たったそれだけのことすら満足に伝えられない自分がもどかしい。

　同情なんてまっぴらゴメンだ、なんてシーンは漫まん画がなどでは定番だが、今の勇斗にはその気持ちが痛いほどよくわかった。

　勇斗本人だってもう自分が勇者だなんて夢は欠片かけらも見てはいない。自分が不運にもユグドラシルに迷い込んでしまった哀あわれで役立たずな異邦人アンナルでしかないということは、彼自身が一番よく知っていた。

　今も路端を見れば、物もの乞ごいがちらほらと目に入ってくる。市バザールに並ぶ食料品を物もの欲ほしそうに見つめる者は少なくない。泥どろ棒ぼうの類たぐいが頻繁に発生しているとも聞く。《狼》全体があまり裕福でないことは明らかだ。

　そんな貴重な食しよく糧りようを、ろくに働きもしない人間が、食べては吐はいているのだ。自分でも無駄飯食らいだと思う。

　慰められれば慰められるほど、自分の惨みじめさを思い知らされて、穴があったら入りたいぐらいの恥はずかしさに襲おそわれるのだ。未いまだ期待を捨てずに自分を見つめるフェリシアの視線がとにかく重くて苦しくて仕方ないのだ。

　だというのに家で独りになるのもいやで、こうしてフェリシアに付いていくしかない自分がとにかく悔くやしかった。

　この世界で自分に優やさしくしてくれるのも、言葉が通じるのも彼女だけだ。彼女のそばでなければ不安と寂しさで気が狂くるいそうになる。

　しかし実際に優しくされれば、感謝するどころか心の中にはドス黒い想いばかりが生まれて、やさぐれた態度をとってしまう。

　そして、なんて最低なやつだ、と自己嫌悪を深めるという負の連れん鎖さだ。

「くそくそくそっ！」

　勇斗が持って行き場のない怒いかりを地面を蹴けりつけて晴らしていると、
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　ちょうど隣を歩いていた女の子が怒りもあらわに振り向く。どうやら運悪く少女の足を蹴ってしまったらしい。

　癖くせのある髪の毛をショートカットにした少女である。蹴られたからというのはもちろんあるのだろうが、吊つり上あがった目からはずいぶんと気の強そうな印象を受ける。

「あっ、ごめんなさい」

　咄とつ嗟さに謝あやまるが、口を出てしまったのは日本語で、相手は不ふ審しんそうに首をかしげるだけだ。

「あ～」

　不意に少女の視線が勇斗の髪の毛へと向き、何かを納なつ得とくしたように頷く。どうやら彼女は勇斗のことを知っているらしい。

「ふんっ。[image: ][image: ]　[image: ][image: ][image: ]」

　短く鼻を鳴らして、赤毛の少女は去っていく。

　なんとなく勇斗はバツの悪い思いで少女の背中を追っていたが、

「おお、帰ってきた！」

　という誰かの叫びとともに街にどよめきが走り、我に返る。

　勇斗が声に釣られて西門のほうへと目を向けると、槍やりを肩に抱えた兵士たちがぞろぞろと行進してくるのが見えた。

　無傷な者はほとんどいない。皆みな、その身体のどこかに痛ましい傷を負っていた。中には四し肢しのいずれかを失っている者さえいた。その表情は一様に暗く疲つかれ果はて、そして戻ってこられたことへの安堵に満ちていた。

　言葉はわからずとも、それだけで彼らがくぐり抜けてきた戦場の厳しさ、悲ひ惨さんさが伝わってくる。

　今現在、《狼》は隣りん国ごくである《爪つめ》と抗争中であると、フェリシアから話だけは聞いていた。

　平和ボケした日本人である勇斗にはどこか遠くの世界のことのように聞こえていた。だが、こうして傷ついた兵士たちを間近に見て、思い知る。

　自分は今、いつ攻め込まれるともしれぬ戦時下にいるのだ、と。

　そして自分は、歯向かうことさえできぬ哀れな子羊であるということを。







「フェリシア、今帰ったぞー」

「お帰りなさい。兄さん。ご無事でなによりでした」

　その夜、フェリシアと勇斗が暮らす家に帰ってくる者がいた。フェリシアが目め尻じりに涙なみだを浮かべて、嬉うれしそうに出で迎むかえる。

　最近の彼女は、勇斗の前だといつも申し訳なさそうな、もしくは心配そうな顔ばかりだったので、相手の青年に無性に腹立たしい想いを覚えた。

　もっとも半分以上は、彼女にそんな顔をさせることしかできない自分への憤いきどおりでもあったのだが。

「君は、誰だい？　なんで私の家にいるのかな？」

　青年がちらりと勇斗に視線を向け、にこやかに訊きいてくる。だが、目は少しも笑っていなかった。

　年としの頃ころは二〇代前後といったところだろうか。金きん髪ぱつ碧へき眼がん、顔立ちも綺麗に整っていて、どこかフェリシアと似ている。

　当然といえば当然か。

　すでにフェリシアから話は聞いていた。彼の名はロプト。フェリシアの血のつながった実の兄だった。可愛かわいい妹が、知らない男とこんな夜中に一いつ緒しよにいれば、それは兄として心穏やかでいられようはずもない。

「え、あ、俺おれはえっと……」

　視線の険しさに、勇斗はうろたえ頭が真っ白になった。一応、最初の挨拶ぐらいはユグドラシル式でしようとしていたのに、すっかり頭から飛んでしまっていた。

「もう兄さん、ユウト様をなに威い嚇かくしてるんですか！」

「いやフェリシア、兄としては未み婚こんの妹が見知らぬ男といたらいぶかしく思うのは当然だよ？」

「もう！　そういうんじゃないんです！」

　ぷんっと子どもっぽく頬ほおをふくらませた後、フェリシアは事の次し第だいを兄へと説明する。

《爪》との戦での勝利をイアールンヴィズの守護神アングルボダに祈願していたこと。

　そこに突とつ然ぜん、見たこともない装束に身を包つつんだ勇斗が降臨したこと。

　そして、《月を食らう狼ハテイ》ジークルーネから一本取ったことに話が及およぶと、

「ほう！　あの戦いの申し子に勝ったのか！　さすがは勝利の御子グレイプジークだ」

「ああ、いや、すっげえ手加減してもらったし、まぐれもいいところで二度とやれないと思います」

「しかしおかしいな。そんな大事件があったなんて報告は誰からも受けてないんだけど」

「誰も言わなかったのは、もうどうでもいい取るに足らないこと、だからですよ。あの銀髪の少女のおかげで来て早々、化けの皮は剥はがれちゃいましたからね。俺が勝利の御子グレイプジークなんかじゃなくて、偶然この世界に迷い込んだ役立たずの異邦人アンナルだってね」

　苦く笑しようしつつ、勇斗は肩かたをすくめる。

　この一ヶ月で、それなりにはユグドラシルのことは学んでいる。

　この世界では、力が全すべてだった。

　国の長である宗主パトリアークの子であろうと力がなければ雑ぞう兵ひように甘あまんじねばならないし、力があるなら罪人の子であろうと宗主パトリアークへと成り上がれる。そんな弱肉強食のルールが貫つらぬかれた世界だ、と。

　それはどうやら、『神』相手にすら適用されるらしい。いや、より正確に言えば、神の遣いならば何かしらの力があって当然、力を持たない役立たずの勇斗は、真っ赤な偽にせ物ものであるという論法である。

　しかも勇斗は神の恵みたる食べ物を口にするや、ことあるごとに腹痛を起こし寝込んでしまっている。使徒を騙かたった不心得者に神が天てん罰ばつを下したのだ、というのがもっぱらの街の噂うわさであった。

「偶然？　ふ～む、つまり君はアングルボダ様から遣わされたわけではない、と」

「ええ、ここに来るまで聞いたことさえない名前ですよ」

「と、言っているけれど？」

　ちらりとロプトは、そばに立つよく似た妹へと試ためすように視線を向ける。

「わたくしは今もまだ、ユウト様が勝利の御子グレイプジークであると確信しております。わたくしは確かに感じたのです。我が秘法セイズ《グレイプニル》が、しっかりと勝利を掴んだのを！　誰がなんと言おうと、ユウト様は勝利の御子グレイプジークに相そう違いございませんわ」

「はあ……」

　わずかの迷いもなく断言するフェリシアに、勇斗は力なくため息を漏もらすしかできない。

　彼女だけは、勇斗の評価が地に落ちてもまだ、頑かたくなに勇斗を勝利の御子グレイプジークだと言い続けていた。

　とかく女性というものは、自分の勘かんを盲もう信しんするものである。何の根こん拠きよもないのに、自分の勘は絶対に正しいのだと言い切る。今は亡き勇斗の母も、幼おさな馴な染じみの美月も、そういうところがあった。

　確かに女性の勘は男性よりはよく当たると勇斗も思う。だが、あくまで男性より当たるだけで、意外と外れることのほうが多いというのが勇斗の実感だった。

　フェリシアの中では相応の確信に足る何かがあったのかもしれないが、やはりどうにもただの勘かん違ちがいにしか思えない。

　自分にそんな大層な力はないことは、勇斗が一番よく知っているのだ。

「ほう、フェリシアにここまで言わせしめるか。面おも白しろいね。おっと、そういえば自己紹介がまだだったね。遅おくればせながら、ロプトだ。そこのフェリシアの実じつ兄けいで、この《狼》の若頭かしらを務めている」

「えっ!?　若頭かしらって宗主パトリアークの次に偉えらい人間……ですよね？」

　勇斗は驚おどろきに目を大きく見開く。

　実兄がいるとは聞いてはいたが、それほど偉い人間だとは聞いていなかったのだ。

「ああ、まあ先の戦で前任の若頭かしらが討うち死じにされたからね。繰り上がっただけだよ」

　ロプトは肩をすくめるが、それは謙けん遜そんがすぎるというものだろう。

《狼》は弱小とは言え、枝を含ふくめれば数万を数える氏族である。

　そして若頭かしらは子分の筆頭であり、宗主パトリアーク不在の時はその代理として全権を預かり指揮を取ることを許されている次代の後こう継けい者しやだ。いくら前任者が不ふ慮りよの死を遂とげたからとて、相応の器量を示さねばこの若さでその地位に就つくことを認められるわけがない。

「兄さんは《千幻の道化師アルスイオーヴ》のエインヘリアルで、わたくしの能力を全体的に強化したような力の持ち主なんですよ」

　補足するようにフェリシアが付け足す。

　フェリシアは世にも珍めずらしい『万ばん能のう』のエインヘリアルだと聞いている。それを全体的に強化した？　いまいち判然としなかったが、相当の実力者であることは雰囲気からも役職からも疑う余地もなかった。

「まあ、これからよろしくな、ユウト、でいいんだよね？」

　人好きのする愛あい嬌きようのある笑え顔がおで微ほほ笑えんで、ロプトが勇斗へと手を差さし伸のべてくる。いかにも気安くフランクな感じなのに、意外と軽けい薄はくさはまるで感じない。

　より正確に言えば、外側は軽く見えるのだが、芯しんの部分には確固とした自信がしっかり備わっており、地に足が付いた雰囲気があるのだ。

「はい、周す防おう勇斗って痛っ！」

　自己紹介しつつ手を握ると、瞬しゆん間かん、グッと強く握り返され、勇斗は呻うめきとともに顔をしかめた。

　痛がる勇斗に斟しん酌しやくしたふうもなく、いきなりロプトは握あく手しゆした腕うでを下に引っ張り、当然、勇斗の身体は前のめりになる。

　かと思えば、今度は上に引っ張られ、なんとか転てん倒とうを免まぬがれる。

「な、なにをっ!?」

「あれ？」

　少し驚いたようにロプトは目を見はり、ついで握った腕を捻ひねりにかかってくる。

「あだだだだだだっ!?」

　筋骨隆々というわけでもないのに凄すごい力だった。まるで逆らえずなすがままに激痛に耐えるしかない勇斗。

「に、兄さん!?　ユウト様になにをなさるんですか！」

「ああ、ごめんごめん」

　フェリシアの叱しつ責せきにロプトがパッと手を離す。

　ようやく解放され、勇斗はズキズキ痛む腕を押さえる。何もしていないというのにたまったものではなかった。

　自然、恨うらみがましい目を向ける勇斗に、しかしロプトは気にした風もなく、自らの思考に没ぼつ頭とうして不思議そうに首をかしげている。
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「う～ん、まるで素人しろうと同どう然ぜんにしか思えないんだけど……君、本当にあのジークルーネに勝ったのかい？」

「だからまぐれだって言ってるじゃないですか！　はっ、どうせ俺はひ弱ですよ」

「いやいや、失礼を承知で言えば、君ではまぐれでもあの子に勝てるとは思えない。参考までにどうやったのか教えてもらえるかな？」

「まあ、いいですけど。俺もまともにやっても勝てないなぁって思ったから、木ぼつ剣けんを緩ゆるく握にぎって頃ころ合あいみてわざと弾はじき飛とばさせて、勝ったと思わせたんですよ。それで気の緩んだ隙すきを突ついた、そんだけです」

　勇斗はぶすっとしてそっぽを見つつ答える。

　ロプトやフェリシアは勝ったなどと言ってくれるが、やはり勇斗にはそこまでやっても結局、みっともなくのされた恥ずかしい記き憶おくでしかなかった。

「ふむふむ、へ～、なるほどね。ははっ、やるじゃないか。謙遜することはない。文句なしで君の勝ちだよ。もっと胸を張るといい」

　パァンと丸まった背中を叩たたかれる。

　当人としては大した力も込めていないのだろうが、その威い力りよくに勇斗は背筋を伸ばすどころでは済まず、前に数歩よろめく。背中もヒリヒリと痛い。

「だから別に大したことはないですってば」

　そう返しつつも、悪い気はしない勇斗だった。

　やはり誰かに認めてもらえるのは単純に嬉しかった。ここ一ヶ月というもの、周りからは延々と無駄飯食らいと馬ば鹿かにされてきたのだからなおさらである。

　くすりとロプトが意地悪く笑う。

「あの子にもいい勉強になっただろうね。どう甘さを抜ぬこうかと頭を悩なやませていたところだったんだ」

「甘さ？　むしろクールで隙がない印象でしたけど」

「いやいや、確かにあの子はあの年で相手ができるのがもう私かスカーの兄弟ぐらいという、ずば抜けた天てん賦ぷの才をアングルボダ様から賜たまわってはいるんだけどね。だからこそ、才能に甘えちゃっているところがあってね」

　ニコニコと柔にゆう和わな笑みを浮うかべるロプトは、口調も穏やかで、とてもあのジークルーネと張り合えるほどの武勇の持ち主には見えない。

　だが先さき程ほど、勇斗を試した筋力は、尋常なものではなかった。

「今が一番伸び盛りだからさ。変に現状に満足してその才能の輝かがやきが曇くもるのは避さけたいと憂うれいていたんだ」

「なら、とっととロプトさんがお灸きゆうを据すえときゃよかったんですよ」

　冷たくこちらを見下ろしていたジークルーネの瞳を思い出すだけで、勇斗は胸がムカムカしてくるのを抑おさえられなかった。

　ロプトがあのジークルーネという少女より強いというのなら、あの傲ごう慢まんな鼻っ柱を叩き折り、他人への気き遣づかいと協調性を叩き込んでおいて欲ほしかった。そうすれば自分はあんな痛い思いをせずに済んだはずなのだ。

「ははっ、私たちが相手だと年が離れすぎてるし、負けてもどこかで仕方ないって思っちゃうだろう？　それじゃ意味がないんだ。そこへ行くと君は適任だ。明らかに彼女より弱い。いや、それどころかそこらの雑兵以下だ」

「本人目の前にしてずいぶんとボロクソに言ってくれますね!?」

「あはは」

「いや爽さわやかに笑う場面じゃないからっ！」

　キレ気味に突っ込む勇斗。

　一見、人当たりのいい優しげな青年だが、なかなかいい性格をしているようだった。

　だが、決して不快ではない。

　あくまで物もの腰ごしは柔やわらかに、それでいて洒しや落れっ気けを発揮して会話を弾はずませ、相手の緊きん張ちようを解いてしまう。

　そんな不思議な魅み力りよくがこの青年にはあった。

「悪い悪い。まあ、そんな君に負けたんだ。今いま頃ごろは自分の未熟を思い知って、がむしゃらに剣けんを振ふっているんじゃないかな。いい傾けい向こうだよ。君のおかげであの子はさらに強くなるだろうね」

「……それ、もう手に負えなくなりそうなんですけど？」

「ははは、それこそ望むところさ。ぜひとも私が手も足も出ないぐらいに強くなって欲しいね。……今の《狼》には、一人でも多く優ゆう秀しゆうな戦士が必要だから」

　ふっと表情を引き締め、真しん剣けんな表情でロプトは宙空を見つめる。その視線は壁かべではなくもっともっと遠くを見み据すえているようだった。

　軽く親しみやすいが、それだけでは決してない。やはりこの年で若頭かしらという重職を任されるだけのことはあると感じさせる。

「やはり……先の戦は厳しいものだったのですね」

　フェリシアが、その顔に憂ゆう慮りよをにじませて訊く。

　先程までは話が弾んでいた勇斗とロプトの会話に遠えん慮りよして黙だまって耳を傾かたむけていたのだが、さすがに国の行く末に関わるだけに戦の趨すう勢せいは気になったらしかった。

「ああ、厳しかった。《爪》の宗主パトリアークボドヴィッドは本当に厄やつ介かいな相手だよ。前若頭かしら――父さんもその奸かん智ちに絡からめ取とられ無念の死を遂げられた。この辺りは書簡でも伝えていたね」

「……はい」

　固い表情で、フェリシアが頷く。その顔は陰かげりを帯び、こらえてはいるが、彼女の悲しみの深さが伝わってくる。

　父さん、というのはこの《狼》を治める宗主パトリアークのことではなく、フェリシアの、ひいてはロプトの実父のことだろうというのは言霊から勇斗にも理解できた。

「まあ、今回は私とスカーの兄弟で軍を立て直して耐え抜き、なんとか引き上げさせられたけれどね。こちらの被ひ害がいもなかなか大きかった」

「そう、ですか」

　難しい顔でフェリシアも頷うなずく。

　ずるずると近づいてくる亡国の足音に、ぎゅっと拳こぶしを握りしめている。はっきりと聞こえるのに、どうにもできない、そんな歯がゆさを感じているようだった。

「だからまあ、君には期待しているよ」

　じっと熱のこもった視線をロプトは勇斗に向ける。

　だが、勇斗としては、そんな期待をされても困るのだ。

「……さっきも言いましたけど、俺はそんな大層な人間じゃないです。この世界じゃ俺なんて何の役にも立ちませんよ」

「ふーむ、君はどうも謙遜がすぎるね。むしろ今の《狼》に必要なのは、まさに君のような人材だと私は思っているよ」

「は？」

「今の私たちを包む状じよう況きようは、非常に苦しい。今、スカーの兄弟が詰つめているグニパヘリル砦とりでが落ちれば、次はここイアールンヴィズが戦火に包まれる。それだけは避けたいと思っているけど、年が明ければまたぞろ軍備を整え攻めこんでくるだろう。正直、今のままでは持ちこたえられるかどうかは微び妙みようなところだ」

　ロプトがその端たん正せいな顔を歪ゆがめて、疲れたように嘆たん息そくする。

　先程までの憎にくたらしいまでの余よ裕ゆうは、もはやない。

「欲しいのは、この難局を打破する常識に囚とらわれない起死回生の一手なんだ。どれだけ不ふ名めい誉よで卑ひ怯きようでみっともなかろうと、構わない。正々堂々なんて糞くそ食くらえだ。そうまさしく、圧倒的力量差があったジークルーネに君が一いつ矢し報むくいた時のような、ね」

　その言葉は、このどこか飄ひよう々ひようとしてつかみ所のない青年の、嘘うそ偽いつわらざる本音だということがありありと伝わってきた。

　この青年は必死に考え、もがいていた。若くとも、若頭かしらとして数万の命運をその背に背せ負おう身だ。なんとかしなければという強い苦く悩のうが滲んでいた。

「買いかぶりすぎ、ですよ。そんなの俺だって、思いつきやしませんよ」

　自嘲とともに、勇斗は小さく首を左右に振った。

　どこかゲーム感覚だった自分が、猛もう烈れつに恥ずかしかった。ジークルーネが勇斗を腹が据わっていないと言ったのは、まさしくその通りだったのだ。

　やはりそんな浅はかな自分に、何かが出来るとは思えなかった。

「それに俺は明日、元いた世界に帰るんですから」

「おや、そうなのかい？　せっかく知り合えたのに残念だな。私はけっこう君のことが気に入ったよ。もう少しゆっくりしていかないかい？」

「そう言ってもらえるのは嬉しいですけど……」

　勇斗は乾いた笑みとともに首を左右に振る。

　評価してもらえるのは、素す直なおに嬉しいと思う。

　だからこそ怖こわいと思った。その期待が失望に変わるのがわかりきっていたから。

「待たせてる奴やつが、いるんで」

　そして、あちらにはこんな自分でも必要としてくれている人間がいるから。







「待てよ、どういうことだよ、ふざけんなっ!!」

　思わず勇斗は激情にまかせてスマートフォンを地面に叩きつけかけ、なんとかはっと踏ふみとどまる。

　空には白く真円を描えがいた月が輝く。

　勇斗はまだ陽ひも落ちないうちから神殿ホルグルへと駆かけ上あがり、月が昇り始めるや満を持して神鏡を合わせ鏡で覗のぞきこんだのだが、またもや何も起こらなかったのだ。

　次の満月には帰れる、ただそれだけを心の支えにしてきたというのに、いまさら帰れないなど許せるわけがなかった。

　二年後の勇斗であれば、自らの算段の甘さを戒いましめているところだろうが、この当時の彼はただただ思い通りに行かない現実に憤るだけだった。

「何だよ、いったい何が足りねえんだよ!?」

「あの、ユウト様？」

「っ！　あんたか！」

　声をかけてきたフェリシアのほうを、キッと怒りの形相で睨にらみつける。

　その剣けん幕まくにフェリシアが驚いてたじろぐ中、勇斗はまくし立てる。

「そうだよ、あんただ、あの時、確かにあんたの声がしたんだよ。あんたが俺を呼んだんだろ。だったら帰してくれよ」

「いえ、あの、そう言われましても、わたくしには、その……」

「ほら、なんか踊おどってたじゃないか、あれやってくれよ。それで帰れるはずだ！」

　自らの両りよう肩かたを掴み熱っぽく言う勇斗に、フェリシアは痛ましそうな視線を向け、そして静かに首を左右に振った。

「ユウト様がご納得いただけるなら踊るのもやぶさかではございませんが、わたくしにはユウト様を送そう還かんする力はござ……」

「そんなわけがないだろ！」

　フェリシアの言葉を、勇斗は語気を荒あららげて遮さえぎる。

　わかってはいるのだ。彼女の言葉には一いつ切さいの偽いつわりがない、と。

　それでも納得するわけにはいかなかった。

「とにかくやってくれよ。そうすりゃ帰れるんだ。帰れるはずなんだ！」

　自分に言い聞かせるように、希望にすがるように、勇斗は懇こん願がんする。

　フェリシアは見ていられないというふうに視線をそらしつつ、重い溜ため息いきをつく。

「……わかりました」

　そっとフェリシアは一歩足を踏み出し、舞い始める。

　フェリシアの表情はどこまでも真剣で、いつか見た動きそのまま動作の一つ一つにキレが宿る。

　華か麗れいにして妖よう艶えん、普ふ段だんであれば思わず見み惚とれるぐらいに素す晴ばらしい踊りだ。

　だが、何かが違ちがう。

「真ま面じ目めに踊れよ！　そんな気の抜けた踊りじゃ駄だ目めだ！　あの時はもっと鬼き気き迫せまっていた！」

　何かを表現する、という作業は、表現者の心の有り様を露あらわに映し出す。刀かたな鍛か冶じの息子むすことして、勇斗はそれを身にしみて知っていた。

　フェリシアはこの場に合わせて集中力を高めてきたわけでもなければ、《狼》の勝利への願いもこもっていない。ただ踊っているだけだ。

　肝かん心じん要かなめの「魂たましい」が抜けていた。

「そうおっしゃいましても……」

　困こん惑わくしたようにフェリシアが表情を曇らせる。

　彼女は彼女なりに今できる最善を尽つくしているのだ。ただ、熱意というものは本人の意思でどうにかなるものでもなかった。

「とにかく、だ。ちゃんとやってくれよ。　帰せよ！　俺を日本に帰してくれよ！」

　ヒステリックに金切り声を上げる勇斗。頭のどこかで無む茶ちやを言っていると気づいていたが、それでも言わずにはいられなかった。

　またずっと、腹痛と吐き気に苦しまされるのか。

　またずっと、周囲からの侮蔑と嘲笑を浴び続けるのか。

　またずっと、何もできないちっぽけな自分と向き合い続けるのか。

　今日この機会を逃のがせば、こんな地じ獄ごくがさらに一ヶ月も延長することになる。想像するだけで怖おじ気けがした。

「ふざけんなよ！　あんたが俺を呼んだんだろ！　だったら帰せるはずだろうが！　ちゃんと責任取れよ！　帰せもしないくせに呼ぶんじゃ……」

　バキッ！

「ぐあっ！」

　突とつ如じよ、右頬を衝しよう撃げきが疾り、ゴロゴロとその場を転がる勇斗。

　一拍遅おくれて、激痛が脳天を突き抜ける。

「ふ～～、まったく、人が満月を肴さかなに気持ちよく一いつ杯ぱいやってるっちゅーのにぶち壊こわすんじゃないわい」

　何が起こったのかわからず混乱する中、不ふ機き嫌げんそうなしわがれた声が降ふってくる。

　そこでようやく、勇斗は自分が殴なぐられたのだと理解した。途端、頬に広がる痛みが怒りへと変化する。

「ってえなっ!!　誰だれだよ、何しやがる!?」

　ガバッと起き上がり、勇斗は頬を押さえながら自分を殴おう打だした仇かたきを睨みつける。

　ずいぶんと年老いた男だった。

　その頭とう髪はつはすっかり白く染まり、その顔には幾いく重えにも深いシワが刻まれていた。その身体に至ってはほとんど骨と皮だけで、枯かれ木きを思わせるほどに痩やせ細ほそっている。

「うっ！　な、なんなんだ、このじいさん!?」

　勇斗は彼かれを見た瞬間、呻きとともに後ずさった。

　男は老い衰え、一見弱々しくさえ見える。だが、妙みような凄みがあった。

　その鋭するどい眼光は往年の輝きをまるで失っておらず、なおかつ重ねた年月を感じさせるような深みをたたえている。この眼で見つめられているだけで、ズシンと身体が鉛なまりのように重く感じられ、身動きができなくなる。

「お、お父様！」

「へっ？」

　フェリシアの叫さけびに、勇斗の口から間の抜けた声が漏れる。

　彼かの女じよの実父はすでに亡なくなっていると聞いていた。その彼女が父と呼ぶのはもはや一人しかおらず――

「ま、まさか《狼》の宗主パトリアーク!?」

「おう、儂わしがこの《狼》を統すべる宗主パトリアークファールバウティじゃ。はじめましてじゃな、『勝利の御子グレイプジーク』、いんや、先の言いようを聞く限りじゃと、やはり皆の噂通り、期待はずれの『恵みを食らうものスコル』なのかのぅ、ん～？　かかかっ」

　その見事な顎あご鬚ひげを撫なで下おろしつつ、老人はかくしゃくと笑った。







「お、お父様、なぜこのような場所に？　夜風に当たるのはお身体に障さわりますよ」

「かかっ、老いたりとはいえ儂はそんなやわではないわ。なに、今こ宵よいはいい月じゃからのう、見物するならやはり最も天に近いここしかないではないか」

　心配するフェリシアの言葉を老宗主パトリアークは一いつ笑しようして、その手に持っていた銀色の盃さかずきをぐいっと傾ける。

　よく見ればその頬にはほんのりと赤あか味みが差している。どうやら中身は酒のようだ。

「そうしたらみっともなく女にあたってわめきちらすヤツがいての、興ざめもいいところよ。酒が不味まずくなるでな、ちょこっとばかし教育してやったのじゃ。なに礼はいらんぞ。かっかっかっ」

「けっ、えっらそうに。国をみるみる衰えさせた脳なしの説教なんざいらねえよ」

　ペッと勇斗は口の中に溜たまった血を吐き捨てる。

　普段の彼であれば、目上の人間には敬意を持って接するところだが、今はすがっていた希望を打うち砕くだかれ、もうどうなってもかまうものか、というやけっぱちな気持ちになっていた。

　しかも思いっきり殴りつけられた相手である。心の中に溜まりに溜まった憤りをぶつけるのに、これほど最適な相手はいなかった。

「元を正せば、あんたがしっかりしてねえから、俺がこんな目に遭あってんだろうが。そうだよ、あんたにだきゃあ文句言われる筋合いはねえんだよ！」

「ユ、ユウト様、それ以上は……」

　はらはらとフェリシアが勇斗を諌いさめにかかるが、彼女もまた、今、勇斗が陥おちいっている苦境の元げん凶きようなのである。忠告など聞く義理はなかった。

「不敬罪で処しよ刑けいか？　はっ、やれるもんならやってみろよ。そんなちっせえ器うつわだから、国を傾けるんだって、大笑いしてやらあ」

　勇斗は噛かみ付つくのをやめない。

　心のどこかで、「ああ、俺おれ逝いったな」と囁ささやく自分がいたが、どうなろうと知った事かという想おもいが勝まさる。

　この男さえしっかりしていれば、自分はずっと日本で平和に過ごせていたはずなのだ。自分がこれほど苦しんでいるというのに、当の元凶は呑のん気きに酒をかっくらっているのである。この余よ裕ゆう綽しやく々しやくな大物ぶった化けの皮を剥はいでやらねば気が収まらなかった。

「ふむ……」

　しかし老宗主パトリアークは勇斗の予想に反して怒おこらず、腕を組み勇斗の言葉を噛みしめるように瞑めい目もくした。

　そして再び目を開けるや、ニヤリと口の端を吊つり上あげる。

「良い度胸をしておるな、小こ僧ぞう。儂を宗主パトリアークと知りながらそこまで吠ほえたのはヌシが初めてじゃぞ」

「ふん、諫かん言げんしてくれる家臣もいない、か。人望ねえんだなじいさん」

「ユ、ユウト様、ど、どうかそのあたりで……」

「よいフェリシア。この者は我わが民たみではない。好きなように言わせてやれい」

「し、しかし……」

「儂が良いと言ったのじゃ」

「……はい」

　ジロリと老宗主パトリアークが一いち瞥べつすると、フェリシアは一礼して後ろに下がる。

　まだ訪おとずれて一ヶ月とは言え、このユグドラシルが血けつ縁えんを否定した極きよく端たんな実力主義の世界であることは勇斗も見知っている。

　近隣諸国に脅おびやかされる弱小国とは言え、やはり宗主パトリアークにまで実力で昇り詰めた人間である。その視線と声には、抗あらがいがたい確かな威い厳げんがあった。

「小僧、ヌシの言う通りじゃ。確かに儂にゃヌシのことをどうこう言える資格はなかったわい」

　言って、老宗主パトリアークはドカッとその場にあぐらをかいた。

　そして両りよう膝ひざに手を当て、頭を下げる。

「儂が不ふ甲が斐いないせいで迷めい惑わくをかけたの。済まなかった」

「わ、わかればいいんだよ」

　こうまであっさりと謝られると、勇斗も振り上げた拳を降ろさざるを得なかった。

　なんとも肩かた透すかしを食った気分である。

　だが、老宗主パトリアークは勇斗の考えるより何倍もしたたかだった。

「さて、儂は謝あやまったぞ？」

「あん？」

　言葉の意味がわからず、勇斗は訝いぶかしげに首をかしげる。

　そんな勇斗に、老宗主パトリアークはチラリとフェリシアへと視線を向けて言う。

「ヌシにも謝らねばならぬ者がおるじゃろう？」

「っ!?」

　ようやく老人の策略に気づき、勇斗の口から思わず呻きが漏れる。

　散々馬鹿して食くって掛かかった相手が、しっかり誠意をもって謝って見せたのだ。自分もしっかり落ち度を認めて謝らねば、格好がつかない。

　逆に謝れば、これ以上、男を下げずに済む。そういう舞ぶ台たいを整えられてしまった。

　まったく老ろう獪かいと言うしかない。

「こんの……クソジジイ」

「かかっ、ほれ？」

　思わず汚きたない言葉を吐き捨てた勇斗に、してやったりと老宗主パトリアークは口の端を吊り上げ、顎あごをしゃくってフェリシアのほうを指し示す。

　もはや逃にげ道みちはなかった。ここで逃げれば、男が廃すたる。

「わーったよ！　フェリシアさん、言い過ぎました！　帰れないからってあたってしまい本当に申し訳ありませんでした！」

　一息に言い切って、ガバッと膝ひざにおでこがぶつかりそうな勢いで頭を下げる。

　隣となりで「ふむ、芯までは腐くさっとらんようじゃな」と呟つぶやいている老人の呟きが不快ではあったが、無視である。

「そんな、滅めつ相そうもない。ユウト様の仰おつしやる通り、元々はわたくしがお呼び立てしてしまったのですから」

　あわあわと恐きよう縮しゆくしきりなフェリシアに、勇斗は続ける。

「うん、その辺でいろいろ、溜まってたものが正直あった。けど、ここに来てからずっと世話になっている人に対して言っていい言葉じゃなかった。だから、ごめん」

　今の勇斗は、ユグドラシルでは何にも出来ない。そう、一人では生きていくことすら満足に出来ない。

　たった一ヶ月。されど一ヶ月。勇斗がなんとか生き延びているのは、フェリシアの献けん身しんがあったればこそ、だ。彼女がいなければ、彼女が見放していれば、言葉さえ通じぬこの世界で勇斗は一週間も経たたないうちに野垂れ死んでいるだろう。

　そのことに対する感謝はずっとあった。彼女の機き嫌げんを損そこねることが自身の死に直結するということを理解し、遠慮していた面もあった。

　だからずっと言えずにいた。心の奥おく底そこに必死に沈しずめこんできた。

　平和で豊かな日本で暮らしていた自分を、こんな貧困と戦乱に満ちた野や蛮ばんな世界に引きずり込んだことに対する憤いきどおりを。

　それが帰れないと思った瞬間、どうしようもなく決けつ壊かいし噴き出してしまうのを止められなかったのだ。

「あ、頭をお上げください、ユウト様。あ、謝らねばならないのはわたくしのほうでございます！」

　すっとその場に片かた膝ひざをついて頭を垂れ、フェリシアは続ける。

「今の今まで、わたくしはユウト様のご心痛に気づいておりませんでした。いえ、気づかぬふりをして参りました。言葉さえ通じぬ地に独り呼び出されて、蔑さげすまれて、心細いに決まってますのに……ユウト様は神が遣つかわした勝利の御子グレイプジークであり、これは宿命なのだと、わたくしは《狼おおかみ》のためになんら間ま違ちがったことはしておらぬと、正しいことをしたのだと目を背そむけておりました。お許し下さいませ」

　フェリシアの双そう眸ぼうから涙なみだがあふれ出ていた。

　気づかぬふりをしていた、という言葉には嘘うそはないのだろう。つまり、どこかで気づいていて、そして罪悪感を覚えていたのだ。呼び出したことへの責任に加え、それが彼女の勇斗への献身へと繋つながらせたのだろう。

「今日、ユウト様の慟どう哭こくを聞き、憤りをぶつけられ、ようやく貴方あなたがわたくしたちと同じ人間であると痛感しました」

「ははっ、実は鈍にぶいだろ、フェリシアさん。俺おれなんかどう見たって、神の遣いじゃなくて、ただの人間じゃないか」

「ふむ、どうやら一件落着のようじゃな」

　頃合いを見計らったように老宗主パトリアークは言って、ぐいっと盃をあおる。

「……悪かったな、じいさん。あんたにもひでえ事いっぱい言っちまった。あと……あんがとな」

　すでにもう、頭に上った血も下がり、勇斗は冷静さを取り戻していた。

　もしこの老人がいなければ、フェリシアとの間に修復不可能な溝みぞを作っていたかもしれない。そう思うと、勇斗の口からは素直に謝罪と感謝の言葉が滑すべり出でていた。

「かっかっかっ、儂に謝る必要はないわい。さっきも言うたが、儂は確かに民を守れぬ能なし宗主パトリアークよ」

　老宗主パトリアークはそっと視線を眼下の街へと向け、自嘲するように微笑んで再び盃を傾ける。

　飄々とした体を装よそおってこそいるが、その声には若じやつ干かんの苦さが混じっていた。

　すでにもう勇斗はこの老人が能なしではないことを思い知っている。それでも力及ばず、無念を噛みしめるしかなかったのだ。

　若頭レズナンテイアのロプトからも聞いてはいたが、やはりそれだけ《狼》を包つつむ状況は厳しいのだと痛感する。

「お父様は悪くありません。長年、この《狼》を良く治め、民に慕したわれ敬われる名君ですわ。亡き父スキーズブラズニルも、《蹄ひづめ》から追い出された自分を拾い、若頭かしらにまで取り立ててくださったことを心より感謝し、お父様にお仕えできて幸せだと口くち癖ぐせのように申しておりました。全すべては《爪つめ》の奸かん雄ゆうボドヴィッド、あの男が裏切りさえしなければ……っ！」

「それもヤツの野心を見み抜ぬけなんだ儂の不徳の致いたすところよ」

　苦く笑しようしつつ老宗主パトリアークは、事のいきさつを話してくれた。

　なんでも《爪》は元々は、《狼》の傍ぼう系けいともいうべき氏族で、その縁えんもあり彼と《爪》の先代とは、六分四分の兄弟分の盃を交かわしていたらしい。
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　ユグドラシルにおいて盃を交わした関係は絶対であり、東の憂いを絶ったファールバウティは、西の《角》との戦に注力していた。

　しかし件くだんの現《爪》宗主パトリアークボドヴィッドが先代を隠いん居きよさせ宗主パトリアークの座に就くや、電光石火の勢いで《狼》へと進軍、領土をごっそりと奪い取っていったのだと言う。

《爪》の突とつ然ぜんの裏切りの報に、《狼》の軍もすっかり浮うき足あし立だち、《角》の宗主パトリアークにして名君と名高いフルングニルがその機を逃すはずもなく大敗、多くの兵を失うこととなってしまった。

　不幸中の幸いというべきか、《角》はその後、不ふ穏おんな動きを見せ始めた《蹄》や《雷いかずち》の対応に追われ兵を引き、なんとか九死に一生を得たが、それでも《狼》の命運は今や風前の灯ともしびであった。

「ヌシもこんな時に呼び出され帰ることもできぬとは、まったく災難よの。謝って済むものではないが、本当に済まんかったな」

「そんな、お父様が謝られることなど何も……すべてわたくしの……」

「子の不始末は全て親が背負うものじゃて」

　老宗主パトリアークはすっとフェリシアを手で制し、にっこりと微笑む。

「はあ、もういいよ。じいさんの顔に免めんじて、全部水に流してやらあ」

　勇斗はボリボリと乱暴に頭をかきむしった後、溜息とともに肩かたをすくめる。

　思い出すのは、母の亡くなった日のことだ。母を見捨てた父に、ああはなるまいと固く心に誓ちかった。

　家族や恋こい人びと、自分が大切だと思った人間は絶対に見捨てない。たとえ自らの身を危険に晒さらそうと絶対に守り抜く、と。

　この老宗主パトリアークとフェリシアの間には、血縁はない。それでもファールバウティがフェリシアへと向ける目はまさに、愛まな娘むすめに対するような慈じ愛あいに満ちていた。我が身みを顧かえりみず家族を守ろうとする粋いきな心意気を魅みせられては、許さないわけにはいかなかった。

「あんた、けっこう良い宗主パトリアークだな。能なしっつって、悪かった」

「ふん、悪いと思うなら一つ、年寄りの戯たわ言ごとを聞いていけ」

「おい、結局説教かよ」

　げんなりと勇斗は言う。

　すでにもう、この老宗主パトリアークが尊敬に値あたいする人物であることは勇斗も認めている。本来ならば敬語で接するべきと理性はささやくのだが、今いま更さら態度を変えるのもバツが悪かった。

「当然じゃ。さんざん好き放題言われたからのぅ。儂にも言わせい」

「へいへい、わーったよ。なんだよ？」

「儂はな、これでも六〇余年生きてきた。何度も何度も修しゆ羅ら場ばを越こえてきた。スルツェイ火山の噴ふん火か、ケルムト川の大氾濫、日照り続きで大だい飢き饉きんもあったし、逆に太陽が闇やみに食われるなんちゅーとんでもない光景も子どもの頃ころに目にしたことがある。戦場で死ぬかと思ったことはそれこそ両手じゃ数えきれん。今も氏族滅亡の危機に瀕ひんしておる」

「……波は瀾らん万ばん丈じようの人生だな。つーかよく生きてるな」

「おうよ、その通りよ。わしゃまだ生きとるんじゃ！」

　老宗主パトリアークはピンと口にくわえた笹ささの葉をおっ立てつつ、ドンッとその肋ろつ骨こつの浮き上がった胸むな板いたを力強く叩く。

　滅亡寸前に追い詰められながら、それでもなお、その顔と声には不ふ屈くつの闘とう志しがあふれていた。

「なんでじゃと思う？」

　試ためすように言いつつ、老宗主パトリアークが勇斗の目を覗きこんでくる。

　この全てを見み透すかしそうな双眸の前では、小こ賢ざかしい考えなど通用しそうにない。素直にわからないと勇斗は首を左右に振った。

　白しら髪がの老人は、ニカッと自信満々に口の端を吊り上げ、言う。

「それはのう、儂が諦あきらめんかったからじゃ」

「「…………は？」」

　勇斗とフェリシアの口から、なんとも間の抜けた声が同時に漏もれた。

　ここまでもったいぶって引っ張っておいて、それはないと二人の目が言っている。

　そんな若者二人の白い目にもまったく堪こたえた風もなく、老宗主パトリアークはかくしゃくと笑ってみせた。

「覚えておけよ、小僧。成否を分けるのは、生死を分けるのは、知力でも腕わん力りよくでも権力でも財力でもない。そんなものは所しよ詮せん、枝葉にすぎん。最後にものを言うのはな……」

　そこでいったん老宗主パトリアークは言葉を切り、トントンと親指で自らの心臓をつつく。

「何が何でもやり遂とげる、断固とした意志の力じゃ」

「……はあ」

　老宗主パトリアークの迫はく力りよくに思わず生返事はしたものの、なんともピンとこない勇斗である。

　正直に言ってしまえば、ただの綺き麗れい事ごとにしか聞こえない。精神論でどうにかなるほど、世の中甘あまいとは思えない。

　そんな抽ちゆう象しよう的てきなよくわからないものより、やはりジークルーネの武力が、フェリシアの呪歌ガルドルが、ロプトの人を引きつける魅力や統とう率そつ力りよくのほうが、はるかに強く便利な力だと思えてならないのだ。

「その様子だと得心がいかぬようじゃのう？　まあ、その若さなら仕方あるまいか。だが、そう馬ば鹿かにしたものでもないのじゃぞ。強い意志の力はな、得てして幸運を呼びこむのじゃ。逆に諦心は運を逃すことになる」

「なんかオカルトじみてきたぞ、おい」

　この老人なりの若者への助言である。さすがに面と向かっては口を挟はさめず、勇斗は聞こえないように独りごちる。

「で、おぬしはどうするのじゃ？」

「へ？　どうするって、なにを？」

「帰る術を探し続けるのか？　それとも故郷に帰るのを諦めてここで暮らすか？」

「諦めるわけねえだろ！」

　反射的に、叫ぶ。

　しっかりと口にすることで、不思議と心の中のもやもやが晴れたような気がした。老宗主パトリアークの言葉に否定的だったので癪しやくではあるのだが。

　確かに、ユグドラシルの生活は嫌いやだ。腹痛も嘲あざけりも、まっぴらだ。

　だがそれは、最も強い想いではない。

　心の中に思い浮かぶのは、愛いとしい幼おさな馴な染じみの姿だった。

「俺は……絶対に美月の下に帰る!!」

　テーテーテレレレレー♪

　勇斗の魂の叫びに呼応するように、懐なつかしいメロディが辺りに響ひびき渡わたった。

「待てよ、嘘……だろ……？」

　最初は願望がついに幻げん聴ちようまで引き起こしたのかと思ったが、今、勇斗の手に握にぎられたスマートフォンは確かに着信を知らせるように振しん動どうしていた。

　脳のう裏りに閃ひらめいたのは、この世界に来てからとしか思えないあの着信履歴だった。

「まさ……か……」

　かすれた声でつぶやきつつ手を返してスマートフォンの画面を覗きこむと、そこには志百家美月という文字が浮うかんでいる。

　もたもたしていればこの「奇き跡せき」が手の内からこぼれ落ちてしまうかもしれない。慌あわててかつ細心の注意を払はらって着信ボタンを押おし、勇斗はスマートフォンを耳に当てる。

「も、もしもしっ！　美月かっ!?」

『ゆ、勇くん!?　その声は勇くんなんだよね!?　やっと！　やっと！　やっと繋がったよぉ！　ぐすっ、い、生きてたんなら、さっさと電話しなさいよ馬鹿ぁぁぁぁぁっ！　うわああああああああああああああん!!』

　出るなり、電話口からは涙で滲にじんだ盛大なわめき声が捲まくし立たてられた。

　キーンと耳鳴りがしたが、それでもスマートフォンを耳から遠ざけようという気は欠片かけらも起きなかった。

「う、うるせえ、こ、こっちだって、うううっ、色々あったんだよ！」

　怒鳴り返す勇斗の声も、涙で滲んでいた。

　男が人前で泣くものではないと勇斗は思っている。電話越しとはいえ特に好きな娘この前でなどもってのほかだ。なのに、どうしても涙が溢あふれて止まらなかった。

『ぐすっ、そ、それで今どこにいるの!?』

「嘘みたいな話だけど、なんかユグドラシルとかいう異世界にいる。ほ、ほんとだからな。信じてくれ、頼たのむ！」

　自分で言っていて、人を虚こ仮けにしたような答えに思えて慌てて弁解する。

　一ヶ月以上音信不通だった人間にようやく連れん絡らくが通じて、こんな答えが返って来たら自分なら「ふざけるな！」と激げき怒どする。間違いない。

　だが、紛まぎれもない事実なのだ。どうやって信じてもらうかと内心、頭を悩なやませたが、

『……うん、信じるよ』

「ず、ずいぶんあっさりだな。我ながらおかしなこと口走ってるっつー自覚あるんだけど」

　上う手まく行き過ぎて拍ひよう子し抜ぬけする勇斗である。

『あたしはこの目で勇くんが消えるところ、実際見てるから。すうって身体が透すけていって、消えるところ』

「そっか、そんな感じだったのか、俺」

　そう言えば勇斗もあの時、フェリシアを幻視したのを思い出す。最初は薄ぼんやりしていたのが、どんどん質感を持ったものへと変化していった。似たような現象が勇斗の身にも起きたのだろう。

『ぐすっ、す、すっごく心配したんだからね。も、もう二度と、勇くんと逢あえないんじゃないかって、声が聞けないんじゃないかって、この一ヶ月、ほんとにほんとに怖くて悲しくて仕方なかったんだからね。う、うううっ』

「……ごめん」

　また泣き出す幼馴染に、ただ一言、勇斗は謝罪の言葉を口にする。

　女の涙はズルい、とはよく言ったものだと痛感する。いろいろ自分も泣き言を言いたかったのに、先に泣かれると頭の中が真っ白になってそれらが飛んでしまった。

『ぐす、そ、それで、月宮神社の言い伝え思い出して、今日は満月だし、一人で怖かったけど神社まで行って、あの鏡を合わせ鏡で覗けば勇くんのところに行けるかなって……』

「バっ！　バカ、止めろ！」

『遅おそいよ。もうやっちゃったし』

「なっ!?　お、おまえいくらなんでも考えなしすぎるだろ！」

『勇くんに言われたくないよ。あたしはちゃんと考えて覚かく悟ごしてやったもん』

「～～っ！」

　きっぱりはっきり言い切られて、勇斗は二の句が継つげなくなる。

　美月という女の子は、いつもはお菓か子しを何買うか、どの服を買うか、で延々と勇斗を待たせる優ゆう柔じゆう不ふ断だんなところがあるのに、しばしばその場の感情優先でとんでもない無む茶ちや無む謀ぼうをやらかす時があるのだ。

　そんな幼馴染の性格はわかってはいたが、それでも今回は極きわめつけだ。目の前で人ひとり消えたというのに、よく同じことが出来ると心底唖あ然ぜんとした。

『けど何も起きなくて……それでもやっぱり諦めきれなくて電話したら、繋がったの』

「繋がっ……あっ！」

『な、なにっ!?』

　突如大声を上げる勇斗に、美月が驚おどろいた声をあげる。

「美月、お前、月宮神社にいるんだよな。鏡の前、か？」

『え、うん、あっ！』

　電話の先で、美月も何かに気づいたようだった。それで勇斗もあちらでも同様のことが起きているのだと悟さとる。

　勇斗や美月の住んでいる村では、ところどころでは携けい帯たいがつながらなくなる箇か所しよがあった。勇斗が調べたところ、携帯は基地局なるものがカバーする範はん囲いでしか使うことができないからだそうだ。つまるところ村が田舎いなかすぎて、全域をカバーしていなかったということだ。

　そう、日本国内ですらそういうことが起きる。にもかかわらず、世界が違うのに電波が通じている。本来あり得ることではない。だが、現実に起きていることを否定しても無意味だ。

　そして、常に結果には原因がある。

『い、いったい何が起こっているの、勇くん!?』

「さあ、な。まあ、こっちの状じよう況きようを言えば、俺の目の前にも、月宮神社とまったく瓜二つの鏡があって変な光を放っている」

『ええっ!?　こ、こっちもだよ！』

「みたいだな。十中八九、こいつが俺をこの世界に引き寄せた一因なことは間違いないみたいだ」

『でも、さっきあたしが合わせ鏡をしたけどそっちには行けなかったよ!?』

「ああ、俺もだ。多分、満月の夜に合わせ鏡をする、それだけじゃ足りないんだ」

　通っていた塾じゆくで、必要十分条件なるものを習った覚えがある。

　満月も、合わせ鏡でこの神鏡を覗きこむことも、世界を渡る「必要条件」ではあるのだろう。だが、十分条件ではない。

　何か他にも満たさなければならない条件があるのだ。

　今の勇斗は、それを素す直なおに受け入れられる。本人には癪なので言うつもりはないが、隣で笹の葉をおったてている不良老人のおかげだった。

『足りないって、何!?』

「俺が知りてえよ。でも、それを見つけないと俺はどうやら帰れないみたいだ」

『……嘘でしょ？　すぐ、帰ってこれるんでしょ？　あたしを驚かそうと思って嘘言ってるんでしょ、勇くん。だ、騙だまされないんだからね』

「俺も嘘だと言いてえよ。けど、あくまで足りない、だ。帰れないって決まったわけじゃな……」

　ピーポッピーポッ！

　このユグドラシルには似つかわしくない電子音が勇斗の言葉を遮った。電池切れの警告音である。こんなことならもう少し大事に電池を使えばよかったと後こう悔かいするも、後の祭りだった。

「ちっ、もう時間がねえか。詳くわしい話はまた今度な。だから、待っててくれ！」

『わかった！　絶対だよ！　また電話、できるよね!?　これが最後じゃないよね!?』

「ああ。ほんと心配させて悪かった。とにかく俺は五体満足でピンピンしてるから。安心してくれ。そして絶対に帰る方法を見つけてみせる！」

『うん……うんっ！　約束だよ。絶対、帰ってきてよ！』

「ああ、約束だ！　絶対に帰ってやる」

『うん、信じてる。勇くん、あたしとの約束は絶対守ってくれたもんね。だから今回もきっと守ってくれるって……』

　そこで唐とう突とつに、美月の声が途と切ぎれる。

　勇斗は真っ暗になった画面を見下ろし続ける。電源ボタンを押してもうんともすんとも言わない。だが、素晴らしい役目を果たしてくれた。

　これ以上、こんな世界に長居するのはまっぴらゴメンだという気持ちに変わりはない。出来ることなら今すぐに帰りたい。またあの腹痛と嘲りの日々が待っているのかと思うだけでキリキリと胃が締しめつけられる。

　だが、もう心にぽっかりと空いた寂さびしさの穴は完全ではないもののかなりふさがった。電話越しとは言え幼馴染との再会は、孤こ独どくに弱りきり打ちのめされて自信をなくしていた勇斗の心に、確固とした活力を蘇よみがえらせていた。

　基本的にはお調子者で楽観的な、そして田舎育ちだけあって古風な男なのである。

「かかっ、どうやら運が向いてきたようじゃのう？　ほれ、馬鹿にできんじゃろ？」

　腕うでを組んだ老宗主パトリアークが、得意げに笑う。

「……なあ、じいさん。諦めないのが、人生のコツだったよな？」

「うむ、その通りじゃ」

「そっか……」

　今はその言葉を信じようと、勇斗は思った。

　美月の涙なみだ声ごえが今も脳裏にこびりついて離はなれない。好きな女の子を悲しませるわけにはいかない。その一心が、改めて彼に覚悟を決めさせた。

　美月にもう一度、逢うためなら、いかなる艱かん難なん辛しん苦くであろうと耐たえ抜ぬいてみせる。石にかじりついてでも生き抜き、そして――

「絶対見つけてやるさ……っ！」

　決意とともに、勇斗はグッとスマートフォンを握り締めた。







　イアールンヴィズの夜は、深く暗い。

　二一世紀であれば、勇斗のいた田舎の農村であっても外灯や夜よ更ふかしした者たちの明かりが闇を照らしていたものだ。

　しかし、イアールンヴィズの夜はひっそりと静まり返り、空に輝かがやく満月とフェリシアの持つ松明たいまつだけが頼たよりであった。

「あー、そのフェリシアさん、今までいろいろ、その、えと……ありがとな！」

　神殿ホルグルからの帰り道、勇斗は意を決して感謝の言葉を口にする。

　すでにファールバウティとは聖塔フリズスキヤールヴの下で別れ、フェリシアと二人きりである。

「あの、もう神殿ホルグルのことはお気になさらなくていいですよ。むしろ悪いのはわたくしのほうで……」

　言われたフェリシアのほうは、勇斗の意に反して罪悪感を刺し激げきされたのか、むしろ恐縮した様子である。

　慌てて勇斗は手を振ふる。

「違ちがう違う！　変に蒸むし返かえさないでくれ。いや、俺のせいかもしれないけど！」

「えっと？」

「その、さっきさ。俺、謝りはしたけど、感謝は述べてなかったなって。この一ヶ月、いろいろ世話になって、フェリシアさんも日中は仕事あるのに遅くまで看病とかしてもらって、ちゃんと感謝しておかないとバチが当たるっつーか」

　言ってる最中から無む性しように恥はずかしくなり、勇斗はそっぽを向く。頬ほおのあたりが異様に熱かった。

　今が夜で本当に助かった。今の自分の顔はきっと、真っ赤に違いないが、松明のせいだとごまかせる。

「ほんと……ありがとうございました！」

　万感の想いを込めて、勇斗はペコリと頭を下げる。

　本来ならば神殿ホルグルで言うべきだったのだ。言おう言おうとしているうちに聖塔フリズスキヤールヴを降りきり、城門を抜けてしまった。このまま家に帰ってしまっては機を逸いつしてしまいそうだ、と勇気を振り絞れたのは、ロプトとフェリシアの家も間近に迫せまった頃だった。

「……もったいないお言葉です」

　フェリシアはそっと胸に手を当て目を閉じた。

　まるで勇斗の言葉を噛みしめるように。

　しばらくそうした後、うんと力強く頷うなずく。

「わたくし、決めましたわ。兄さん！　取持人をお願い致します」

　我が家の扉とびらを開けるなり、フェリシアが叫さけぶ。

　家の中ではロプトが寝ね酒ざけを嗜たしなんでいるところで、「は？」と彼かれにしてはずいぶんと間ま抜ぬけな顔を晒している。

「帰ってくるなり何事だい、フェリシア？　というか、なんだ、帰れなかったのかい？」

「ええ、もうしばらくご厄やつ介かいになります」

「ふむ、腹が据わったかな。いい顔をするようになったじゃないか」

　ペコリと頭を下げる勇斗に、ロプトが柔やわらかく微ほほ笑えむ。

「腹……っすか？」

　ジークルーネに初めて会った時、腹が据わってないとなじられたことを思い出さずにはいられなかった。

　自分の中で何かが変わったという感覚もなく、いまいちよくわからない。

「ああ、昨日までの君は、全てを諦め切った死んだ魚のような目をしていたよ。今の君の目からは、強い意志の力を感じる」

「そんな酷ひどい目をしてたっすか、俺？」

「ああ、敗残者の目だった」

「ひでえ言われようだ」

　げんなりとしつつも、思い当たる節がいくつかあった勇斗である。

　確かに神殿ホルグルに行くまでの勇斗は、この辛つらく苦しいユグドラシルから逃げ出すことばかりを考えていた。実に後ろ向きだ。

　軽けい薄はくそうに見えても、しっかりと深く人を見抜いている。さすがにこの若さで若頭かしらを務めるだけのことはある、と勇斗は改めて感心した。

「兄さん、わたくしのお兄様となられる方へと暴言は謹つつしんでいただきたく思います」

「……はい？　え、えーっと、そういえばさっき取持人がどうとか言ってたような……まさか!?」

「はい、わたくしとユウト様の外兄弟の盃さかずきを兄さんに取り持って頂きたいのです」

　フェリシアは落ち着いた口調で言って、小さく頭を下げる。

　対するロプトはなんとも困った顔になった。

「ほ、本気かい、フェリシア？　身内びいきなしで、君の器量なら数年のうちに《狼》の幹部にまでのし上がれるだろう。その盃の重さをわかって言ってるんだろうね？」

「重々承知の上です」

「……今日、宮きゆう殿でんのほうでユウトのことをそれとなく聞いたけど、正直、評判はあまり芳かんばしいものではなかった。そんな彼を兄と仰あおげば、君も白い目で見られることになるだろう。さすがの賢狼ラーズスヴイズも、好きな人間には盲もう目もくになるらしい、とか下げ卑びたことも言われるかもしれない。それでもかい？」

「それでもです」

　念を押すように確かく認にんする兄の目をしっかり見み据すえて、フェリシアが重々しく頷く。

「わたくしは、ユウト様の度量に心底感服させられました。ここまで惚ほれてしまっては、盃をいただかないわけには参りません」

「ふ～～～～～」

　チラリと恨うらめしそうに勇斗を見た後、ロプトはそばにあったコップを一息に煽あおり、大きく息を吐く。その息は酒さけ臭くさく、どこかヤケ酒にも見えた。

　昨夜だけの短い期間とは言え、勇斗は泰たい然ぜん自じ若じやくとした雰ふん囲い気きをロプトから感じていただけに、何か自分はよほどのことをしたのかとビクッと身体がすくむ。

「あ、あの、なんすか、その外兄弟って？」

「はあ、やれやれ。そんなことも知らない人間を兄と仰ぐなんて、ね」

　苦笑するように肩をすくめた後、ロプトが説明してくれたところによれば。

　普ふ通つう、兄弟というものは、同じ親を持った人間のことを言う。これは盃においても変わらない。

　だが、親が違っても、お互たがいの器量を認め合った者同士が盃を交わせば、兄弟の間あいだ柄がらになることが出来るのだという。

　しかし、盃を交わせば相手は○○の兄弟分だと吹ふい聴ちようすることが出来るわけで、地位ある者、前ぜん途とのある者は、下手に盃を交わすべきではないとされていた。

「そんなっ！　フェリシアさん、さすがにそれは血迷いすぎだろ!?」

「いえ、わたくしは至って正気ですわ」

　慌てる勇斗に、フェリシアはにっこりと柔らかく微笑む。その眼めには、何の迷いも憂うれいもなかった。

「でも俺なんか、フェリシアさんの兄弟分には不足すぎでしょ」

「とんでもございません。わたくしたっての願いで、盃を頂こうというのですから」

「なんでそこまで俺を……？」

「ふふっ、わたくしに言わせれば、他の連中の見る目がなさすぎるのです。まったくの戦せん闘とうの素人しろうとが、ルーネに勝つ。これをまぐれだと嘲あざわらっているようでは、ね。それに今回の一件で示されたその度量の広さ！」

「へ？」

「獅し子しの仔を猫ねこだとバカにし、弱い弱いと蔑むなんて、まったくどちらがバカなのやら。あの者たちは皆みな、近い将来、必ずやユウト様の下にひれ伏ふすことになりましょう」

「ほう、フェリシアの勘かんはよく当たるからなぁ。こりゃ化けるかな？　よし、この際だ。どうだいユウト。私の弟にもならないかい？」

　ロプトがニヤリと悪いた戯ずらっぽく乗ってきて、勇斗を見つめる。

　冗じよう談だんめいた口調にもかかわらず、その視線にこもる熱意は本物だった。

「まあ、相変わらず兄さんは見境なしですわね。アングルボダ様の御お遣つかいまで自分の傘さん下かに加えようというのですか？」

「本人は違うと言っていたじゃないか。問題ないだろう。今後の《狼》を盛りたてていくためには、有望な者は喉のどから手が出るほど欲ほしいんだよ」

「兄きよう妹だい揃そろって買いかぶりすぎだっての……」

　げんなりと勇斗は肩を落とす。

　そんなこんなでこの夜、半ばノリで、もう半分はロプトとフェリシアの兄きよう妹だいの勢いに押されて、日本に帰るまでの期間限定で、勇斗は二つの盃を交わすこととなった。

「これからよろしくお願いいたしますね、お兄様」

「妹を泣かせたらただじゃすまないからな、弟よ。ははは」

　こうして異世界でも、勇斗に新たな家族が出来たのである。
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「……ってな感じかな、とりあえず。まさか異世界に来て家族ができるとは思わなかったよ」

　勇ゆう斗とが生まれて初めて盃を交わした次の晩、勇斗は神殿ホルグルで美み月つきに近きん況きようの報告をしていた。

　当初は満月の夜ぐらいしか連絡を取り合うことはできないだろうと思っていたのだが、ものは試しにと神殿ホルグルへ行ってみると普通に電波が通じていて拍子抜けしたものである。

『う～ん、むしろあたしとしては不安が膨ふくらんだんだけど』

「え？　なんで？」

『フェリシアさんに手を出しちゃ、だめだよ？』

「ばっ！　だ、出すわけないだろ！　あ、あ、あくまで妹だっつの！」

『どもってる』

「おまえが突とつ拍ぴよう子しもないこと言うからだろ」

『そうかなー？　そんな突拍子がないとは思わないんだけど』

「まあ、好きか嫌きらいかで言えば好きだけど、さ」

『やっぱり！』

「最後まで聞けって。あのひとは俺にとって元げん凶きようにして恩人で、姉にして妹で、教師で通訳で、まあ、いろいろあるけど、さ。恋愛感情はないよ」

『ふ～ん、まあ、信じましょう。じゃあ、ジークルーネさんは？』

「あれこそ対象外すぎるだろ。もし俺が迫ったら、肘ひじ鉄てつくらって股こ間かん蹴けり上あげられそうだぞ……」

　げんなりと言って、勇斗はぶるるっと身体を震ふるわせた。想像した瞬しゆん間かん、ぎゅっと股間が締めつけられるような感じを覚えたのだ。

　よほどあの一戦が納なつ得とくいかないのか、勇斗の体調がいい時に何度か剣術訓練に付き合わされたものだが、彼かの女じよの身体能力のずば抜けた高さはいやというほど思い知らされている。

　下手をすれば冗じよう談だん抜ぬきで子どもを作れない身体にされそうである。確かにとんでもない美少女だとは思うが、触さわらぬ神に祟たたりなしというのが率そつ直ちよくな勇斗の心境だった。

『とにかくっ！　勇くんはこっちに帰ってくるんでしょ。だから、そっちで女の子に手を出しちゃダメなんだからね！』

「くくっ、はいはい、わかってますって」

『ちょっ、なに笑ってるの!?』

「なんでもないよ」

『なんでもないならなんで笑うのさ!?』

「本当になんでもないんだって」

　笑えみをこぼしつつ、言葉を繰り返す。

　本音を口に出せるわけがない。美月がフェリシアやジークルーネに妬やいてくれているのが、嬉うれしかったからだなんて。

　まだ自分にはそれを言う資格はない。

　お互いの好意にはすでに気がついている。だが、ちゃんと確認し合うのは、日本に戻もどってからだと勇斗は決めていた。

　絶対に戻るつもりではあるが、いつになるかはわからない。そんな状態で彼女を縛しばるわけにはいかなかった。

『でも、ほんと不思議だよね。勇くんが違う世界に飛ばされちゃったってのもそうだけど、こうして電話ができるなんて、さ。《妖精の銅アールヴキプフアー》だっけ？』

「ああ、ったくおかげで数すう奇きな運命たどるハメに陥おちいったぜ」

　皮肉りつつ、肩をすくめる。

　まったくもって謎なぞの金属である。エインヘリアルの超ちよう常じようの力や呪歌ガルドルなども、この金属の持つ力《神力アースメギン》を利用しているのだと聞いている。

　そしてなによりも謎なのが――

『こっちにある鏡もさ、たぶん、そうなんだよね？』

「十中八九、な」

　今、この連絡中も、勇斗の目の前の神鏡は、ほのかに光を放っていた。おそらく、日本にある鏡も同様の現象を起こしていることだろう。

　自ら発光する金属など聞いたこともない。なぜこんなファンタジックな金属が、日本に存在していたのか疑問は尽つきない。

　まあ、その辺りの細かいことは、とりあえずどうでもいい。

　ともかく、どういう理り屈くつなのかは勇斗にはよくわからないが、この不可思議な神鏡を通して二つの世界がつながっていることは間ま違ちがいない。

　そして、そのつながりは、人ひとりを通すほどには太くないかもしれないが、電波を届かせる程度はあるということだ。

　決して切れているわけではない。

　要はそのつながりを、勇斗が来た時と同様に、人間も通せるようにする方法さえ見つければいいのだ。

『うーん、あたし思うんだけどさ。やっぱり勇くんはそっちの世界に何かの使命を帯びて召しよう喚かんされたんじゃないかな～って思うの。だからそれを果たせば、自然と帰れるんじゃないかな？』

「ふむ、使命……ねぇ？」

　我ながらこの一ヶ月の間に随ずい分ぶんと醜しゆう態たいを晒してしまったという自覚はある。どん底の精神状態はファールバウティや美月のおかげで脱だつすることができたが、さすがに自分がフェリシアの言うような勝利の御子グレイプジークだとは、やはり思えない。

　しかし、彼女が祈き願がんの際、勝利を神に請こい願い、確かにそれを掴つかんだ感覚があったと言っていたのも事実である。

「つまり、《狼おおかみ》を勝たせれば帰れるってことか？　つったってなぁ。会話もろくにできねえ俺おれにどうしろってんだよ。無理ゲーすぎるっての」

　勇斗はごくごく普通の中学二年生に過ぎないのだ。

　政治・経済・軍事、どれも何一つわからない。

　かと言って、漫まん画がやゲームの主人公のような難局を一人で覆くつがえすでたらめな戦闘能力を持っているわけでもない。

　そんな自分がどうやって国なんて巨きよ大だいな代しろ物ものを救えというのか？

　正直、ピンとこなかった。







　空からは燦さん々さんと陽光が降り注ぎ、川の水面をキラキラと煌きらめかせていた。

　ざああああっという水の流れる音と小鳥の囀さえずりにまじって、きゃっきゃっと楽しげな黄色い声が響いてくる。

「いやー、絶景だな、ユウト！」

「……否定はしません」

「なんだい？　男ならもっとはっきり言ったほうがいいと思うよ」

「いや、俺にもいろいろと立場ってものがありまして」

　それはもういい笑顔で語りかけてくるロプトに、勇斗は引きつった笑みを返しつつ、ポリポリと頬を掻かく。

　彼らの視線の先には、フェリシアやジークルーネ、それに他にも三人の妙みよう齢れいの美人がいて、水を掛かけ合あいながら戯たわむれていた。

　水に濡ぬれて微び妙みように透けた衣類が、なんともエロい。

　兄弟妹の絆きずなを深めるため一いつ緒しよに遊びに行こうとロプトに強ごう引いんに誘さそわれ、今にいたるのだが、

「やっぱり夏といえば川遊びだよね！」

　グッと親指を立てる兄貴分に、勇斗は早まったかもしれないとと自らの選せん択たくに疑問を抱かずにはいられない。

「つーか、なんで女の子ばっかり……」

「[image: ][image: ][image: ]？」

　ロプトが訝いぶかしげに首をかしげる。

　どうやら《交こう渉しよう》の呪歌ガルドルの効果が切れたらしい。こちらの言葉が聞き取れなかったようだ。

　ロプトもすぐにそれに気づいたようで、勇斗の聞き慣れた旋せん律りつを口ずさみ、

「これでよしっと。で、さっきなんて言ったんだい？」

　何事もなかったかのように、会話を再開する。

　フェリシアが使える呪歌ガルドルは一通り、彼も使えるのだと言う。それでいて剣腕は、あのジークルーネさえ上回るのだとか。

　なんともデタラメなひとだと、勇斗はやっかみを覚えずにはいられなかった。

「なんで女の子ばっかり連れてきたんですかって聞いたんですよ」

　肩かたをすくめつつ、同じ言葉を繰り返す。

「え？　だって男なんて連れてきたって見苦しいだけじゃないか」

「ま、まあ、確かにそりゃそうですけどね。つーか、ロプトさんって爽さわやかな顔してやることやってたんすね」

　なんでもあの三人の美女は皆、ロプトの愛人だと聞かされている。

　日本と違ってここユグドラシルでは、甲か斐い性しようさえあればいくらでも女を囲っても構わないのだという。

　曲がりなりにも《狼》の№２若頭かしらである。そういう女性を持っていないほうがむしろおかしい。天は二物を与あたえずという言葉は真っ赤な嘘うそだな、と思わずにはいられない勇斗であった。ここになんでも持っている人がいる！

「ん？」

　ふと視界の片かた隅すみに、勇斗はあるものを捉とらえる。それは岸辺の一帯を禍々しいほどに黒く染め上げていた。

「もしかしてあれって……」

　目を凝こらしかけたところで、

「おにいさまー！」

　フェリシアに呼ばれる。

　振り返ると、彼女は見事に魚を貫つらぬいた木の銛もりを掲かかげていた。おしとやかに見えて、なかなかワイルドな一面も持っているようだった。

　その顔にはこぼれんばかりの笑みが浮かんでいて、彼女が勇斗へと向ける親愛の情がこれでもかと伝わってくる。

　釣つられて勇斗も手を振り返しかけ、ぞくっと背中を悪お寒かんが疾り抜けた。

「なあ、勇斗。自分のことを棚たなに上げて言わせてもらうけれど、フェリシアを娶めとるつもりなら余よ所そに女を作るのは許さないからね？」

　冗談めかした口調だが、ロプトの目はぜんぜん笑っていなかった。

　どうもこの青年、少々、兄バカの気があるようである。さすがに「妹には指一本触ふれさせん！」というほど頑かたくなでもないようだが、ちゃんと幸せにできる男に嫁とつがせたいという兄心がひしひしと伝わってきた。

　すでに父母とは死に別れ、彼にとってたった一人の肉親である。大事に想おもう気持ちはわからないでもなかった。

「だ、だから、俺は故郷に好きな娘がいるんですってば。そういうつもりはありませんって」

「へ～、そう？　とにかくうちの妹を泣かせたら……殺すよ？」

「は、ははは」

　勇斗はもはや乾かわいた笑いしか出なかった。

　もしこの地で自分が非ひ業ごうの死を遂とげるなら、案外、この青年に殺されるのではないかと半ば本気で危あやぶみ始めていた。







「ええい、くそっ！　いい加減点つきやがれ！」

　勇斗は盛大に吐はき捨すてながら、手に持つ小弓を前後に高速で動かす。

　動かす。

　動かす。

　とにかく動かす。

「あーもう！　なんで点かねえんだよ!?」

　わめきつつ、勇斗は親の仇かたきのごとく眼下の木の板を睨にらみつけた。

　板には黒ずんだくぼみがいくつか開けられていて、その一つには木の棒が差し込まれている。

　木の棒には先の弓の弦げんが巻きつけられており、弓を動かすことで回転するという仕組みである。
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　いわゆる弓ぎり式という発火法だった。

　ユグドラシルではこれが一いつ般ぱん的てきな火の起こし方だそうなのだが、もうかれこれ五分近くやっているのにまったく煙けむりが立たない。

　いい加減腕うでも痛くなり、ぼやきたくもなるというものだった。

「はあ……」

　疲つかれたような溜ため息いきが上から降ってきて見上げると、様子を見に来たらしいジークルーネがなんとも呆あきれた表情で見下ろしていた。
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　言うやジークルーネは強引に勇斗の手から弓を奪うばい取とり、木の棒に弦を巻き直していく。

　そして――

　ものの一〇秒も立たない内に木の板からはもうもうと白い煙が立ち上り始めた。

「あれ、なんでぇ!?」

　不思議がる勇斗を無視して、ジークルーネは手慣れた手つきで板のくぼみに溜たまった黒い粉――火種をゼンマイの綿へと移うつし替かえる。

　それを積み上げた細木の中に押し込み、ふーふーと息を吹ふきかける。しばらくしてパチパチという音とともに火が起こった。

「おーっ！」

　思わず感かん嘆たんの吐と息いきとともにパチパチと拍はく手しゆする勇斗だったが、ジークルーネは複雑そうに眉まゆをひそませ、しっしっと追おい払はらうように手を振る。

　言葉はわからなくてもさすがに邪じや魔まだと言っているのは勇斗にもわかった。

　手て持もち無ぶ沙さ汰たになり、勇斗はフェリシアの下へと向かう。
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　勇斗が近寄ると、気配を察したのかフェリシアが嬉しそうに振り向く。先さき程ほどジークルーネの冷たい態度を味わっていただけに、心がとにかく安らいだ。

　すっかり心得たもので、勇斗がなにも言わずとも《交渉》の呪歌ガルドルを唱えてくれる。

「火は起こせましたか？」

「さっぱり。ジークルーネに追い払われたよ」

「あらあら」

　ふふっとフェリシアが笑みをこぼす。

　彼女は先程獲とった魚の腸をナイフでかき出しているところだった。日本であれば彼女ぐらいの年とし頃ごろであれば、気持ち悪がりそうなものであるが、フェリシアは気にした風もなく手掴みにして捨てていく。

「なあ、フェリシア、そのナイフ、もしかして金か？」

「お兄様。これは青銅です。金などもったいなくて調理になんて使えませんわ」

「青銅、これが？　ぜんぜん青くねえじゃん」

　勇斗にとっての青銅は、いわゆる校庭にある銅像のような、苔こけむした青であった。しかし、フェリシアの白魚のような手に握にぎられているナイフは、どこからどうみても黄こ金がね色いろである。

　金属特有の光こう沢たくもあり、イメージとは似ても似つかなかった。

「お兄様のおっしゃっているのはおそらく、錆さびた青銅ですわね」

「ああ、なるほど。あれ錆びてたのか」

　よくよく考えれば、校庭の銅像は野の晒ざらしである。それなりの年月、雨風に打たれてるわけだからそれは当然、錆びていないほうがおかしい。

「へ～、青銅って本来はこんな色してたのか」

「ふふっ、これは刃は物ものゆえこんな色ですが、鏡などには白銀色の青銅を用います」

「へ？　そんな色の青銅もあるの？」

「はい、青銅は混ぜる錫すずの量で色を変えるのです」

「へえええ」

　改めて勇斗はまじまじと青銅製のナイフを凝ぎよう視しする。

　日本人の勇斗には食材を切る道具といえば、やはり鈍にぶく銀色に輝く包丁であり、なんとも物もの珍めずらしかった。

「んー、つーかなんで青銅？　鉄使わねえの？」

「まあ、お兄様。先程からご冗談ばっかり」

「は？　いやでも、鉄のほうが普通じゃね？」

「え？　ああ、なるほど。確かに鉄は天からの贈おくり物もの。お兄様のお住みになってらした天の国では普通に用いられているのですね」

「いや、待て待て。何を言っているのかわからん。天からの贈り物？　鉄がか？」

「はい、わたくしどもにとって鉄は、天より降る星からしか得られないそれはもう稀き少しような代物です。神の金属とさえ言われておりますわ。それこそ手に入れるためには五倍一〇倍の量の黄金を積み上げねばならないほどです」

「マジかよ……」

　あまりのショックに、勇斗はかすれた声しか出ない。

　刀かたな鍛か冶じの息子むすこである勇斗にとって鉄は、物心付く前から慣れ親しんできた金属である。それが黄金の五倍一〇倍の価値がある？

　だとしたら父の工こう房ぼうの倉庫に転がっている失敗作の山さえ、ここではまさしく宝の山だというのだろうか。

「あれ、でもおかしいぞ」

　思わず勇斗は首をかしげる。

　フェリシアは鉄が、天から降る星からしか得られないと言った。だが、そんなはずはないのだ。

「まさか……っ！」

　脳のう裏りにある可能性が閃ひらめき、勇斗は驚きよう愕がくする。

　ユグドラシルが、ずいぶんと文明の遅おくれた世界であるとは、なんとなく感じてはいた。しかしまさかここまでとは思っていなかった。

　勇斗は忌いま々いましげに奥おく歯ばを噛かみ締しめる。

「ようやく俺に出来ることは見つかった、けど……これが使命だってんなら、運命の神とやらはとことん悪戯好きのようだ、な」







　その日の晩、勇斗は疲れた身体に鞭むち打うって、聖塔フリズスキヤールヴを登り神鏡の前へと赴おもむいていた。

　美月と電話をするため……だけではない。

　今夜に限っては、それより先に確認しなければならないことがあった。

「ああやっぱ……ネットにも繋つながってる、な」

　電話が繋がるのだ。それなら、と思ったが、推測通りであった。音声入力で検けん索さくをかけると、普通に検索結果が表示されたのである。

「しかし、よりにもよって……」

　心の中になんとも苦い想いが広がる。

　子どもの頃ころから、志していた道ではあった。

　だが母の死をきっかけに、決別した道でもあった。

　坊ぼう主ず憎にくけりゃ袈け裟さまで憎にくい。父が関かかわっているもの全すべてに嫌悪感が拭えなかった。

　だが――

『美月にもう一度、逢あうためなら、いかなる艱難辛苦であろうと耐え抜いてみせる』

　老宗主パトリアークに乗せられ、自らに誓ちかった言葉を今いま更さらながらに悔くやむ。

　まさかこんな悪意に満ちたとしか言いようのない試練が課せられるなど予想だにしていなかった。

　なにより腹が立つのが、どうやら選択の余地はなさそうということである。

　すでに《狼》滅めつ亡ぼうのカウントダウンは待ったなしの状じよう況きようだ。この街が敵の手に落ちる時、ロプトやフェリシアも生きてはいないだろう。

　もう二度と、家族を失うのは嫌いやだった。







「やれやれ、なんだい、こんな夜更けに話だなんて。明日は私、早くに出なくちゃいけないんだけどね？」

　大きくあくびをしつつ、ロプトは恨みがましい目を勇斗に向けた。

　すでに就しゆう寝しんしていたというのに、無理やり叩たたき起おこされたのだから、当然といえば当然である。

　むしろ弟分にこんな無礼を働かれて、この程度の文句で済ませてあげる彼は、実に寛かん大だいな兄貴分と言えたが、

「兄さん、お兄様が大事な話があるとおっしゃっているんです。もう少しシャキッとしてください」

「なんだろうね。私は《狼》の若頭かしらで、この家の家主だったはずなのに、なぜか今、自分が最下層な存在に思えて仕方ないよ」

　容よう赦しやのない妹に、ロプトはわざとらしくはあっと大きめのため息をつく。実に妹想いないい兄のはずなのに、その報むくわれなさに勇斗は思わず同情する。

　もっともその最たる原因こそが勇斗だったりもしたが。

「その明日の用事より、はるかに重要だろうって自信はありますよ」

「へ～、言うじゃないか。大したことなかったらただじゃおか……」

「鉄の精せい錬れんの仕方を知ってます」

「なんだと!?」「ええっ!?」

　金きん髪ぱつの兄妹は揃そろって目を剥むいた。

　その時の表情が瓜うり二ふたつで、やはり血の繋がった兄妹なんだなぁ、と勇斗はしみじみと場ば違ちがいなことを思う。

「……フカシじゃないだろうね？」

　いつもの余よ裕ゆうに満ちた笑みを消し、真しん剣けんそのものと言った目でロプトは勇斗を見据える。

　勇斗の一言は、この《狼》の若頭かしらをしてさえ、強きよう烈れつな睡すい魔まを一いつ瞬しゆんにして吹き飛ばすほどの衝しよう撃げきを与えたようだった。

「だったらもっと時を選んで言いますよ」

　冗談で居い候そうろうさせてもらっている家主の安あん眠みんを妨ぼう害がいするほど、勇斗は図太い精神は持ち合わせてはいない。

「川岸で大量の砂鉄鉱床を何なん箇か所しよか見つけました。あれを使えば、相当の量の鉄が作れます。ここは青銅が主流みたいだし、もしそれがあれば大おお幅はばな戦力アップになりますよね？」

「なる。ならないわけがない」

　わずかの迷いもなく、ロプトは断言した。

　ロプトもまだ実物に触れたことはないが、星鉄を鍛きたえて作り上げた武具は、従来の青銅の武具より強きよう靭じんだと伝え聞いている。

　そんな強力極きわまりない武器が一いつ般ぱんの雑ぞう兵ひようたちにまで行いき渡わたれば、《狼》軍の戦力が跳ね上がるのは、間違いなかった。

「もはや危機を脱するどころではない。こちらから打って出て、《爪つめ》に取られた土地を取り返すことさえ夢ではないよ」

「凄すごい！　やはりわたくしの勘は正しかったですわ。やはりお兄様はアングルボダ様が我ら《狼》に勝利を与えんと遣つかわしてくれた方だったのですね」

「だから、そんな名前知らないって。それに……さすがに実際にうまくいくかどうかまでは保証できないんで」

　興奮する兄妹に冷水を浴びせるように、勇斗は言う。

「？　どういうことだい？　方法は知っているんだろう？」

「ええ、知識としては、ね。ただ……実際にやったことはないんですよ」

　一応、鉄の精錬作業の一部工程を手伝ったことはあった。いや、手伝ったというのもおこがましい。体験学習的にほんの触りに関わらせてもらった程度だ。作業の最初から最後までに一いつ貫かんして関わったわけではない。

　自転車と一緒だ。

　自転車は重心のバランスを取りながらペダルを回せば走る。ブレーキを握れば止まる。サドルを傾かたむければ方向転換できる。

　知識としてはその通りだが、話を聞いただけで実際に乗れるかといえば決してそうではない。

　今でこそ息をするかのごとく自然に乗りこなせるが、小学校に入りたての頃は、何度も何度も転んで、身体で覚えたものである。その言葉にできないコツを身につけて初めて、乗りこなすことができるのだ。

　ウィリー走行に至っては、体重を後ろにかけてサドルを引っ張って前輪を浮うかせて、後はバランスを取ればいい、と知識ではわかっても、試ためせば間違いなく失敗するのは目に見えている。

「おそらく試し行こう錯さく誤ごの連続で、何度も失敗します。勿もち論ろん、最終的には成功させられる自信は、あります。でも絶対に上う手まくいくなんて保証はできません」

「ふむ……」

「それに……俺一人ではとても手が足りません。後、やっぱり色々物入りです。それを手配する力も、俺にはありません。だから、えと……」

　最後の言葉が、なかなか口に出せなかった。

　言い出す勇気が、持てなかった。

　あまりにも、おこがましすぎたから。

「……わかった。その辺は私がなんとかしよう」

「い、いいんですか!?」

　あまりにもあっさり受け入れられたことに、勇斗は驚おどろき問い返す。

　ロプトも肩をすくめて苦く笑しようする。

「確かに荒こう唐とう無む稽けいな話だ。他の兄弟たちからは、気が狂れたと言われるかもしれない。けどね勇斗、君は私の弟で、私は君の兄なんだぞ？」

「あ、ありがとうございます！　兄貴！」

　勇斗はロプトの度量に改めて感服する。

　ユグドラシルに来て以来、勇斗は醜態ばかり晒さらしている。今やイアールンヴィズの街で黒くろ髪かみといえば『恵みを食らうものスコル』だと知らぬ者はいない。

　言葉だってろくに話せない。

　そして、言っていることは鉄が天からの贈り物だというこの世界の人間には、いわば夢物語だ。

　そんな実績もない自分のうさんくさい話を、この兄は信じて金も人も出だしてくれるというのである。

　有あり難がたくて涙なみだが出そうだった。







「ここが当代随一の鍛か冶じ師しの工房、か」

　目の前の日ひ干ぼし煉れん瓦がの家を見上げつつ、勇斗がつぶやく。

　カーン！　カーン！　と中からは勇斗には懐なつかしい金属を叩く音が響ひびいてくる。

　ここは宮きゆう殿でんの城じよう壁へきの外側を囲む住宅街の一角である。《狼》でも比ひ較かく的てき裕ゆう福ふくな人間が居住するエリアである。

　市バザールの立ち並ぶ大通りぐらいにしか足を向けたことのない勇斗には、なかなか新しん鮮せんな風景だった。

「へ～、なんかすごそうっすね」

　ロプトの言葉に相あい槌づちを打ちつつも、勇斗はそれほど気き後おくれはしていなかった。

　彼かれの父も世間一般では、好こう事ず家かたちがこぞって絶賛する現代の名工と呼ばれた人間である。だからどうした、と心の中で反発するものがあった。

「ああ、きっと君の大きな助けとなってくれるはずだよ。それにこれが何より重要だけど、とても信しん頼らいできる人物だ。……鉄の精錬法は、万が一にも他国に知られるわけにはいかないからね」

　最後の方は勇斗にだけ聞こえるようなひそめた声でロプト。

　そのものものしい雰ふん囲い気きに、勇斗は思わずごくりと唾つばを飲み込む。

「イングリット、邪魔するよ」

　挨あい拶さつとともにロプトは扉とびらを開け、中へと入っていく。

「し、失礼しまーす」

　少々恐きよう縮しゆくしつつ、勇斗もペコリと頭を下げながらその後に続く。

　瞬間、むわっと熱気が吹き付けてくる。粘ねん土どで作ったカマドが、煌こう々こうと赤く燃え盛り、金床の前では一人の少女が一心不乱に金かな槌づちを振ふるっていた。

「……って女の子!?」

　思わず勇斗は目を疑う。

　遠方にまで名を轟とどろかす凄すご腕うでの鍛冶師だと聞いていたので、てっきり厳しい顔つきの気難しそうな中年の男を想像していたのだ。

　だが、目の前の少女は、年としの頃ころは勇斗と同じぐらい、癖くせのある髪かみの毛けをショートカットにした実に可愛かわいらしい女の子だった。

　金槌を振るう手を止め、少女が振り向いた。

「ん？　なんだ、ロプトの兄さんか。久し振りっすね。何か武器が入り用なんですか？」

　ぐいっと服のそでで汗あせを拭ぬぐって快活に笑う。

「うん、実は君を見込んで頼たのみたいことがあるんだ。大仕事だよ」

「へえ？」

　少女はその吊り目がちな瞳ひとみを光らせる。

　大仕事と言われてもまったく物もの怖おじしていない。むしろ楽しげですらあった。

「紹しよう介かいしよう、ユウト。彼女が我わが《狼》が誇ほこる五人のエインヘリアルの最年少、《剣戟を生む者イーヴアルデイ》のルーンを持つイングリッドだ」

「は、はじめまして。す、周す防おう勇斗です」

　勇斗は慌あわてて居ずまいをただし、恐縮したように頭を下げる。

　ユグドラシルにおいて、エインヘリアルが特別視された存在であることはこの一ヶ月でわかっている。

　またロプトのことを「兄さん」と呼んでいた。肉親でもないのに、彼をそう呼ぶということはすなわち、盃さかずきの親を同じくするということである。

　年若く勇斗と同年齢ぐらいにしか見えないが、宗主パトリアークの直盃を受けた立派な幹部候補なのは間違いない。失礼をして印象を悪くしないほうが得策だった。

　――のだが、

「チッ、初めてじゃねえっての」

　ジロッと険しい視線を勇斗に向け、イングリットは苛いら立だたしげに舌打つ。

「へ？」

　間ま抜ぬけな声を上げつつ、勇斗はマジマジと目の前の少女の顔を見つめる。しかしやはり見覚えがない。

「あの、どこかでお会いしましたっけ？」

「ほんの三日前に会ったばっかりなんだけどなぁ？」

「え？　えっ!?」

「まだ思い出さねえのか。おーおー、人の足を思いっきり蹴けり飛とばしておいて、いい度胸じゃないか、えぇ？」

「あ……あーっ！」

　さすがに勇斗も思い出す。ふてくされて地面に対して八つ当たりしていた時に、誤って蹴ってしまった少女がいたことを。

　外国人の顔というものは、得てしてどれも同じように見えるものである。赤毛というところまでは覚えていたが、顔ははっきりとは覚えていなかったのだ。

　一方で、相手にしてみれば、ユグドラシルでは非常に珍めずらしい黒髪である。忘れようはずもない。

　だがこの再会が、まさしく文字通り、ユグドラシルの歴史を塗り替えまくることになろうとは、この時の二人は予想だにしていなかった。







ACT4







「冬だってのに相変わらずクソあっちいなぁ、おい！」

「うっせえ、ユウト。口を動かすより手を動かせ！」

「わぁってるよ！」

　毒づきつつ勇ゆう斗とは手に持ったスコップを振って、砂鉄を燃え盛る炉ろの中へと慎しん重ちようにくべていく。

　その逆側でも、赤髪の少女――イングリットが汗だくになってスコップを振るって同様に木炭を投下している。

　他にも一〇名ほどの男たちが、一〇メートル四方ほどの小屋の中で黙もく々もくと作業に従事していた。鉄の精錬法は他国にばらすわけにはいかない。若頭かしらロプトが厳選に厳選を重ねた信用できる彼の子飼いである。

　勇斗がユグドラシルに来てから、はや半年が経たとうとしていた。

　たたら吹きは弥や生よい時じ代だいに端を発し、現代では大学の文化祭や工業高校の課外学習などでも行われているという製鉄法である。さすがに最高品質の『玉鋼』を作るのは難しいと思っていたが、それなりの品質の鉄なら一ヶ月もあればなんとかなるだろうと見込んでいた。

　しかし蓋ふたを開けてみれば失敗の連続で、今もってまだ鉄の精錬に成功していなかった。

　やはり聞きかじりの知識と実際にやるのとでは大おお違ちがいだったのである。

「おい、イングリット。ちょっと火の勢いが足りない。たたら踏ふめ」

「もう踏んでるよ！」

　イングリット他数名が、タンタンと扇型の板を連続して踏み炉の中に風を送り込む。

　これにより、炉の中の燃ねん焼しようを促そく進しんさせるのである。

　人類の歴史において、なぜ鉄より青銅器が先行したかといえば、鉄の精錬のほうがより高温を必要としたからに他ほかならない。

　火を燃やすためには、酸素がいる。だが、自然風では限界がある。

　つまり炉の中に大量の酸素を送り込む仕組みがあって初めて、鉄を精錬できるほどの高温を作り出すことができるのだ。

「おい、ユウト、これぐらいでよくないか？」

「ん、ああ、そうだな、とりあえずこんなもんかな」

　火の勢いや色を見つつ、勇斗は一息つく。

　この頃ころになると、完全にとまではさすがにいかないが、勇斗も現地の言葉を普ふ通つうに聞き話せるようになっていた。やはり会話ができないとどうしようもない、という状況は言語習得を著いちじるしく早めるらしい。

「お疲れ様です、お兄様」

　もちろん、言葉を聞きながら意味を感じ取れる《交渉》の呪歌ガルドルを使えるフェリシアがいてくれたおかげも大きかった。

　そんな妹分に、勇斗は小さく首を左右に振った。

「まだまだ。これからだよ。なんせこっから三日三晩、不ふ眠みん不ふ休きゆうの作業が続くんだからな」







「こ、こんなことを若頭かしらにさせるわけには……」

「いいさいいさ。この作業には《狼》の命運がかかっているんだ。やらせてくれ」

　恐縮する作業夫からスコップを受け取り、金髪の青年が砂鉄投下作業を始める。

　華か麗れいな貴公子然とした風ふう貌ぼうの持ち主だけに、このような言い方は悪いが下々の者が行う作業にあくせくする姿は、なんとも違い和わ感かんが大きかった。

「仕事はいいんすか、ロプト兄貴？」

　勇斗も手を休めることなく大声を張り上げて対面から問う。

「ほっぽらかしてきた」

「おいっ！」

「ははは、冗じよう談だんだよ。まあ、こっちが気になって手に付かなかったのは事実だけどね」

「信用ねえなぁ」

「……そろそろ成功させないと、まずいからね」

「……わかってます」

　その後は黙々と作業を続けた。







「やってるなユウト。陣じん中ちゆう見み舞まいに来たぞ」

「おう、ジークルーネか。はよー」

　翌朝、ひょっこり顔を出した銀ぎん髪ぱつの少女に、勇斗は振り向きもせず背中を向けたまま挨拶する。

　たたら吹きの成否は、炉の温度で決まる。

　高すぎても低すぎても、失敗してしまう。これまでまだ一度として成功していないのである。一瞬たりとも炉から目は離はなせなかった。

「ふっ、少しはマシな体つきになったな」

「おかげさまで」

　軽口を叩きつつ、勇斗は炉の脇わきにデンと積まれた砂鉄の山に、スコップを突つき立たてる。

　たたら吹きには、大量の木炭と砂鉄が必要となる。この五ヶ月間、さんざん木を切きり倒たおし運うん搬ぱんするという重労働をこなしたのだ。

　そしてこの鉄の精錬作業は、三日三晩不眠不休で延々と、このクソ重い砂鉄を炉にくべ続けるという、考えるだけでも気が遠くなりそうな作業だ。それは筋肉もつくというものである。

　またこの頃にはもう、ユグドラシルの食べ物に身体もすっかりなれたらしく、腹痛を起こすようなこともなくなっていた。

　勇斗は一四歳、成長期の最中である。モリモリ食べて、身体を動かし、この半年の間に背もだいぶ伸びていた。

「どうだ、今回は成功しそうか？」

「させるさ」

「良い返事だ。って危ない！」

「うわたっ!?」

　ジークルーネがニヤッと口の端を吊つり上あげかけた矢先、勇斗が足を躓つまずかせる。

　あわや炉に顔面から突っ込みかけたが、咄とつ嗟さにジークルーネが勇斗の背中を引ひっ掴つかみなんとか事無きを得る。

「まったく、褒ほめたそばからこれとはな」

「わ、わりい。ありがとな、マジで助かった」

　冷や汗を垂らしつつ、勇斗はふぃーっと安あん堵どの吐息をつく。

　集中力が高まっているからか全くと言っていいほど疲ひ労ろうは感じていなかったのだが、それでもすでに不眠不休で一昼夜作業し続けだったのである。気づかぬうちに足に来ていたようだった。

「貸せ。こういう力仕事はわたしの領分だ」

「いや、でも……」

「三日三晩の長丁場なんだろう？　少し代わってやるから、その辺で身体を休ませておけ」

　半ば強ごう引いんに、勇斗はジークルーネにスコップをひったくられる。

　脳裏にデジャヴが走る。いつかの発火器具の時にもこのようなことがあった、と。

　あの時の彼かの女じよの表情は心底呆れきったものだったが、今のジークルーネは口調はそっけなかったが、言葉の端はし々ばしに労いたわりを感じた。







「よし、これで送風を終しゆう了りようするぞ！」

　宣言し、勇斗はふらふらな足取りで後ろに下がり、ドスンと腰こしを下ろす。

　粘土で作り上げた炉壁はすっかり薄うすくなり、炉外に火が噴き出している。炉に火を入れてからすでに三日三晩が立ち、ついに運命の四日目を迎むかえていた。

　作業員たちが次々と送風管を抜ぬいていき、そこに粘土を詰つめていく。

　その作業をぼんやりと眺めていると、イングリットが寄ってきた。

「あと少し、だな」

「ああ、後は火が収まったところをぶっ壊こわすだけだ」

　頷うなずいて、勇斗は鍬くわを手に立ち上がる。

　疲労はピークを迎えているが、どうにもじっとはしていられなかった。

　炉のそばまで行って立ち尽くし、火の勢いをうかがう。

「うっし、壊すか！」

「おう！」

　イングリットも鍬を手に勇斗の隣となりに並ぶ。

　まだ炉の中では炎ほのおが燃えており、むわっと熱気が漂ただよってくるが、燃え盛っていた頃に比べれば随ずい分ぶん弱まっている。

　勇斗は鍬を炉壁に引っ掛け、力いっぱい引っ張った。その隣ではイングリットも同様の作業に従事する。

　かなり分厚かった炉壁も、三日三晩の業ごう火かにあぶられすっかり薄くなっており、それだけでがらっと崩くずれ落おちた。

　火の粉が舞まい、それが風にのって顔に吹きつけてくるが、構わず作業を続ける。

　やがて炉壁はすべて取り除かれ、中からは溶よう岩がんのようにオレンジ色に輝かがやくケラが姿をあらわした。

「おつかれさん、ユウト」

　労ねぎらいの言葉とともに、イングリットが勇斗に向けて掌てのひらをかかげた。

「ああ、おまえもおつかれさん、イングリット」

　心得たもので、勇斗も手を上げ、そこに平手を打ち付ける。

　お互たがい全ぜん身しん全ぜん霊れいを尽くしきった。

　後は二時間ほど冷めるのを待ち、外へ運びだして雪でさらに冷ます作業をするのみである。

「おい、ユウト、少し寝ねたらどうだ？」

「お前こそ寝ろよ、イングリット」

　これまで不眠不休の作業を続けてきただけに、二人とも目の下には濃こいクマが出来ていた。

　だが――

「気になって寝れるかよ」

「俺おれもだよ」

　ふっとこれまた二人して、苦笑しあう。

　同じ目的を持って、半年もの間、苦楽を共にしてきたのである。もはや二人はすっかり気心の知れた親友同士となっていた。

「今度こそ……成功してるよな？」

　どっかりとその場に腰を下ろし、今もなお赤く光るケラをじっと凝視しつつ、勇斗は問う。

　ロプトやジークルーネに対しては成功させると言い切ったが、あの時はまだ作業中だった。もうできることがなくなり手を離れてしまうと、途と端たんに不安が襲おそってきたのである。

「信じろよ、自分を」

「信じられないから、聞いてんだよ」

「ははっ、まあ、そりゃそうか。ほんと鈍どんくさかったもんな、おまえ」

「まだ蒸むし返かえすのかよ、それを」

　げんなりと勇斗はため息をつく。

「あったりまえだろ。斧おのを振ればへっぴり腰ごしだわ、砂鉄を運べばひっくり返すわ、あたしゃなんでこんなのの下で働かされてんだって自分の運命を呪のろったよ」

「悪かったな」

「安心しろよ。今はこの運命のめぐり合わせをアングルボダ様に感謝してるから」

　言って、イングリットも勇斗の隣に腰を下ろした。

　勇斗のほうを見ず、ケラを凝視したまま続ける。

「このユグドラシル一の名工イングリット様が保証してやる。この三ヶ月間、おまえはすげえ頑がん張ばったよ。まだおまえを馬ば鹿かにするやつがいたら、あたしが金槌でぶん殴なぐってやる。だからもっと自信を持て。だいたいあたしは《剣戟を生む者イーヴアルデイ》だぞ、そう何度も何度も失敗するわけがねえだろ。うん、そのあたしの勘かんが言ってるよ。今回は成功する。お前の頑張りはちゃんと報われる。できてなかったら、また手伝ってやる。何度だって手伝ってやる。だから……っていうか何か言えよ、ユウト！　こういうこと本人を前にして口にするのはすっげえこっ恥ずかしいんだぞ。おいっ……ユウト？」

　イングリットが勇斗の腕うでを軽く肘ひじ打ちすると、グラリと勇斗の身体が傾く。そしてコテンと、彼女の肩かたにもたれかかる。

「なんだよ、寝てるのかよ。ったく、何が寝れねえだよ。つーか聞いてろよ、バカ。二度と言ってなんてやらねえからな」

　悪態を吐きつつも、イングリットは優やさしく勇斗の頭を抱かかえ、そっと自らの太ももの上へと移動させる。

　勇斗の髪を愛しそうに撫なでつつ、笑みをこぼす。

「まあ、頑張ったご褒ほう美びだ。おやすみ、ユウト」







「ユウト、おいユウト！」

　ふと気がつけば、勇斗はゆっさゆっさと身体を揺ゆさぶられていた。

　だが思考が混こん濁だくしていまいちはっきりしない。

　何かすごく大事なことがあったような気がするのだが、今はそれよりも眠ねむ気けが勝った。
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　そう眠い。とにかく眠いのだ。

　なんといってもこの枕まくらが最高だ。

　この半年というもの、ずっと固い枕で辟へき易えきしていたのだ。もはや心ゆくまで堪たん能のうするしかないではないか。

「おい、いい加減に起きろユウト」

「あーもううるせえなぁ」

　勇斗は身体を揺する手を無造作に振り払いつつ、寝ね返がえりを打とうとして――

　むにゅ。

　なにやら掌が、妙みように柔やわらかいものをつかむ。

　なんだこれ？　と反射的に確かく認にんするようにその弾だん力りよくを確認し、

「なにしやがる、てめえ！」

　ごすっ！

「てえええええ!?」

　こめかみに走る激痛に、いやがおうにも目が覚める。

　次いでようやく思考がクリアになり、今自分が何をしていたのかを思い出す。

「そうだ、ケラは!?」

「もう外に運んで冷ましてあるよ」

「ちょっ、なんで起こしてくれなかったんだよ!?」

「それはそこらの作業員でもできる。お前はお前にしかできないことをやれ。寝ね不ぶ足そくで見み間ま違ちがえられても困るしな。ほれ、起きろ」

　言って耳を引っ張って勇斗の身体を起こすイングリット。

　そこでようやく勇斗は自分がどこで寝ていたかに気づく。

「ちょっ、えっ!?　膝ひざ枕まくら!?」

「お、お前がいきなり寄りかかってきたんだよ。疲つかれてるのを起こすのはしのびないから我が慢まんしてやってたんだ。ったく」

「わりぃ」

「ふんっ」

　鼻を鳴らして立ち上がり、イングリットはスタスタと外へと歩き出す。もう炉の操業は終わったはずなのに、その顔はなぜか上気していた。

「おい、待てよ」

　勇斗も慌てて彼女の後を追う。

　そこには灰色のでこぼこした塊かたまりが、そこかしこに転がっている。先さき程ほどまでオレンジ色に輝いていたケラが冷めたものだ。

「こ、これは……っ！」

　その一つに、勇斗は一目散に駆かけ寄よる。

　そして足を止めるや、愕がく然ぜんとした表情で身体を身み震ぶるいさせる。

「お、おいまさか！　ユウト、これが鉄なのか!?」

　興奮を隠かくしきれぬ様子で、イングリットは石いし塊くれと勇斗の顔を交こう互ごに見る。

　ユグドラシルにおいて鉄は、天より降ふる隕いん石せきの中からのみ採取できる非常に稀き少しような金属である。その名声が帝てい都とグラズヘイムにまで届こうかと言うイングリットであるが、まだ彼女も実物を見たことはなかったのだ。

　勇斗は小さく首を振る。

　左右に。

「いや、これは鉄じゃない」

　きっぱりと勇斗は断言する。

　だが、とても見慣れたものだった。

　それこそ物心つく前より、さんざん見尽くした代しろ物ものだった。

　だから見間違うはずもない。

　まさか、素人しろうとの自分がこれを作れるとは思ってもいなかった。

　砂鉄一三ｔ。木炭一三ｔ。

　それだけの大量の材料を投下して、たった二〇〇kgしか得ることは出来ない。

　日本刀の材料として最適と言われる――

「これは……『玉鋼』だ」







『お疲れ様、勇くん』

　その夜、勇斗は久しぶりに神殿ホルグルへと来ていた。

　風を遮さえぎるもののない高い聖塔フリズスキヤールヴの上は、冬ともなると凍こごえるほどに寒かったが、毛皮を何重にも重ね着し、防寒対策は万ばん全ぜんである。

　使命を果たせば帰れるかもしれない――すなわち《狼おおかみ》を弱小国から強国へと生まれ変わらせる鉄を作り出せれば、自分のこの世界での役目は終わったのではないか。

　おりしも今こ宵よいは満月である。

　これこそ天の配はい剤ざいと期待したものだが――

『残念……だったね』

「ああ……」

　――単なる偶ぐう然ぜんに過ぎなかったらしい。

　すでに神鏡を合わせ鏡で覗のぞきこんでみたが、あの世界が揺らぐ感じは一向に起きてくれなかった。

　二人とも期待していただけに、その落らく胆たんは大きかった。

「まあ、実際に戦いくさに勝たせたわけじゃねえから、な。世の中結果だって言うし、ちょっと気が早かったみたいだ」

　サバサバと言って、勇斗は肩をすくめる。終わったことをくよくよしていても仕方がないと頭を切り替えたのだ。

「まだ《狼》には俺が必要ってことなんだろうさ」

　自分に言い聞かせるように、うそぶいてみせる。

　勇斗は《狼》の氏族に勝利をもたらすため、ユグドラシルへと召しよう喚かんされた。鉄の精錬は《狼》に勝機を生みはしたが、危機的状況を乗り切ったというには確かにまだ早計ではある。

　今回の精せい錬れんで得られた鉄はざっと二ｔと言ったところか。《狼》全軍に鉄製武具を行き渡らせるには、あと数回は操業が必要だろう。

　イングリットを始め、一いつ緒しよに作業に従事した職人たちには勇斗の知る全すべてをすでに伝授してはいるが、やはり経験が絶対的に足りない。万全を期すなら、一日の長がある勇斗が指揮を執とったほうがいいのは間ま違ちがいなかった。

『なんか……たくましくなったね、勇くん』

「あん？　まあ、さんざん力仕事したからな」

　美み月つきには、写メで今の自分をたびたび送っていた。てっきりそれの感想だと勇斗は思ったのだが、

『ううん、そういうんじゃなくて、なんか精神的にすっごく成長した感じがするよ。だって、全然へこたれてないもん。あたしが勇くんの立場だったら、一週間はベッドで布ふ団とんに丸まっていじけてると思う』

「……ああ」

　その言葉に、勇斗は半年前の自分を今いま更さらのように思い出す。

　当時の自分は帰れないことにいじけて、世をはかなんで、自分の殻からに閉じこもろうとしていた。

　その頃ころに比べれば、確かに自分は強くなったのかもしれないと思えた。

　鉄の精錬とて、失敗の連続だった。ネットで聞きかじった知識では無理なんだ、と不安に呑のまれ、何度となくくじけかけた。

　それでももがいて足あ掻がいて、まさしく力づくで成功をもぎ取ったのだ。

　全てを出し尽くし、何かを成なし遂とげる。そういう経験をしなければ、得られないものがある。

　鉄の精錬の成功は、少年の心には昨日まではなかった、どんな時にも自分を信じられる心――ちょっとしたことで揺らぐような仮かり初そめのものではない、本物の自信を芽生えさせていたのだ。







「やっぱりここだったか」

　ちょうど美月との電話を終えたところで、背後から声をかけられた。

　振り返ると、ロプトがほっと安堵の吐と息いきを漏もらしていた。

「鉄の精錬法の完成という使命を終え、天に帰っちゃったんじゃないかと心配したよ」

「……帰れなかったんですよ」

「なんだい、やっぱり帰るつもりだったのかい？　薄はく情じようなやつだね、君は。せめて私やフェリシアには別れの挨拶ぐらいしてからいきなよ」

「二度ほどそれやって帰れなかったんで。悪い験は担かつぎたくなかったんです。結果的にはそれも無む駄だでしたけど。まあ、もし帰れそうなら、こいつを置いてくつもりだったんで、ちゃんと挨拶はできますよ」

　手の中にあるスマートフォンを見下ろしつつ、勇斗。

　これを操作しているところは、何度となくフェリシアが見ている。彼女なら見み様よう見み真ま似ねで着信を受けるぐらいは出来るはずだ。

　それでも、ロプトの言うように薄情なことには変わりはないと自分でも思うが。

「はあ……前に言わなかったかい？　可愛い妹を泣かせたらただじゃすまさないよ、とね」

「俺だって、目の前で可愛い妹分に泣かれたくなかったんですよ」

「それで私に後始末させるつもりだったのかい？　ひどいな」

　やれやれとロプトは大げさに首を振って嘆なげいて見せる。

　確かに帰き還かんに成功していたら、彼には最も嫌いやな役を押し付けることになっていた。

　悪いとは思ったが、自分が兄と慕したい敬うこの男なら安心して任せられるというのも偽いつわらざる本心だった。

「……なあ、ユウト。帰るのを諦あきらめて、妹を嫁よめにもらってやってくれないか？」

「なっ!?　よ、酔よってんですか？　何を言い出しやがりますか」

　いきなり突とつ拍ぴよう子しもないことを言われ、慌てふためく勇斗。

　冗談にしてはタチが悪すぎると反射的に思ったものだが、ロプトの視線は飄ひよう々ひようとしていてとらえどころのない普ふ段だんの彼からは想像もつかないほどに、真しん剣けんなそれだった。

「一滴たりとも酒は飲んでないよ。大おお真ま面じ目めに言っている」

「なお悪いですよ。俺も前に言ったっすよね？　好きな女がいるって。浮うわ気きは許さないんじゃなかったんですか？」

「それぐらいは大目に見てあげよう。雪が解ければ戦が始まる。あの子はエインヘリアルだ。若頭かしらとして、その力を遊ばせておくわけにはいかない」

《狼》の領土のあるビフレスト盆地一帯は、山間ということもあり今の季節は雪がかなり深い。それが天然の要害となり、《爪つめ》の侵しん略りやくを防いでくれている。

　だがあと二～三ヶ月もすれば、雪は解ける。

　戦乱の足音はもう、間近に迫せまっていた。

「もちろん死なせるつもりは毛頭ないが、何が起こるかわからないのが戦場だ。今のうちにわずかでも女の幸せというものを味わわせてあげたいんだよ。兄としては、ね」

「……すみません」

　視線に耐え切れず、勇斗は目線をそらす。

　それだけ言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「これだけ頼んでも、ダメか？　フェリシアも、君のことを好いている。君だって妹のことは憎からず思っているだろう？」

「勘かん弁べんしてくださいよ、兄貴」

「…………そうか。残念だ。君になら、安心して妹を任せられるんだが、な」

「俺みたいな薄はく情じよう者ものより、もっと相応ふさわしいひとをフェリシアなら見つけられますよ。つーか兄貴こそとっとと結けつ婚こんして身を固めたらどうっすか？　だいたい若頭かしらが独り身なんて体裁悪いっすよ」

　これ以上この話題を続けたくなくて、咄嗟に話を変える。

　年明けの頃、ロプトは二二になったと言っていた。一〇代のうちに結婚するのが普通だというユグドラシルでは、すでに子どもがいてもおかしくない年だ。

　しかもモテないというわけでもなく、ロプトには憎にくからず想おもってくれる女性が三人もいる。順番で言えば勇斗やフェリシアよりはるかに彼のほうが先のはずだった。

「そうだね。私は若頭かしらだ。いずれこの《狼》を……継つぐ。それが子どもの頃からの夢だったしね」

　ロプトがバサッとマントを翻ひるがえし、眼下を見下ろす。

　満月の白く淡あわい明かりに照らされた、イアールンヴィズの街を。

　彼かれが生まれ育った街を。

「ええ、だからなおさらとっとと……」

「その時に正妻の座を空けておけば、いずれ外交に使えるだろう？」

　ニヤリとロプトが笑う。

　古今東西問わず、国同士が友好関係を築く最も手っ取り早い手段は、いわゆる政略結婚である。

　二一世紀の日本人である勇斗は違和感を覚えるとともに、どうしようもなく差を見せつけられたような気がした。

　この兄貴分は、国のことを想い、国を背せ負おう覚かく悟ごを決め、そこまで先を考えて行動している。この半年の間に随分と成長したはずなのに、自分とたった六つしか違ちがわないはずなのに、勇斗には兄の背中が遠く感じられて仕方がなかった。

　ロプトのことは好きだったし、心から尊敬している。兄弟の盃を交かわしたことに、一片の後こう悔かいもない。

　それでも男として明らかに負けている自分が、無む性しように悔くやしかった。

　いつかはこの背中に追い付きたいと、奮い立たずにはいられなかった。

　だが、そんな少年のたわいない憧あこがれが、運命の歯車を狂くるわせ、後に起きる悲劇の引き金となるのである。
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「永らくお待たせ致しました。ご列席ご一統様に申し上げます。只ただ今いまより、本席おめでたき親おや子こ結けち縁えんの誓盃の儀ぎを執り行わせていただきます」

　低く野太い声が祭儀場に厳おごそかに響ひびき渡わたった。

　声の主は年としの頃ころは四〇代半ばといったところか。眉まゆと頬ほおにものものしい傷のある強こわ面もてだ。

　ルーンこそ持たないがその武勇はエインヘリアルに伍ごし、またその実直な人ひと柄がらから人望も厚く、《狼》の序列二位にして若頭補佐ほさを任さている傑けつ物ぶつである。

　祭儀場を見み渡わたせば、《狼》の主だった幹部が勢せい揃ぞろいしていた。やはり皆みな、実力でこの地位まで上り詰めてきただけあり、なかなかの貫かん禄ろくの持ち主ばかりである。自然、祭儀場の空気は重々しく張り詰めていた。

「取持人を務めさせて頂くはわたくし、《狼》が若頭補佐ほさヨルゲンです。七代目《狼》宗主パトリアークファールバウティ親分のたっての仰おおせに従いまして、まだ貫かん目めの足らぬ身ではございますが、この大役、生命を賭かけて相務めさせて頂く所存です」

　この席上で彼のことを知らない人間はまずいないであろうが、この辺りは儀礼作法である。

　取持人――両者の盃を取り持ついわば仲人役なこうどやく――は、氏族の宗主パトリアーク同士の盃の場合、神帝の代理人である神儀使が務めるのがユグドラシルの慣例であるが、今回は内輪の盃のため、彼がその任を負っていた。

「ユウト殿どの、こちらへ」

「はい」

　ヨルゲンに呼ばれ勇ゆう斗とは立ち上がり、篝かが火りびの燃える祭さい壇だんの前――すなわち宗主パトリアークが鎮ちん座ざする前へと進み出て、着席した。

　祭儀場を包つつむ重苦しい雰ふん囲い気きにすっかり呑まれ、心臓がバクバクと言っている。もう後の祭りだが、手と足が一緒に出ていなかったかがとにかく心配だった。

　ヨルゲンが白しら髪がの老宗主パトリアークへと身体を向け問う。

「ファールバウティ親分におうかがい致します。親分はこちらにおられるユウト殿を子分となさるお気持ちにお変わりはありませんか？」

　ファールバウティはちらりとユウトを一いち瞥べつした後、ヨルゲンへと視線を戻もどし頷く。

「はい、ありません。ユウトを子分とし、しっかり面めん倒どうを見させてもらいます」

「ではファールバウティ親分に申し上げます。子となられる若者にお神酒みきの姿をお残し下さい。どうぞ！」

　ヨルゲンが手で促うながすと、ファールバウティが盃の両りよう端たんを手で持ち、そっと持ち上げる。作法に則のつとり三口に分けて気持ち呑んだ後、膳ぜんへと戻す。

「盃を預からせて頂きます」

　ヨルゲンが歩み寄って来て、一礼した後、親盃を手に取り、用意された子盃へと中のお神酒を分け注いでいく。

　注ぎ終え親盃を戻し、ヨルゲンは懐ふところから短たん剣けんを取り出し、恭うやうやしくファールバウティへと掲かかげ差し出して言う。

「ファールバウティ親分に今一度申し上げます。この盃、すでに破格の盃でございますが、子となられますユウト殿に、《狼》一門、先達の艱かん難なん辛しん苦くの跡あとを、歴史を、しっかりと受け継ぎ、立派な侠きよう客かくとして育って頂きたく、尊き御おん身みの血潮を賜たまわりますようお願い致します」

「承うけたまわりました」

　ファールバウティが短剣を受け取り、大おお仰ぎように鞘さやから抜き放つ。鈍にぶい銀色の輝き、ここユグドラシルでは天からの贈おくり物ものとされる鉄製の刃やいばが姿を現す。

　表情一つ動かさず、老宗主パトリアークは自らの人差し指に刃を当てて引く。そして指先に紅あかく滲にじんだ血の滴をすっと子盃の中へとたらす。

　子というものは親の血を受け継ぐ者である。ゆえにこうして親の血を神酒に混ぜ、それを体内へと宿させることで名実ともに子とするのだ。

「ありがとうございます」

　ヨルゲンが一礼し、子盃の置かれた膳を勇斗の前へと粛しゆく々しゆくと移動させてから、姿勢を正し言う。

「子となられますユウト殿に申し上げます。盃を手にして下さい」

「はい」

　ようやく自分の番である。とちることは許されない。勇斗は盃の縁を両手で掴み、慎しん重ちように慎重に肩の高さへと持っていき、押しとどめる。

「その盃を飲み干されると同時に、貴方あなたはファールバウティ親分の子分となられます。すでにお覚悟は十二分にお有りでしょうが、一度親と仰あおげばその言葉は絶対でございます。時としてたとえ白いものでも親が黒といえば、全てを飲み込んで黒と承服せねばならぬ場合もありましょう」

　ユグドラシルにおいて、盃の親は子分にとって絶対の存在である。

　生まれの親兄弟は本人の意思で選べないが、盃の親は選ぶことができるからだ。自分で選んだ以上、盃の親には誠心誠意、身も心も捧ささげて尽くすべし、というのがこの世界の習わしであった。

「それでもなお、《狼》一門の為ため、親分の為に立派な侠客となる覚悟が固まりましたならば、その盃を三口半にて飲み干し、懐中深くお納めください。どうぞ！」

　ヨルゲンの言葉に従い、勇斗は作法通り、盃を飲み干していく。

　こうして勇斗はファールバウティの直盃を受け、《狼》の氏族の客分扱いから直参子分となったのである。







　堅かた苦くるしい式の後は、飲めや歌えやの宴うたげの時である。

「おめでとうございます、さすがはユウト兄貴！　いきなり幹部扱い、それも序列一〇位とはっ！」

「いやいや、ユウト兄貴の成し遂げてきたことを思えば当然だろう。神の金属で武装した我わが《狼》軍の前ではもはや《爪》など恐おそるるに足らず！」

「弩やあぶみも素す晴ばらしい！　どちらも熟練するには長い訓練期間を必要とするのに、あれならすぐに素人も玄人の域に達せられる」

「これらがあれば次の戦の勝利は約束されたようなものだな！」

「おお、そう言えば兄貴の作った砂じや利りなしパン、食しましたぞ！　格別ですなあれは！」

「あの紙というものも、なんとも軽くて便利なものですな！」

「ユウトの兄貴のおかげで街には今や交易商人が殺さつ到とうしておりますぞ。これほど街が活気に満ち、賑にぎわっているのは初めて見ます」

「さすがは勝利の御子グレイプジーク！　皆は訝いぶかっておったが、儂わしはずっと信じておったぞ」

「いやいや、私も何度となく他の連中を諌いさめたものですわい」

　次々と勇斗の前に現れては、褒めちぎっていく者が引きも切らない。

　鉄の精錬の後も、勇斗は次々とユグドラシルでは未知の先進技術を導入し続けていた。

　世の中というものは得てして、良いことと悪いことが均等に降ってくるということはない。大たい抵てい、そういうものは妙に偏かたよって発生するものである。

　すなわち悪いことは立て続けに起こるし、その逆もまたしかりである。

　来てから半年もの間ずっと不運が続いた分、それを取り返すような勢いで、ここ数すうヶか月げつはやることなすこと全てがあっさりと上う手まくいく、まさにそんな絶好調の時期を勇斗は迎えていた。

　今の自分ならなんでもできるのではないか、そんな万能感さえ感じるほどである。

　しかし、躍やく進しん著いちじるしい者には擦り寄ってくる者が後を絶たないのも世の常である。その中には勇斗を『恵みを食らうものスコル』だの『寝ぼすけドウリン』だのと馬鹿にしていた者たちもおり、こうまで露ろ骨こつに態度を変えるのかと内心失しつ笑しようを禁じ得なかった。

「おめでとう、ユウトの兄貴」

「おっ、ルーネか。ありがとな」

　いい加減辟易したところだったので、知り合いの登場に勇斗は破顔する。次いで、悪戯いたずらを思いつき、にやーっと唇を歪ませる。

「でも俺のほうがもう兄貴分なんだから敬語使えよ敬語。おら、おめでとうございます、だろー？」

　過去散々、この少女には好き放題言われまくってきたのである。少しぐらいは意地悪したくなるのが人情というものだった。

　目上には従う。それがこの渡と世せいのしきたりだ。

　勇斗としては彼女が屈くつ辱じよくに震ふるえながら礼れい儀ぎ正ただしく接してくる姿を期待したのだが、

「確かに形式的には貴方はわたしの兄貴分となったが、貴方とわたしは直接盃を交わしたわけではない。わたしはわたしが認めた者にしか従うつもりはない」

　期待に反して、真顔できっぱりと言い切られる。

　勿もち論ろん、勇斗にはいまさらジークルーネに遺い恨こんめいたものなどなく彼かの女じよのことは友人だと思っているので、しばらく虐いじめたら「冗じよう談だん。お前から敬語なんか使われたら薄ら寒いっての。今まで通りでいいから」と笑い飛ばすつもりではあった。

　あったのだが、相手の地位や立場で態度をまったく変えないジークルーネの毅き然ぜんとした男らしさに、なぜか無性に悔しさを覚える勇斗であった。

「おめでとうユウト！」

「あっ……ロプト兄貴！　ありがとう！」

　内心落ち込んでいたところに、旧来からの兄貴分が声をかけてきて、気を取り直して挨あい拶さつを返す。

「少し……外で話そうか」

　金きん髪ぱつの青年がくいっと顎あごをしゃくって神殿ホルグルの外へとうながす。

　若頭かしら直々の誘さそいである。勇斗を囲んでいたとりまきは皆、なんとも名な残ごり惜おしそうな顔をしているが、遠えん慮りよするしかなかった。

「ありがとうな、兄貴。おかげで助かったよ」

　やはり人ひと混ごみというものは空気が淀よどむ。外の爽さわやかな空気は胸に心ここ地ちよかった。

「ふふっ、どういたしまして。七日ぶり、かな？　元気そうで安心したよ」

「あ～……そういや最近、兄貴とはすれ違ってばっかりだったからなぁ」

　ジークルーネに対しては目上には敬語を使えと言っておきながら、勇斗自身は実に砕くだけたものである。

　やはり丁てい寧ねいな口調というものは、堅苦しいし、よそよそしくもある。

　同じ家に暮らして長い。兄貴分への敬愛はより深まっていたが、この頃ごろになると、勇斗の兄に対する口調はざっくばらんなものになっていた。

「やれやれ、本当に薄情な弟分を持ったものだよ。フェリシアも寂さびしがってたよ」

「すんません」

　恐きよう縮しゆくしたように勇斗は首をすくめる。

　鉄の精錬以来、勇斗は家にも帰らずイングリットの工こう房ぼうで昼夜を忘れて作業に没ぼつ頭とうしている、なんてことがざらになっていた。

　帰るため、そして世話になった兄きよう妹だいへの恩返しのため、という部分が大きかったが、単純に物を創つくるということが楽しかったのだ。

「まったく昨日、父上からいきなり聞かされた時は寝ね耳みみに水みずだったよ。どういう心境の変化だい？　父上の直盃を受けるだなんて、さ。しかも私にまったく相談もなしで。私はそんなに頼たより甲が斐いのない兄貴かい？」

　ロプトの口調はどこか非難めいたものだった。

　これまでもロプトから正式に自分の組に入らないかと再三誘われてはいたのだが、いずれ元いた世界に帰るのだからと固辞していたのだ。

　常に穏おだやかな態度を崩くずさないと言っても、彼とて人間であることには変わりはない。勇斗を高く評価しずっと目をかけてきた身としては、恨み節の一つも叩たたかねばやっていられなかったのだろう。

「むしろその逆だよ。今までずっと世話になりっぱなしだったから、ね。いつまでも兄貴におんぶに抱だっこじゃいけないって思ったんだ」

　苦く笑しようとともに、勇斗は肩をすくめて答える。

　今の勇斗はもう、ロプトやフェリシアに守ってもらわなくては生きていくことができなかった弱い子どもではない。

　もう自分のことは自分で決め、自らの足で立って、自分の面倒は自分で見られると示したかった。

　なぜなら――

「今は俺おれなんかのお守りをしてる余よ裕ゆうは、ないだろ」

《狼》の行く末を決める戦がもう間近に迫っていた。

　若頭かしらという重責を担になう身であり、さらに今は《爪》との戦の準備に追われ多た忙ぼうを極きわめる兄貴分の手を煩わずらわせたくはなかったのだ。

「俺の使命は、《狼》に勝利をもたらすこと。俺は俺の最善を尽つくす。兄貴は兄貴の為なすべきことだけを考えてくれよ」

　大恩ある兄貴分の足手まといになど、なりたくなかった。

　助けられてばかりの情けない男ではなく、助けられる男になりたかった。

　今まで受けた恩を、少しでも返したかった。

　だからしがらみが生まれることは覚悟の上で、勇斗は宗主パトリアークの直盃を受けたのだ。







「このイアールンヴィズを守護するアングルボダよ！　我、《狼》が宗主パトリアークファールバウティが請こい願います。これより戦いに赴おもむく勇ゆう敢かんなる《狼》の兵士たちにどうかご加護をお与あたえください！　我らに勝利を！」

「「「「「勝利を！」」」」」

　ファールバウティが声を張り上げるや、大気が震えるような雄お叫たけびが街にこだまする。

　ついに《爪》が兵を挙げたという報を受け、聖塔フリズスキヤールヴの前には今、武装した兵士たちが手に持った槍やりの石いし突づきを地面に突つき立たてて綺き麗れいに整列していた。

　その数、実に一〇〇〇余名。

《爪》との国境グニパヘリル砦とりでに詰つめる五〇〇と合流し、総勢一五〇〇。《角》との国境沿いを守る兵は動かせないので、これが今の《狼》が動員できるほぼ最大の兵数である。

　対する《爪》は、これまでの情報を勘かん案あんすると、おおよそ二〇〇〇～二五〇〇ほどと見られている。

　兵数的にはやや見み劣おとりするが、今の《狼》の兵たちの右手には、敵の盾たてを砕き貫つらぬく強靭なる槍がある。左手には敵のいかなる攻こう撃げきも防ぐ頑がん強きようなる盾がある。

　しかも――

「若頭かしらロプトよ。儂の代理として全権を与える。軍を率い、仇きゆう敵てき《爪》を打ち破り、我らが祖先より代々受け継いできた《狼》の威い信しんを今こそ取り戻すのじゃ！」

「はっ！　必ずや」

　軍を率いるのは、《千幻の道化師アルスイオーヴ》のエインヘリアルにして、『嵐の中で稲光を生む者ビユーレイスト』の二つ名を近きん隣りんに轟とどろかせる勇将ロプトである。

　さらに旗下にはジークルーネ、フェリシア、そしてグニパヘリル砦を守る『最も強き銀狼マーナガルム』スカーヴィズという一いつ騎き当とう千せんのエインヘリアルたちも加わる万全の布ふ陣じんだった。

「ユウト、こちらへ」

「はっ！」

　ファールバウティに呼ばれ、勇斗は打ち合わせ通りに返事とともに宗主パトリアークの隣となりに立つ。

　視線が自分に集まるのを、はっきりと感じた。

　誓盃式の時は、重じゆう鎮ちんばかりだったとはいえ所しよ詮せんは数十人。だが今は桁けたが二つ違う。膝ひざの震えが止まってくれない。自分の体なのにまるで言うことを聞いてくれなかった。

　そんな勇斗の肩かたをファールバウティがガシッと力強く掴つかむ。不思議とそれで身体の震えは収まってくれた。

「皆ももう知っていよう。彼こそ昨日、儂が盃を交わした新たなる息子むすこ、アングルボダが我らに遣つかわしてくださった勝利の御子グレイプジークじゃ！　この者が我らの内にある限り、我ら《狼》の氏族の勝利は約束されておる！」

「「「「勝利の御子グレイプジーク！　勝利の御子グレイプジーク!!」」」」

「ははっ、すっげ……。ビリビリくる」

　巻き起こる熱狂的な歓声に、ただただ圧倒される。

　音というものが空気の振しん動どうであると知識では知ってはいたが、この身体の芯しんにまで響いてくる感じに、それを嫌でも実感させられる。

　この大歓声が全て自分に向けられているのだということに現実感がまるで湧かなかった。散々馬ば鹿かにされたトラウマは、まだ鮮せん明めいに心に刻まれていた。

「ほれ、応えてやらんかい」

「あ、ああ。そうだった」

　ファールバウティに促され、勇斗はこの日のために練習してきた営業用スマイルを浮うかべて手を振ふる。

　瞬しゆん間かん、歓声が一段と高まったように感じた。

　これが、勇斗がファールバウティの直盃を受けた理由だった。

　自ら武器を取って戦う力は、勇斗にはない。素人の自分が戦場にのこのこ付いて行っても、足手まといにしかならないだろう。

　そんな自分を歯がゆく思っていたら、士気高揚に一役買ってくれ、と老宗主パトリアークに頼まれたのである。

　この戦いに、まさしく《狼》と自分の運命がかかっているのだ。自分にできることは全てやり尽くしておきたかった。

　かつてはこの世界の何もかもが、大っ嫌いだった。だが今は……

　ロプトやフェリシアは言うに及およばず。ジークルーネもイングリットも、そしてファールバウティも今や勇斗にとっては守るべき大事な存在となっていた。

　少しでも、家族の為に何かがしたかったのだ。

「まったく大した人気だね、ユウト。さすがは勝利の御子グレイプジークだ」

　ロプトがからかうように言って、肩をすくめる。

　これから死と隣り合わせの戦場へ向かうというのに冗談を言える。その胆力に、やはり勇斗は頼もしく感じつつも、嫉妬してしまう。

「《狼》に勝利をもたらすのが俺の使命だからな。これぐらいはしないと、ね」

　勇斗もせいぜい余裕ぶって、口の端を吊つり上あげてみせた。尊敬する兄貴分の前で、あまり醜しゆう態たいは晒せない。

「でも、俺に出来るのはここまでだ。後は頼たのむぜ、兄貴」

　グッと拳こぶしをロプトのほうへと突き出す勇斗。

　その意味をわからぬ兄貴分でもない。

「ああ。任せておけ」
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　自信に満ち溢れた笑えみを浮かべて、コツンと拳を打ち合わせる。

　そして兵士たちへと振り返り力強く叫さけぶ。

「全軍、出撃！」







『そっか。ロプトさんもフェリシアさんもジークルーネさんも、みんな戦いに行っちゃったんだ。心配だね……』

「ああ。まあ三人ともエインヘリアルだし、滅多なことはないと思うけど、な」

「うん、そうだね。きっと大丈夫だよね。でもその人たちには悪いけど、勇くんが戦に行かなくて……ほんと良かったよ』

「うん、まあ、心配するな。俺はこうして安全なとこにいるから。しっかし、おかげですっかり静かになっちまってさぁ」

『……もしかして勇くん、寂しい？』

「ばっ、ち、ちげえよ！」

『声が裏返ってる』

「ちっ」

　何とか反論したかったが、勇斗は憮然と舌打ちするに留めた。実際に寂しいと感じてはいたので、ボロが出そうだと思ったのである。

　出陣式を終えた後、一人、家に戻った勇斗であったが、辺境の弱小氏族といっても一応は若頭かしらの邸宅だ。やはり独りで使うには広すぎた（下女のアンゲラは本宅の隣の小屋で暮らしている）。

　人の気配が感じられないことに無性に寂しさが募り、気がつけば勇斗の足は聖塔フリズスキヤールヴへと向かっていたという次し第だいである。ただそれを幼おさな馴な染じみの前で認めるのは、勇斗のプライド的に癪しやくではあった。

「あ～、ちょっと調べたいこともあるし、そろそろ切るな」

『あ、うん。わかった。じゃ、また電話してね。バイバイ』

「ああ、またな」

　通話が出来ると分かったばかりの頃は、二人とも別れを惜しみまくったものだが、さすがにこの頃になるとけっこうサバサバしたものである。

　勇斗は慣れた手つきで今度はブラウザソフトを立ち上げる。そして確かく認にんしたい項目をあらかた読み終えたところで、ふっと画面の電源が落ちる。

「おっ、ほんとギリギリだったな。ちょっと長電話しすぎたか」

　勇斗は自じ嘲ちようするように鼻を鳴らす。やはり知り合いがいなくなったことで、自分が思っている以上に寂しく感じていたらしい。

「今いま頃ごろみんなはどの辺かな。えっと確か今日いっぱい北上してから東進するんだったよな。ってことは北門があっちだから……」

　と、目を凝こらしてはみたものの、広がっているのは暗くら闇やみだけでまったく何も見えなかった。

「今ごろあいつらもこの空を見上げてんのかな」

　言って、勇斗は空をあおぐ。

　美み月つきには心配するなと言ったものの、やはり自分だけ安全なところにいるということにどうにも良心の呵責があった。

　ただ帰りも待つことしかできない自分がなんとも歯がゆくて、何か一いつ緒しよなことをしていたかった。感傷だ、と頭ではわかっているのだが。

「ん？　あれ、なんか北斗七星に似てるな。うん、あのひしゃくのような星の並び、やっぱ似てる。こっちにもあんのか……ってちょっと待てや！」

　思わず自分にツッコミを入れて、空を凝ぎよう視しする。

　田舎育ちで星空には慣れ親しんでいる勇斗である。子どもの時分から美月に誘われて星空鑑賞なんてことも何度かやっている。

　さすがに八八星座全すべてを言えるなんてことはないが、北斗七星はその格好いい響きが好きで、しっかりと覚えていたのだ。

「うん、近くにあるあのちっちゃいひしゃくは、こぐま座だよな。おいおい、なんで異世界なのに見える星座が一緒なんだよ？」

　まるで狐につままれたような気分だった。







「へ？　北極星ってひしゃくの柄のあの星じゃねえの？」

「はい、そちらではなく、すくう部分の底にあたる明るい星です。より正確な北は、底の部分よりもう少し下のほうですが」

「そ、そうか。ありがとな、助かった」

　神官に礼を言って、勇斗はそそくさと礼拝堂を後にする。

　北斗七星を発見した次の日の夜から、勇斗は早さつ速そくネットで全天図を探し出し確認作業に入っていた。

　結果としては、まったく星の配置が一緒だったのである。

　まったく不覚すぎた。

　都会の人間ならば、この宝石箱のような星空に感動を覚えたのだろうが、勇斗は見慣れすぎていて、今さら特別な関心を寄せるほどのことではなかったのである。

「しかし北極星が違うってのはどういうことだ？」

　わからないことがあればとりあえずネット検索するググるのが、現代日本人の常識である。

　今日は月がかなり大きく、聖塔フリズスキヤールヴの下でもネットが繋つながった。

「へ～、そういうことか」

　すぐに該当項目を見つけ、勇斗は納なつ得とくの吐と息いきをつく。

　なんでも地球の歳差運動――コマを回した時に起こる首振り現象――により、時代によって北極星は変わるというのだ。

　勇斗の知る北極星が、北極星となったのは一六世紀頃ころからで、それ以前は先さき程ほどの兵士たちの言った星『コカブ』が北極星だったのだという。

「つまりもしかして俺って……異世界じゃなくて過去に来てんのか？」

　このコカブが北極星だったのは紀元前一五〇〇年～西暦五〇〇年ぐらいだという。ただコカブは天の北極からは多少ずれていて、その前の北極星トゥバンと併用して北を割り出すという期間も長かったらしい。

　先程の兵士もそれを示唆するようなことを言っていた。

「車輪のスポークが発明されたのが紀元前二〇〇〇年頃ごろらしいから、さすがにそれよりは後っぽいけど。だーっ、幅広すぎっだろー！」

　星の位置をしっかりと計測すれば、もう少ししっかりとした年代は割り出せそうな気はするが、そんな計測ができる器具も知識も勇斗にはない。

「はあ、ま、電子書籍でも買ってお勉強するとすっかね」

　言ってとりあえず目ぼしい本を見つけてポチってダウンロードしておく勇斗であった。







　多くの者が戦いくさへと駆り出されたといっても、街の人間が全員いなくなるわけでは決してない。街の営みは戦の間も多少活気は消えても絶え間なく続いていた。

「裁判は中止だ中止ーっ！」

　ロプトに率いられ、《狼おおかみ》軍が出征して三日後のことである。町外れの川辺に集まった人だかりをかき分け、勇斗は叫んでいた。

　話を聞くや、慌あわてて走ってきたので息も絶え絶えである。

「ふ～～、なんとか間に合ったか」

　額の汗あせを拭いつつ、勇斗はほっと安あん堵どの吐息をつく。見れば、容疑をかけられた中年の女性が、今にも川に足を踏み入れようとしているところだった。

　これが、イアールンヴィズ流の裁判であった。

　ユグドラシルにおいて、豊かな実りを運んでくると同時に氾濫し洪水となって人々の生活を破は壊かいするそんな二面性を持つ川は、とても神聖なものであると考えられていた。

　そこで疑わしき者を母なるケルムト川へと身を投じさせ、裁定を川に宿った神に下してもらうのだ。罪人であれば流され溺れ死に、無罪であれば流されずに助かるという実に大雑把極まりない判定である。

「しかしユウト様、この者は私の娘むすめを殺したのやもしれぬのです！　このままでは我が子が浮かばれません！」

　若い女性が容疑者を憎々しげに睨みつけ、勇斗へと訴えてくる。

　罪を犯した者は裁かれねばならないと勇斗も思う。しかし、日本で過ごしてきた勇斗にしてみれば、こんないい加減極まりない『神判』で罪の有無を調べるなど、狂気の沙汰というしかなかった。

「このひとが本当に犯人なのかどうか、ちゃんと俺が責任をもって調べさせる。追って沙汰を下すから、それまで待ってくれ」

　勇斗はきっぱりと宣言する。

　あの中年の女性が本当に罪を犯したのかどうかは、神ならぬ勇斗にはわからない。否、神とやらにもわかるとは思えない。だからきっちりと調べるつもりだ。

　先日までの勇斗は、このふざけた裁判を指をくわえて見ているしかなかった。勝利の御子グレイプジークと敬われてはいても、所詮は若頭かしらロプトの食客にすぎず、何の権限もなかったからだ。

　だが、今の勇斗は違う。《狼》の序列一〇位の幹部として十分な裁量を与えられている。今それを使わずしていつ使えというのか。

「ママーッ！　ママーッ！」

　幼い声にちらりと容疑者へと視線を向けると、一〇歳ぐらいの愛くるしい女の子が抱きついていた。

　どうやら娘がいたらしい。無実の罪であの女の子から母親を奪うことは断じて許されることではない。

　勇斗としてはこれ以上ないほど正しいことをしたつもりであったのだが、

「ユウト様、邪じや魔まをしないでくださいませ。私には何一つ心にやましいことはなかったのに」

　助けたはずの母親から恨みがましく文句を言われる始末である。

　勇斗が裁定を下すまで疑いの眼めで見られるのが耐たえられないのだと言う。神に裁定を下してもらえばたちどころに終わるのに、と。自分は何も悪いことをしていないのだから助かるに決まっていると信じているのだ。

　開いた口が塞がらないとはこのことである。

　確かにユグドラシルにはエインヘリアルと言う神に選ばれた存在がおり、もしかしたら神という超常の存在がいるのかもしれないが、所詮は、ごく少数の人間に恩寵を与えるだけではないか。

　どうしてそこまで神とやらが信じられるのか、と頭痛を覚えずにはいられない勇斗であった。







「ユウト君、あまり欲張ってはならんぞ。定められた量以上を手にしようとした者には神は厳しい罰を下すと相場は決まっておる」

「だーかーらっ！　クローバーは植えればむしろ地力が回復するんですってば。家畜の飼料になるし、しかもそれで育った家畜の糞ふんも肥料になるから、むしろ土地が肥えて来年の収穫量は上がるんです！」

「いやいや、それはさすがに信じられぬ！　連作をすれば土地は力を失うものじゃ。そう、どんなものでも使えば減る。使ったのに増えるなど、そのようなことは神が定めた道理に反しておるわ」

　バンッと机に掌てのひらを叩きつけ、相手の男がきっぱり言い切る。頭の中央が禿げ上がり、側面にだけ髪かみが残った壮年の男である。

　ほとんどの者から勝利の御子グレイプジークと讃えられるまでになった勇斗であるが、未いまだ勇斗のことを認めようとしない人間も少なからずいる。

　この男はその急先鋒で、名をブルーノと言う。神官長として《狼》の儀礼祭事を取り仕切っており、フェリシア主導の儀式で降臨した勇斗のことをとにかく毛嫌いしているのだ。

『あれは神の遣いなどではなく、悪魔の遣いだ、あの禍まが々まがしい黒くろ髪かみがその証拠だ』と公言してはばからない。宗主パトリアークファールバウティに四〇年来つき従ってきた股肱の弟分で発言力も高く、勇斗にとってはまさに目の上のたんこぶのような存在だった。

「あーもうっ！」

　ガリガリガリガリッと勇斗は苛いら立だちに頭を掻きむしった。

　もう一時間以上もこんな調子で議論は平行線をたどっている。こちらはちゃんとスマートフォンで徹てつ底てい的てきに調べてきっちりとした理屈を語っているというのに、相手のほうは何かにつけては神、神、神である。これでは話し合いにならない。

　先日の神判のこともあり、あまりの馬鹿馬鹿しさに勇斗の堪忍袋の緒おもさすがに切れかけていた。

「無論、ユウト君が鉄の精錬法をはじめ様々な知識に精通しておるのは知っている。じゃが失敗も少なくないと聞いておるぞ？　我ら《狼》には耕作に適した土地は極めて少なく、それを万が一にも失うわけにはいかぬのじゃ！」

　続けて発せられたブルーノの言に、その場にいる幹部たちがうんうんと頷うなずいている。

　どうやらこの場には勇斗に賛意を示してくれる人間はいないようだった。ほぼ完全に孤立無援の状態である。

　それでも勇斗は負けじと声を張り上げる。

「土地が少ないからこそ有効活用しなくちゃいけないんでしょうが！　失敗を恐れて手をこまねいてたらずっと貧乏のままだ！　これから生まれる子どもたちに、たらふく飯ぐらい食わせてやらなくてどうすんですか！」

　街を歩けば、ひもじそうに腹を空かせた子どもたちを目にしない日はない。そして見るたびにどうにかできないのかとずっと義憤を感じていたのだ。

　もうそろそろ大麦の収穫時期を迎える。ネットで勇斗が確認したところでは、クローバーは大麦の次に植えるとある。

　義を見てせざるは勇なきなり、だ。

　活用法を知らないならともかく、知ってしまった以上、このまま休耕させるのはあまりにもったいなかった。

　その後も勇斗は熱弁を振るい続けるが、目の前の頭の固い男たちの首を縦に振らせることは結局叶うことはなかった。







「くそったれ、何が神だ！　そんなに神が正しいって思うんなら全員川に飛び込んで、理想を抱いて溺死してろ！」

「おうおう、ずいぶんと荒れとるのう？」

　その夜、勇斗が聖塔フリズスキヤールヴの神殿ホルグルの壁かべを不遜にも蹴けりつけていると、背後から苦笑混じりのしゃがれた声が響ひびいた。

　これまでも何度となくここで顔を合わせ、すっかり馴染みになっている声だった。

「なんだ、じいさんか。また呑のんでんのかよ。いい加減にしないと身体壊こわすぞ」

　ファールバウティである。

　勇斗は美月との電話に聖塔フリズスキヤールヴに足しげく通い、ファールバウティはここで月見酒に興ずるのが楽しみの一つである。

　自然、二人が顔を合わす機会が増えるのは道理であった。

　やれやれとわざとらしく老宗主パトリアークは首を振ってみせる。

「もうじいさんではないわ。盃さかずきを交かわした親の顔も忘れたか。嘆かわしい」

「ああ、そういやもうオヤジなんだっけか。すっかり忘れてたぜ」

「ふん、相変わらず口の利き方を知らんクソガキじゃな」

「へっ、相変わらず口の減らねえクソオヤジだな」

　言い合って、二人はニヤッと心得たように笑い合う。

　ここで会った時はまずは憎まれ口の応酬をするというのが暗黙の了解となっていた。

　一応、二回目に会った時には勇斗もすっかり頭が冷えており、礼儀正しく前回の非礼を詫びたのだが、似合わないだの、薄ら寒いだの、心がこもっていないだの、さんざんな言われようをして以来、ぶっきらぼうな態度を貫いている。

　当時はムカついてあまり深く考えなかったが、後年、宗主パトリアークになった後、勇斗はファールバウティの気持ちがよくわかった。

　宗主パトリアークといえば、当たり前だが国で一番偉く皆みなからかしずかれる立場だ。敬われるということは他人行儀に扱われるということでもある。

　このいついかなる事態であろうと動じず揺るがず洒しや落れっ気けも忘れない、そんな人生の酸いも甘いも噛み分けた経験豊かな古強者の老人ですら、どこかそれに寂しさを感じ、一人ぐらいは気易く話せる相手が欲ほしかったのだろう。

「そう言えば、ブルーノとやりあったそうじゃの？」

　老宗主パトリアークはよっこいせとその場に腰掛け、羊の胃袋で作った水筒から盃へと酒を注ぎつつ言う。

　ムカツク男の名前を出だされて、勇斗は思わず顔をしかめる。さすがに宗主パトリアークだけあって昼間の一件をしっかり把握しているようだった。

「ああ、あの石頭、ほんとどうにかならねえかな。俺の邪魔ばかりしやがって」

「かかかっ、まったくヌシは、いろんなことを知っておるのに、肝かん心じん要かなめの人間というものを知らんな」

「あぁん？　どういうことだよ、オヤジ」

「根回しもせずに意見が通るはずもなかろうて」

　くくっと意地悪げにほくそ笑んでから、老宗主パトリアークはぐいっと盃をあおる。

　なんとなく馬鹿にされたような気がして、勇斗は憮然となる。

「裏でこそこそするってのは性に合わねえんだよ」

　そんな汚いことをしなくても、勇斗には押し通せる自信があったのだ。

　ノーフォーク農法を導入すれば、隔年栽培が主流のこのユグドラシルでは爆発的に農業生産量が増える。しかも雪だるま式に年々と！

　誰だれも損をしない、皆が幸せになれる、そんな画期的な案なのだ。

　きちんと説明をすれば皆わかってくれると思っていたのに、結果は神などというわけのわからないものに押し潰されたのである。

　それは神殿ホルグルの壁ぐらい蹴りたくもなるというものだった。

「わっかいのう。まあ、今回は根回ししたところで通るはずもないが、の」

「……なんでだよ？　これをやればもう食い物に誰も困らなくなるんだぞ。なんで通るはずがねえんだよ!?」

　さすがに納得がいかず、勇斗は憤いきどおりをそのまま老宗主パトリアークへとぶつける。

　白しら髪がの老人はぷはーっと大きく酒臭い息を吐はいてから、

「簡単じゃ。もちろん神への畏れも理由の一つじゃが……それ以上に、ヌシに出世されては自分たちの地位が脅かされるからじゃよ」

「……………………は？」

　予想外すぎて、勇斗は老宗主パトリアークの言葉を理解するのに、たっぷり一〇秒近くをかけねばならなかった。

　ようやく飲み込めたところで、やはり意味はわからなかった。

　あまりに、馬鹿馬鹿しすぎて。

「おい、待てよ、オヤジ。あいつら今の《狼》の状じよう況きようがわかってんのか？」

　まさに今、若頭かしらロプトをはじめ、《狼》の勇者たちが決死の覚かく悟ごで《爪つめ》へと進軍しているところなのである。

　勇斗の発明の数々を売りさばくことでなんとか今回の戦の糧食を確保したが、そちらを優先したせいでやはり街にはまだまだ食料が絶対的に足りない。

　今もイアールンヴィズには飢えてろくに食べられない人間が山ほどいるのだ。

「権力争いなんてくっだんねえことしてる余裕がいったいどこにあるんだよ!?」

　老宗主パトリアークが悪いわけではないとわかってはいたが、さすがに怒鳴らずにはいられなかった。

《狼》の人間みんなを幸福にできるはずの案なのだ。だというのに却下した本当の理由が『ただ勇斗の足を引っ張りたかった』など、ふざけるにも程ほどがあった。

「どんな時でも自分が可愛かわいいというのもまた人間の業というものよ。全員が全員ではないが、の」

　老人の言葉は、数十年、国のトップとして人々を治めてきた人間の達観であったが、さすがに若い勇斗には納得できるものではなかった。

　皆が少し私心を捨てて全体のことを考えて動けば全てが上う手まくいくのに、と思わずにはいられない。

「まあ、もう少し客観的になってみることじゃな。ほれ、ヌシは一〇の半ばで、儂わしの直盃を受け、序列一〇位の地位を得た」

「別に俺がくれっつったわけじゃねえだろ。むしろあんたが押し付けたもんだ」

「まあ聞け。で、地位を得るなり、新参者で職人の癖くせして政治にまで口を出してきた。それも国の根幹を為す農業にじゃ。面白かろうはずもなかろうて」

「む……」

「ああ、そう言えばユウト、ヌシは儂がやった給料をはたいて人を雇って、酔すい狂きようにも街の掃除なぞさせとるそうじゃの？」

「別に酔狂じゃねえよ。けっこう街には生ゴミやら、人や犬猫の糞尿が転がってたからな。ああいうのを放って置いたら病気が流行りやすいんだ」

　ユグドラシルに来てしばらくの間、散々腹痛に悩なやまされたのは勇斗のトラウマである。

　その苦い経験的にも、不衛生な状況は我が慢まんならなかったのだ。

　一応ロプトに進言はしておいたのだが、彼かれも忙しかったのか一向に清掃が行われる気配がなかったので、せっかく幹部になったのだからと実施したのである。

「ほう、なるほど。そういう意図があったのか」

「まあ、単純に街が綺麗なほうが気持ちいいってのもあるけどな」

　実施してまだたった三日ではあるが、路上に溜たまっていたゴミの類たぐいが一掃され、勇斗としては実に満足だったのだが、

「くくっ、ブルーノたちがどう思ってるのか教えてやろう。幹部になった途端、民たみたちの人気取りに精を出しやがって。やはりもっと高い地位を目指しているらしいな、じゃ」

「は……はあああああああ？」

　あまりに見当外れな邪推に、勇斗はもう開いた口が塞がらなかった。

　彼の心に広がるのは、ただただ気持ち悪さであった。

　とにかく醜悪すぎて、理解したくもないというのが正直な心境だった。

　そんな勇斗の心を見み透すかしたように、老宗主パトリアークは空を見上げて言う。

「ユウトや。ヌシの放つ光は強い。それこそ空に輝かがやく太陽のようじゃ。じゃがな、光があればそこに必ず影が生まれるものなんじゃよ」

「影？」

「ああ、ヌシの放つ光は実に多くの者に希望を与え明るく照らす力があるが、それだけに人の心の闇をも強く引き出す事もあろう。儂とて後一〇年若ければ、ヌシに取って代わられるんじゃないかと心底恐ろしくてかなわんかったじゃろうな。ヌシのような智慧があれば、と今でも嫉妬を覚える。三〇年若ければ、苦労して苦労してやっと手に入れた地位をあっさりと飛び越えていく若造を憎悪せずにはいられんかったかものう」

「……くっだんねえ」

　ただ一言で、勇斗は切り捨てた。

　そんなことは正直、勇斗にはどうでもいいとしか思えなかった。

「ああ、くだらんな。じゃが、な。権力への執着は人の心を狂わせる。英えい雄ゆうと呼ばれる者は得てして、このくだらんことに足をすくわれるものなんじゃ。気をつけい」

　この言葉の意味を、やがて勇斗は後こう悔かいをもって知ることになる。







「なんとも激しく、そして疾い用兵よ。これは指揮を取っているのは若頭かしらのロプトかの」

　たるんだ自らの顎あごを親指と人差し指で揉みつつ、男は唸うなっていた。

　腹もぷっくりと膨ふくらんでおり、なんとも鈍重そうな印象である。前線に出ればたちどころに敵に倒されてしまいそうだ。

　顔にもにこやかな笑え顔がおを浮かべ、いかにも人が良さそうである。

　だが、目だけは違ちがった。細められた目から放たれる光はどこまでも冷たく、感情を映さず、まるで獲え物ものを狙ねらう爬は虫ちゆう類るいのようだった。

　彼の名はボドヴィッド。当代の《爪》の宗主パトリアークである。

　ここはグニパヘリル砦から東へ徒歩で一日ほど歩いたところにある丘陵地帯である。ここで《爪》と《狼》の軍は遭遇し、そのまま戦いへともつれこんでいた。

《爪》が二五〇〇に対して、相手方はざっと一五〇〇といったところか。よくもまあこんな兵数で自ら攻せめてきたものだと嘲ちよう笑しようしたものだが、蓋ふたを開けてみれば押されているのは《爪》のほうであった。

「さすがは『嵐の中で稲光を生む者ビユーレイスト』と言いたいところだが、少々、手強すぎるな。はて、兵数ではるかに勝まさるうちを正面から圧倒できるほど《狼》の兵は強かったか？」

「あの若頭かしらが《狼》随ずい一いちの名将であることは確かですが、この手強さはそれだけではないかと」

　ボドヴィッドの右みぎ脇わきに控えていた小さな少女が、頷きつつ言う。

　年としの頃ころは一一～一二歳かそこら、なんとも愛くるしい容姿をしている。しかし、その瞳ひとみは全てを見透かすような冷たい知性をしっかりと宿していた。

「ほう？　やはりお前の持ってきた情報は正しかったということかな、クリス？」

「ええ、やはり《狼》は鉄の精錬に成功しているようですわ」

「ふむ、勝利の御子グレイプジークというのもあながち嘘うそではなさそうだな。くっ、くくくく！」

　実に楽しげに、ボドヴィッドは笑みをこぼす。

　敵の将軍は若くして近隣に名を轟かせる名将であり、率いる兵士は頑強なる鉄の武具を身につけた最強の精鋭である。

　実際戦ってみて確信した。まともにぶつかっては勝機はない、と。

　それがわかっていてなお、否、わかるからこそ、彼の笑いは止まらなかった。

「つまり、そやつを我わが手中に収めれば、私の覇者の芽も出てくるというわけじゃな？」

「はい、他にも不思議な代しろ物ものを次々と作り出しているのだとか。それらがあれば今回のことも元は十二分に取り返すことができるかと」

「そうかそうか」

「アタシは砂じや利りなしパンが食べたいっ！」

　突とつ如じよ、ボドヴィッドの左脇に控えていた小さな少女が、それまでの空気をぶち壊すように大声を出す。

　容姿は先程からボドヴィッドと話していた少女と瓜うり二ふたつ、しかし、この少女にはなんとも脳天気な無邪気さが漂ただよう。

　冷たい目の少女が呆れたようなため息をこぼす。

「はあ、まったく意地汚いですね、アル姉は」

「でもでも、その話を聞いてから食べたくて仕方なかったんだもん！」

　時を合わせたように、天真爛漫な少女のお腹がぐ～っと鳴る。

　どうやらお腹も空いていたらしい。

「はあ、嘆かわしい。時と場所をちゃんとわきまえてください、アル姉。今、前線では兵士の皆さんが必死に戦っている真っ最中なのですよ。もっと緊張感を持って下さい」

「あううっ、ご、ごめんなさい」

「……とは言え、アル姉がそう言うだろうことはわかっておりました。すでにここに用意してあります。ワタシもつくづく甘いですね。まったく卑しい姉を持つと苦労します」

「うわーい、さっすがクリス。愛してるー！」

「と、いうわけで、今月のお小遣い全部と交換でいいですよ」

「クリスのほうが意地汚くて卑しいよ!?」

　あまりの暴利に無邪気な少女も目を剥く。

　しかし、やはり目の前に差し出されたご馳走には、空腹状態では抗えなかったらしい。

「わ、わかったよ。そ、それでいい！」

　姉は断腸の思いで申し出を了承し、パンを受け取る。

「さぁて、どんな感じなのかな　あ～ん！」

　無邪気な少女はそれはもう大口を開けてパンへとかぶりつき――

　がきっ！

「あいたーーーーーーーーーーーっ!!」

　世にも無残な悲鳴を上げた。

　いつもは砂利があると警けい戒かいしてぼそぼそとパンに噛み付いていた彼かの女じよだが、ないと信じこんで思いっきり力いっぱい噛み付いてしまった末路であった。

「くくくっ、アル姉はほんとかわいいですね」







「押せ押せ、押し切ってしまえ！　勝利はすぐそこだ！」

　襲い掛かってくる《爪》の兵士を相手の持つ剣ごと斬きり伏ふせて、ロプトは声を張り上げる。
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　戦いは終始、《狼》優勢で進んでいた。

　なんといっても凄まじいのが、鉄の武具の威い力りよくである。数度も打ち合えばそれでもう相手の武器も盾たても破壊してしまうのである。しかも、それでいて青銅の武具より軽量で扱いやすい。

　敵の数はこちらより多かったが、物の数ではなかった。これが本当に昨年大敗した相手かと疑いたくなるほどである。

　この決戦に悲壮な決意を固めて臨んでいただけに、正直拍ひよう子し抜ぬけさえしたほどだ。

「ロプトーっ！　その首貰い受ける！」

「ぐぅっ！」

　振ふり下おろされる鉄斧を、ロプトはなんとか受け止める。

　だが、そのあまりに重い一いち撃げきに、腕うでに痺れが疾った。

　これほどの豪腕と、鉄の武具を持っているのは、ロプトの知る限り《爪》には一人しかいなかった。

《あらゆる力の要求にこたえる者アルスヴイズ》のエインヘリアルで、『最も強き銀狼マーナガルム』スカーヴィズと伍する《爪》最強の勇者――

「ムンディルファリか！」

「ふん！　我が一撃を受け止めるとは、本当に鉄を手に入れたらしいな」

　ギリギリと力で強ごう引いんに押し込みつつ、髭面の強こわ面もての男がニヤリと口の端を吊つり上あげた。

　聞きしに勝る凄まじい腕わん力りよくであった。

　こんな怪かい物ぶつと真っ向から力勝負をするほどロプトは馬ば鹿かではなかった。

「ふっ！」

「ぬぅっ!?」

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ力を抜ぬき、絶妙の呼吸でムンディルファリの鉄斧を滑らせる。

　そして相手の身体が流れた隙すきを突ついて、すかさず斬きりつける。

「甘あまいわ」

　ムンディルファリはダンッと大地を踏み締め、流れる身体を無理やり力で押し止め、返す斧でロプトの剣を弾く。

　その斧をさらに滑らせて受け流し、ロプトは剣を横薙ぎに一閃するも、ムンディルファリはそれを読んでいたように慌てることなくサッと後ろに飛びすさり、ロプトの剣は虚しく空を斬った。

「チッ、やっぱり手強いな」

　剣を素早く構え直し、ロプトは舌打ちする。

「その年であの痩せ狼の柳の技法を体得しているとはな。貴様のルーン《千幻の道化師アルスイオーヴ》がいかなる技も盗み取るというのはあながち嘘でもなさそうだな。だが所しよ詮せんは猿真似よ。俺おれにはそれは通じんぞ。本物をこれまでも散々味わっておるからな」

　トントンと人差し指で鼻っ柱のところを横一文字に走る傷きず痕あとを指し示し、ムンディルファリが得意げに笑う。

　どうやらあれが、スカーヴィズを相手にした時の名誉の負傷らしかった。

　すなわち、《狼》最強を誇ほこる『最も強き銀狼マーナガルム』スカーヴィズと幾いく度どとなく斬り合ってなおその程度で済んでいる猛者ということである。

「ふふっ、ならばそんな貴方あなたを倒せば、私が『最も強き銀狼マーナガルム』を襲名できるということかな？」

「ケツの青い小童が百年早いわっ！」

　お互たがい口上を切るや、再び剣と斧を打ち合わせる。

　その後、斬り合うこと実に数十合、まったく決着はつかない。

　だが、少しずつ少しずつ均衡は破られつつあった。

　力量は極きわめて伯仲していたが、唯一つ、似たような強敵を相手にした経験においてムンディルファリに一日の長があった。

　ムンディルファリは一撃の威力を捨て手数を増やしていた。熊のような巨体の持ち主だが、その動きは信じられないほど機敏で巧緻である。

　こうなっては受け流すのは容易ではない。自分でも言うようにスカーヴィズの技法を熟知しているのだ。

「トドメだ、死ねい！」

　裂帛の咆ほう哮こうとともにムンディルファリの鉄斧が、ロプトの脳天から股下までを一気に斬り下ろす。

　金きん髪ぱつの青年の身体が無残にも真っ二つに断ち分かれた――

　――が、そこに何の手応えもなく、噴き出す鮮血もなく、水面に映る鏡像のごとく揺らいで、そして消える。

「ぐあっ！」

　次の瞬しゆん間かん、左目に熱く疾る激痛に、さしものムンディルファリも苦く悶もんの声をあげた。

　並の者ならばその場にうずくまっていたかもしれないが、そこは戦士の生存本能が勝った。咄とつ嗟さに大きく後ろへと跳び、自らの眼を奪った憎き仇かたきの姿を捉とらえる。

「ふむ、半歩だけ浅かったか」

　ロプトは手に持つ鉄剣の切っ先から血を滴らせつつ、小さく舌打ちする。

　その右半身と左半身はしっかりと繋がっており、両足はしっかり大地を踏みしめていた。

「おのれ、呪歌ガルドルか……っ！」

　左目を押さえつつ、ムンディルファリが呪詛のような声を絞り出す。その手がどんどん血で赤く染まっていく。

　呪歌ガルドル――呪まじないをこめた歌により、耳にする者に様々な効果を与あたえる魔術の一種だ。ムンディルファリが斬ったのは、これによって生み出された幻だったというわけである。

「ああ、妹のを盗ませてもらったんだ」

「くっ、俺としたことが不覚をとったわ」

「片目ではもう私の攻こう撃げきをとらえきれまい。《爪》一番の勇者である貴方の首を獲れば、我が軍の士気はさらに跳ね上がるだろう。我ら《狼》の……勝利だ！」

「ぬうっ……！」

「寂しくないようあの狸親父もすぐに冥土へと送って差し上げよう。安心して我が剣の錆となるといい」

　冷たく言い捨てて、ロプトはムンディルファリにトドメを刺さんと一歩踏み出し、

「「「うおおおおおおおおおおおおおおお!!」」」

「「「うおりゃああああああああああああああ!!」」」

　突如として左右両方から湧き上がった鬨の声に、愕がく然ぜんと足を止める。

　いったい何事かと思った。

　声の大きさ、大気の震ふるえからして、双方ともに一〇〇〇人は下るまい。

「ふ、伏兵だと!?」

　だが、《爪》のどこにそんな兵力があったというのか。

《爪》の国力で用意できるのは二〇〇〇から二五〇〇が限度だったはずだ。《爪》に送り込んでいた間者からの報告でもそれは裏付けられている。

　そして今、《狼》軍の前に立ちはだかっている敵は、明らかにこちらを数で上回っている。明らかにおかしかった。計算が合わない。

　だが、決して幻ではなかった。

　左右から大人数が激しく大地を踏み鳴らす地響きが轟いたかと思うや、怒号と悲鳴、金属と金属がぶつかり合う音が巻き起こっていた。

「ようやくか。ふふふっ、待たせてくれる」

　肩かたを震わせつつ、ムンディルファリ。その顔には勝利を確信した笑えみが浮うかんでいた。

　事実、勝敗はすでに決していた。

　軍の陣形というものは、前方の敵を撃滅するように構成されている。

　その性質上、側面や後方からの攻撃には滅法弱い。

　つまり、言い換えれば、いかにその敵の弱点を突くかが兵法の要であった。

　前、右、左と三方向から攻撃を受けては、いかに鉄の武器を装備し精強となった《狼》軍と言えど、あまりにも分が悪すぎる。勝ち目はない。

　瞬またたく間まに兵士たちの心に動揺が広がっていく。

　そしてそれが絶望へと変わるまで、そう時間はかからなかった。







ACT6







　シュッシュッシュッシュッ……

　チャプッ……

　シュッシュッシュッシュッ……

　工こう房ぼうには、ただただ水音と刃は物ものを研ぐ音だけが響いていた。

　そっと勇ゆう斗とは刀身を持ち上げ、窓から差し込む朝日にかざしてまじまじと確かく認にんし、再び砥ぎ石へと押し当て、黙もく々もくと擦る。

　その脇にはイングリットが椅子に腰掛け、瞬き一つせずその作業の一部始終を見つめている。

　勇斗は何度も何度も飽きることなくその作業を延々と続け、やがて――

「出来……た……」

　掲かかげた刀身を見つめ、勇斗は放心したような吐と息いきをつく。

　その顔は、極度の精神集中の為ためだろう疲ひ労ろうの影が色濃かったが、一方で全力を出し尽くした達成感に満ちていた。

「凄すごい、な。見ているだけで背筋がゾクゾクするよ……」

　はあああっとイングリットがただただ感嘆の溜ため息いきを漏もらしていた。

　その名声は帝てい都とグラズヘイムにも届き、ユグドラシルでも五本の指に入ると謳われた名工の彼女が、その出来栄えに完全に魅入っていた。

「そう褒めるなよ。そこまで出来に満足はしてねえんだから」

「こ、これでかっ!?」

「ああ、これじゃあ理想には程遠い。でも、なんとか及第点、かな。まあ、実戦向きに刃肉を厚めに作ったしなぁ。無骨になるのもしゃあねえか」

「つーか、こんな凄いものが作れるんだったら、なんでさっさと作らなかったんだ？　時間は十分にあったはずだろ？」

　魅入られたかのように惚れ惚れと飽きることなく刀身を見つめ、イングリットが言う。

　勇斗は自じ嘲ちようするように、フッと小さく苦く笑しようする。

「いろんなものを作ってきたけど、さ。これは、これだけは……なかなか決心がつかなかったんだよ……。殺したいほどに嫌きらいな男が、後生大事に磨き上げてきた忌まわしいもの、だからな。正直、生涯二度と関かかわるまいって、思ってた」

「そっか。でもじゃあなんで今になってそんな曰くつきなもの作ろうって思ったんだ？」

「この《爪》との戦いが終われば、使命を果たし、俺は元いた世界に帰る」

「お、おい……気が早えよ」

　イングリットが慌てたように口をはさむ。

　彼女には自分が別の世界から来たということは伝えていた。そしていつか帰るのだ、と。

「俺、さ。物心つくかつかないかの頃ころからこいつに魅みせられちまっててよ。学校の連中とも遊ばず、こうして金かな槌づちばっか振るってた」

　勇斗は隣となりに置かれた金槌を拾い、昔を懐かしむようにぶんぶんと振るう。

「ほんと、さ。仲がいいって言えるのは、一つ年下の幼おさな馴な染じみの女の子ぐらいで」

「女……か」

「ん？　なんでそこだけ繰くり返かえす？」

「い、いや、な、なんでもない。つ、続けろ！」

「あ、うん。まあ、そんな感じで俺、知り合いとかはいても、友達って呼べるヤツはいなかったんだよ」

「あたしと一いつ緒しよだな」

　腕を組み、しんみりとイングリットは言う。

　彼女もまた、物づくりにその青春の全すべてを捧ささげている者だ。《剣戟を生む者イーヴアルデイ》として卓抜もしている。彼女と同じ領域に住み、同じ高さからものを語れる者がいなかったのだ。

　部下や弟子はいても、切磋琢磨できる友はいなかった。この少女もユグドラシルでは孤こ独どくだったのだ。

　勇斗ぐらいだったのである。彼女に創造的な刺激を与えることができるのは。

「この《戦》が終われば帰れるのかなって思うと、なんか無む性しように、何かを遺したくなったんだ」

「お前十分残しているだろ。鉄に砂利なしパンに紙にと」

「それは皆に残したもんだろ。そういうんじゃなくて、ずっと世話になってきた兄きよう妹だいぐらいには……心からの親友だって思える二人には、特別な何かを遺したかったんだ。いわゆる形見ってやつかな。死にはしないけどさ」

　フェリシアにはスマートフォンとソーラーチャージャーを遺すつもりだ。だから今出来上がったこれは、その兄への餞別である。

　世界に一本しかない、彼のために作った、彼だけの武器だ。完かん璧ぺきとはお世辞にも言えない出来だが、それでも全ぜん身しん全ぜん霊れいを注いで作った入魂の逸品だった。

「ふん、じゃあもう一本作るぞ」

「は？」

「あ、あたしにも遺せよ。あたしだってあんたの世話は相当焼いたはずだぞ。も、もらう権利ぐらいあるはずだ。この薄はく情じようモン」

　ぷいっとそっぽを向いて、イングリット。

　その顔が、カーッと林檎のように赤くなっている。

　勇斗は苦笑して、肩をすくめる。

「そうだな。そういや親友はもう一人いたっけな。しかも一番の相棒が」

「忘れてんなよ！」

「わりぃわりぃ」

「誠意が感じられない！」

　腕を組み、不服そうにぶすっと頬ほおを膨らませるイングリット。

　歳とし相そう応おうに、感情の豊かな子なのである。

　ジークルーネは言わずもがなとして、フェリシアもなんだかんだで自分を律するところが強く、またその礼儀正しさから、時々、どうしても距きよ離りを感じる時がある。

　やはりこの男友達のようなノリで付き合える少女が、勇斗には一番接しやすかった。

　そんなことを考えていると、ふと真しん剣けんな目で見つめられていた。

「な、なあ？　元の世界には友達いなくて、こ、こっちにはいっぱい仲良いやついるじゃねえか。ジークルーネさんやフェリシアさんや、ロプトの兄貴とか、それにあ、あ、あ、あたしだっているし、さ。も、ももも、もちろん、友達だぞ、友達。変な意味はこれっぽっちもなくて」

「ああ、わかってるって。そんな誤解するかよ。イングリットは俺の一番気の合う親友だってさっきも言ったじゃねえか」

「ま、まるでわかってねえ……」

「ん？　なんか言ったか？」

　なぜか地面に四つん這いになって打ちひしがれている親友に勇斗は問いかけたが、

「なんでもねえよ！」

　涙なみだながらに怒鳴り返され、勇斗は目を白黒させる。

　イングリットは基本的には気っ風のいい姉御肌な性格なのだが、時々、妙に機き嫌げんが悪くなる時があるのだ。

「ま、まあ、とにかくだ！　あたしはお前と一緒に物作るの楽しいんだよ。次何を作るんだろうっていつもワクワクしてるんだよ。だ、だから、その、あ、あたしとずっと、こ、こここ、ここで、い、いいい、一……」

　バンッ！

　唐とう突とつに、工房の扉とびらが開かれた。

　現れたのは兵士である。よほど急いできたのか、顔を上気させ、息も絶え絶えである。よほどのことが起こったのだとそれだけでわかった。

　兵士はふうっと大きく息を吐いて呼吸をわずかに整えるや姿勢を正して叫さけぶ。

「ユウト様！　緊急招集です！　至急、宮きゆう殿でんまでお願い致します！」







「大……敗……？」

　ジークルーネの述べた報告に、勇斗は愕然とその場に立たち尽つくしていた。

　よほど急いで馬を走らせ続けたのだろう、銀ぎん髪ぱつの少女の顔からは汗あせの珠が無数に滴り落ち、肩で息をしていた。立っているのも厳しそうで、いつもの凛りんとした姿は面影すらない。

　宮殿の謁見の間には、様々な理由から従軍しなかった《狼おおかみ》の幹部が顔を揃えていた。皆一様に、その顔からは血の気が失せ、表情を凍りつかせている。

「ちょっ、じゃあフェリシアは!?　ロプトはどうなったんだ!?」

　声を荒あららげて、勇斗はジークルーネに詰め寄る。

　宗主パトリアークへの報告を遮さえぎるのは無作法ではあったが、二人とも、勇斗にとってはかけがえのない家族なのだ。気になどしていられなかった。

「……わからん」

「わ、わからんってなんだよ!?」

「スカーヴィズの兄貴が決死の特攻により突破口を切り開いてくれたおかげで、わたしをはじめ主だった将はなんとか戦線を離脱しとりあえず事なきを得ることはできた。ロプトの兄貴も、フェリシアもな。だが、馬に乗れるわたしはこのことを一刻も早く父上に伝えるため、戦線を離れざるを得なかった。あの二人のことだから大丈夫だと思いたいが、追撃の手も厳しいはずだ。保証は、できん」

「なんだよそれ……待てよ……こんな別れ方、俺は嫌いやだぞ……」

　身体の力が抜けていく。

　勇斗は恥はじも外聞もなく、その場にへなへなとしゃがみこんだ。

　この戦いが終われば彼らと別れることになるとは思っていた。だがそれはあくまで皆が生きていて、お互いの幸せを信じてのものだ。

　死に別れなどという救いのないものでは決してなかったのだ。

「なぜ、じゃ？　百戦百勝は望むべくもないが、鉄の武具に四人のエインヘリアルと、我が軍の総力を結集した必勝の布ふ陣じんであったはずじゃぞ。いったいどうして我が軍は敗れたのじゃ!?」

　老宗主パトリアークが、グッと椅子から身を乗り出しジークルーネに問いかける。よほど余よ裕ゆうがないのか、口調が詰問調になってしまっている。

　ジークルーネがグッと拳こぶしを怒いかりに握にぎりしめ絞り出すような声で言う。

「伏兵……です。我が軍は仰おつしやるとおり、終始《爪つめ》との戦いは有利に進めておりました。ですがあと一歩のところで、突如、左右から《牙》と《灰》の軍勢に襲おそわれ……」

「馬鹿な！　なぜその二氏族がっ!?」

　狼狽し、ガタッと椅子を鳴らして立ち上がるファールバウティ。

　この泰たい然ぜん自じ若じやくとした老宗主パトリアークが、これほど驚おどろきを露あらわにするところを勇斗は初めて見た。

　謁見の間に集った者たちの口からも、困こん惑わくと怨嗟の声が沸き起こっていた。

「信じられん。《爪》とその二氏族は険悪な関係だったはずだぞ」

「そも《牙》は《爪》の先々代を討った憎き仇のはずではないか」

「《灰》とも長年、領土争いで小競り合いを続けておったと聞いておるぞ」

「おのれ、いつの間に手を組んでおったのじゃ……っ!?」

「ぬぅぅ、そもそも本家に楯突くとは仁義を知らぬ奴やつらよ」

　幹部たちの言葉を拾いつつ、勇斗は必死に記き憶おくの糸をたどる。一応、《牙》と《灰》、その二氏族の名前だけは伝え聞いていた。

　元々は《爪》を含め、数代前の《狼》の宗主パトリアークの弟分・子分が興したいわゆる《狼》の分家筋で、《爪》のさらに西に勢力を持っている氏族だ、と。

　もっとも今となっては宗主パトリアーク間で交かわした盃さかずきもなく、分家のほうが衰退した《狼本家》よりすっかり繁栄してしまっていたが。

「また……また儂はボドヴィッドの奴にしてやられてしまったのじゃ、な」

　どさっと力なく椅子に腰こしを落とし、ファールバウティが天てん井じようを仰いでいた。

　その声は、怨嗟と屈くつ辱じよくと敗北感に満ちていた。老宗主パトリアークの顔からは生気や活力と呼べるものが完全に消え失せており、この僅かの間に一〇も二〇も年老いたかのようだった。

「今から思えば、ことさら派手に自分たちの動きを喧伝しておったのは、《牙》と《灰》の動きから我らの目を逸らすためだったんじゃろう」

　唸るように言って、老宗主パトリアークは痛切に顔を歪ませる。

　ミスディレクションってやつか、と勇斗は内心思う。流行りのバスケ漫まん画がで有名なこの言葉だが、手品や推理小説などに用いられる技法の一つである。

　なにかことさらに目立つ怪しいものを置いたり、動作をしたりすることで、観客の目をそちらに釘付けにし肝心のタネから目を逸らさせるのだ。

　幹部たちの話を総合すれば、《爪》とその二氏族の仲は決して良好ではなくむしろ険悪だったというから、援軍などあるはずがないというこちらの心理の盲点を上手く突かれたのだ。

　そしてまったく無警戒だった《狼》軍の両側面へと忍び寄り、一気呵成に不意打ち急襲。

　ファールバウティは《爪》の宗主パトリアークのことをしばしば狸と称していたが、まさしくその通りの手練手管であった。

「小細工を好む小狡いところはあったが、まさかここまで細心かつ大胆な絵図を描けるとは……彼奴きやつの器量を見誤っておったわ……っ！」







「くしゅんっ！」

「どったのクリス、風邪ー？」

「いえいえ、アル姉、ちょっとこっちに」

「ん～？　なんでいきなり抱きつくの？　あはは、クリスは甘えん坊だねー」

「古来、風邪は人に伝染すと治りが早いと申しますので」

「へー、確かにそれよく聞くね。ってまさかあたしにっ!?」

「ごほごほごほっ！」

「きゃー、やめてー。うーつーるー！」

「まあ、アル姉！　可愛かわいい妹が風邪で苦しんでいると言うのに、早く治してあげようとは思わないんですか!?　なんて冷たい人なんでしょう！」

「ええっ!?　そりゃもちろん早く治って欲ほしいし看病だってするけど、これはなんか違うよ!?」

「まあ！　ではアル姉はワタシがずっと風邪で苦しめばいいと言うのですね!?　非道い！」

「わかった、お姉ちゃん頑張る！」

　その瞳に悲壮な決意を固めて、妹いもうと想おもいな姉はひしっと自分と瓜二つの妹を抱き締める。

　自分の風邪を治すためなら姉に伝染すことも辞さない妹のほうが非道なのだが、そこまで頭が回っていなかった。

　妹が姉の自分に酷ひどいことをするはずがない。そう心の底から信じ込んでいるのである。

　これもひとつのミスディレクションであった。

　もっとも妹は別に風邪などまったく引いていないので伝染りようもないのだが。

　姉の胸の中で、小悪魔な妹がくすくすとほくそ笑む。

「ふふっ、これぐらいは自分へのご褒ほう美びですわね。なんとか上う手まく行ってよかったですわ。とは言え《牙》には四分六分の不利盃を呑のまされましたし、《灰》には長年小競合ってた土地を割譲、今回の戦にしても糧食は全てうち持ちですし。取るもの取らなくちゃほんと大損です。まあ、それだけの価値はありそうですし、きっちり取り立てさせてもらいますから。ね、勝利の御子グレイプジーク？」







「二人とも生きてて本当に良かったよっ！」

　ロプトとフェリシアがイアールンヴィズに帰き還かんしたのは、ジークルーネに遅れること二日後のことである。

　この二日間、勇斗は毛布を持って城門そばの兵士の詰め所に押おしかけ、二人をずっと待ち続けていたのだ。ボロボロになってうなだれて帰ってくる兵士たちの中に二人の姿を見つけた時は、涙ながらに大声をあげて駆け寄ったものである。

　二週間ぶりに見る兄妹は、その服は泥と血でところどころ汚れ、どれだけの激戦をくぐり抜けてきたか一目でわかる有り様だった。豪奢だった黄金の髪かみも砂埃でくすみ、その顔は疲労と空腹に憔悴し痩せこけ、もはや二人ともいつもの美び貌ぼうは見る影もなかった。

　だが、服と身体の汚れは洗えばいい。疲労は休めばいい。痩せたのなら食べればいい。

　生きていれば、それができるのだ！

　しかも五体満足で、身体のどこにも欠損はない。今の《狼》が恐ろしく深刻な状じよう況きように追おい詰つめられていることは薄うす々うす気づいているが、今だけは心の底から喜ばずにはいられない勇斗だった。

「わたくしもお兄様にまたお会いすることができたことを、アングルボダ様に感謝しております。何度、何度もうお会いできぬかと思ったか……」

　ぽろぽろとその双そう眸ぼうから涙がこぼれたかと思うと、ダッと勇斗の胸むな元もとへと飛び込みフェリシアが泣きじゃくる。

　普ふ段だんは落ち着いた素そ振ぶりを見せていても、神に聖別された戦士エインヘリアルといっても、やはり彼女はまだ一〇代の女の子なのだと強く実感する。

「俺も、もう会えないんじゃないかとすっげえ不安だった……っ！」

　勇斗もギュッとフェリシアの身体を抱き締める。

　なによりも彼女の体温を感じたかった。目の前にいる彼女が幻などではなく、実体がありそして生きているんだと感じたかったのだ。

「も、申し訳ございません。こんなみっともない。でも、お兄様の顔を見たらもう涙が止まらなくて……」

「いいさ、怖こわかったんだろ。好きなだけ泣……」

「コホンッ！」

　感かん極きわまって盛り上がる二人に冷水を浴びせかけるように、咳せき払ばらいが響ひびく。

　もちろんやったのは言うまでもなく、二人の兄である。

「なあ、兄弟。私も生きて帰ってきたんだけど、ね？」

「あっ！　も、もちろんロプト兄貴も生きてて心の底から嬉うれしいよ！」

　ジト目で睨む兄貴分に、勇斗は慌あわててパッとフェリシアから腕を離はなす。

　彼女はどこか不満そうに唇くちびるをとがらせるが、さすがに父代わりさえ務める兄の前で彼女を抱き締める勇気は、冷静さを取とり戻もどした勇斗にはなかった。

「本当かい？　なんかすっかり二人の世界で、私は忘れ去られてたような気がするんだけどなぁ？」

「そ、そんなことはないって」

「いやいや、いいんだよ。むしろ私としてはこのまま無理やり君に任せてしまいたいぐらいだったし、ね」

「だ、だからそれはできないって言っ……」

「そんなこと言わずに、頼たのむよ……。この国はもうお終いだ。なんとか妹だけでも君の国に連れて行ってくれないかい？」

　じっと勇斗を見つめる瞳ひとみは真剣そのもので、だが同時に打ちひしがれ途と方ほうに暮れているように見えた。







「イアールンヴィズに戻ってこられた兵は今のところ一〇〇〇名ほど、まだ帰還できていない者もいるかと思いますが、それもせいぜい百かそこらかと。敵が《爪》だけと思い込み、《牙》と《灰》の伏兵に気づかず、父上から預かった大切な兵の命を数多く失わせてしまいました。弁解の言葉もございません。いかようにも処罰してくださいませ」

　宮殿の謁見の間にて、ロプトは宗主パトリアークの前にかしずき深々と頭を下げた。

　その顔は自ら甘んじて罰を受けに来た罪人のように悲壮な決意と潔さに満ちていた。

　すでにその場には《狼》の主だった幹部が集められていたが、皆みなその顔は一様に暗い。一緒に戦に参加した者は概おおむね同情的な目を、そして参加していなかった者は恨うらみがましく非難したような目を向けている。

　重苦しい空気が支配する中、老宗主パトリアークがゆっくりと首を振りつつその口を開いた。

「いや、ヌシに責はない。儂わしも含めてここにいる誰だれ一人ひとりとして、《牙》と《灰》の動きを掴めておらんかったのじゃからな。挟撃に混乱する兵をまとめ、よくぞそれだけの兵を連れ帰ってきてくれた。ヌシでなければこの程度の損害で収めることはできなんだじゃろう」

「寛かん大だいなお言葉、感謝致します。全ては殿しんがりを買って出てくれたスカーの兄弟のおかげです。兄弟の決死の奮戦がなければ、より多くの兵の命が失われていたに違ちがいありません」

「そうか。さすがは『最も強き銀狼マーナガルム』じゃな。しかし、そのスカーも随ずい分ぶんと深手を負ったそうじゃな」

「はっ。やはり相当の激戦だったらしく、一命こそとりとめましたが、いかに不死身の兄弟でも、あの身体では当分は戦うことはできないかと」

「あやつ抜きとは厳しいの」

　ふうっと老宗主パトリアークが頬杖を突き、途方に暮れたように溜息をつく。

　勇斗もグニパヘリル砦とりでを守る『最も強き銀狼マーナガルム』の噂うわさは音に聞いていた。ロプトの武術の師匠であり、ジークルーネを軽々と手玉にとる凄すご腕うでの達人である、と。

　今回の戦にしても、所々で報告にその名が上がり、《狼》一の武人の名に恥はじぬ獅し子し奮ふん迅じんの活躍ぶりを示している。

　それだけに彼かれの戦線離脱は、追い詰められた老宗主パトリアークの心に堪こたえたのだろう。

「して、敵の状況は？」

「はっ、敵は我らを破った後、グニパヘリル砦を奪うばい、今なおこのイアールンヴィズに向けて進軍中です。その数……およそ六〇〇〇」

「っ！」

　老宗主パトリアークが眉まゆを険しくひそめ、小さく息を呑む。

　その顔からは一気に血の気が引いていた。覚かく悟ごはしていたらしく決して取り乱すことはなかったが、それでもやはりはっきりと数字として聞かされた時の衝しよう撃げきは大きかったらしい。

　しばらく腕を組んで瞑めい目もくした後、老宗主パトリアークは虚空を見上げて言う。

「こちらはせいぜい一〇〇〇かそこら。とても勝負にはならんな。門を閉ざし城じよう壁へきの中にこもって籠城したとしても、それほどの軍勢相手ではそう長くはもつまい」

　淡々と紡つむがれる老宗主パトリアークの言葉に、声を上げる者はいない。

　倍かそこらの差であれば、まだ負けると決まったわけではない、勝機は必ずあると心を奮い立たせることもできる。

　だが、さすがに六倍という数字の前では、そんな楽観論は空々しく響くだけである。

　しかもこちらに残った一〇〇〇名は、すでに先の戦でボロ負けし、さんざんに追い立てられ、逃げ惑い、すでに精根尽き果てている。怪け我がをしている者も少なくない。

　これでは士気も上がらず、敵に立ち向かう気概を持たせることさえ難しいだろう。

　謁見の間には、絶望という名の重い静寂が立ち込めていた。

「あ、兄上！　もはや抵抗しても徒に兵の命を費やすだけです。ここはもう潔く降伏し、《爪》側の温情に期待するしかないかと」

　沈黙を破ったのは、宗主パトリアークの弟分にして神官長を務めるブルーノである。言って、後ろめたそうな、それでいて何かを期待するような、どこか卑屈な目で宗主パトリアークを見上げる。

「ふん、父上の首を差し出してまで我わが身みを守りたいか、恥知らずが」

　ジークルーネがなんとも見下げ果てたような目で叔父を見つめ、冷たく吐はき捨すてる。

　これまでも《狼》と《爪》は長年、血で血を洗う戦いを続けてきた。《狼》のほうがずっと押され気味ではあったが、《爪》にも被ひ害がいがなかったわけではない。

　もはや謝あやまっただけで許してもらえるわけがない。敗軍の将は、何らかの形でその責任を取らねばならないのだ。

　子分盃を受け臣従を誓ちかうことを強制される、という可能性もあるにはあるが、ファールバウティは老齢でいつ死ぬとも知れぬ身だ。代目が変われば、盃も水になるわけだから、《爪》としてはほとんど旨味がない。

　しかもこの兵力差なら妥協する必要もない。兵士たちの溜飲を下げつつ、イアールンヴィズの民たみに支配者が変わったことを印象づけるため、さらし首が順当といったところだった。

「この四〇年の間に、盃の中身は泥水にでもすり替わってしまわれたか？」

　盃事においては、子は忠誠を誓った親を命を賭かけて守らねばならないというのが掟だ。その親を殺して自らは助かろうなど、ジークルーネにとっては唾だ棄きすべき行為というより他になかった。

　しかし、神官長ブルーノも負けてはいない。烈火のごとく大喝する。

「戦うことだけが能の小娘はだーっとれい！」

「なんだとっ!?」

　頭ごなしに侮辱され、声を荒らげるジークルーネ。

　その気迫は大の男も怯むほど激しかったが、ブルーノは構わずまくしたてる。

「貴様は戦えればそれでいいのやもしれぬが、他の者はどうなる!?　このままでは皆殺しぞ!?　どちらのほうが助かる命が多いかわかりきっておろう？　そもそも兄上も殺されると決まったわけではない！　隠いん居きよで済む可能性もある！　それで《狼》の跡目を《爪》の者に禅譲すれば、穏便にことも運ぼう」

「それはあまりに希望的観測というものだ。あの《爪》の狸がそんな甘あまいタマか!?」

「だがこれ以外に道はなかろう!?　少なくとも街への被害は少なくて済む！　戦えば間ま違ちがいなくこの街は滅ぶぞ！　それでもいいのか!?」

「ぐっ！」

「よい、ジークルーネ」

　すっと老宗主パトリアークが手を上げ、いきり立つ銀髪の少女を静かな声で抑える。

　続けて、謁見の間全体を見下ろし、

「そうじゃな、降伏するより道はあるまい。儂の首を差し出せば、ボドヴィッドも街の略奪を一～二日に留めて奪い尽くすことまではすまい」

「略……奪……？　降伏してオヤジの首まで差し出すのに、か!?」

　思わず勇斗は問い返す。

　降伏し占領されれば、この街は《爪》の支配下になる。支配する民を相手に略奪を行うとは意味がわからなかった。

　老宗主パトリアークは顔をしかめ、無念をありありと滲ませて頷うなずく。

「戦場に出ておらぬお前にはまだわからんかもしれんな。戦いは、人の心の中に棲む獣を解き放つ。それぐらいはせねば兵は収まらんよ」

「そんな……っ!?」

　勇斗は絶句する。

　もう勇斗がこの街に住んで一〇ヶ月以上になる。市バザールに足を運べば、顔なじみも何人かいるし、イングリットを通して職人たちとも交流がある。

　勇斗が色々な物を発明し、《狼》を豊かにしていることはすでに街の民にも知られていて、街を歩けば見知らぬ者からも「がんばれよ」などと声援を受けることも少なくなかった。

　街には当然ながら女子どもも大勢いた。

　彼らが、なすすべもなく蹂躙される？

「ロプト、済まんな。おそらくは若頭かしらのヌシも儂と一緒に処しよ刑けいされることになるじゃろう。これから《爪》がこの街を支配するのにヌシの存在は邪じや魔まじゃろうからな」

「……若頭かしらに就いた時から覚悟はできております」

「それにフェリシアとジークルーネや」

「はい」「はっ！」

　かしこまる二人の少女に、老宗主パトリアークは申し訳なさそうにその瞳を曇くもらせる。

「ヌシらには辛い想いをさせることになると思うが……それでも生きてくれ。生きておれば、そのうち良いこともある」

「……っ！」

　老宗主パトリアークの言葉の意味を察せぬほど、勇斗は鈍にぶくはなかった。

　街を略奪するぐらいだ。フェリシアやジークルーネのような美貌の少女たちを、血に狂い欲望に飢えた男たちが放っておくはずもない。

「ふざけんなよ！　そんなことが許されるわけがないだろ！　っていうか許せるか！」

　激昂し、ここが公の場だということも忘れて勇斗は老宗主パトリアークに怒鳴り散らす。

　敬愛していた父と兄がさらし首にされ無惨な姿を街角に晒さらし、可愛い妹分たちが男たちの欲望にその身を汚される。

　そんなことがあっていいわけがなかった。

　絶対に許すわけにはいかなかった。

「仕方、ないんじゃ。多くの者に苦難を強いることになるが、それでもこれが最も人が死なぬ道なんじゃ。事ここに至っては、まさしく奇き跡せきでも起きぬ限り、我らに勝利の目はない……」

　グッと奥おく歯ばを噛かみ締しめ、絞り出すような声で老宗主パトリアークは吐き捨てて、固く目をつぶってうなだれる。

　気がつけば、謁見の間に集う他の者たちも、揃そろってうつむいている。「ううっ」とすすり泣く声がところどころから響いていた。

　絶望が、辺りを支配していた。

　だがただ一人だけ、まだなお諦あきらめていない者がいた。

　何か手があるはずだ、と必死に考えを巡めぐらせている少年がいた。

　出口の見えない闇やみの中を、ただひたすらに彷徨い、彷徨い、彷徨い続けて、

「……あるっ！　あった！」

　ついにその少年――勇斗の頭に一筋の光明が差す。

　がばっと顔を上げ、ファールバウティへと必死の形相で詰め寄る。

「オヤジ！　奇跡が起きればいいんだよな!?」

　それから勇斗は頭の中で閃ひらめいた策を披ひ露ろうする。

　興奮し、思いつきゆえ言葉もたどたどしく、しかもそれはあまりにも奇想天外で奇天烈極まるもので、謁見の間はどよめきに包まれた。

　皆の反応はどれも懐かい疑ぎ的てきであった。そんなことができるはずがない、とその目が語っていた。

「本当に、本当にそんな奇跡が起こせるって言うのかい、ユウト？」

　ロプトも震ふるえる声で問う。

　勇斗を見つめる目は、興奮しているようでもあり、恐きよう怖ふしているようでもあった。

「起こるんじゃない。起きるんだ」

　そんな兄貴分の目を見据え、勇斗はきっぱりと言い切る。

　彼には確信があった。そう、ここユグドラシルが過去の地球だと言うのなら、奇跡は必ず起きるはずなのだ。

「これを上手く使えば、勝てる可能性は十分にあ……」

「ふざけるなっ！」

　烈火のごとき大喝が、勇斗の言葉を遮った。

　ブルーノであった。口から唸りを上げ、怒りの形相で勇斗を睨みつけている。

「そんなことを神ならぬ人の身で起こせるものか！　知り得るものか！　貴様は本当に勝利の御子グレイプジークだとでも言うつもりか!?」

「ああ、皆を守るためなら、俺おれは勝利の御子グレイプジークでもなんでもなってやるよ」

　怒鳴り散らすブルーノを睨みつけ、勇斗は言う。

　ブルーノの顔は強こわ面もてで、声も野太く、なによりこの地位まで這い上がり、かつ多くの人を従えてきた自信が生む貫禄があった。

　学校で生徒から怖がられている鬼教師など、彼に比べれば可愛いものである。

　そんな男から敵意を剥き出しに叩たたきつけられていると言うのに、なぜか不思議と今の勇斗の心には、わずかの怯えもなかった。

　心の奥おく底そこで炎ほのおが燃え盛り、その熱が勇斗を突き動かすのだ。

「奇跡だって、起こしてやるさ」

「世迷い言もたいがいにせい！　そもそもお前が鉄なんぞ作るからこのようなことになったんじゃ。勝てるなどと夢を見、《爪》と真っ向から戦ってこの様じゃ。なにが勝利の御子グレイプジークよ。貴様は悪魔の子じゃ。我らを無む謀ぼうな戦へと駆り立て、また命を奪おうと言うのであろう。その手に乗るか！　兄上！　皆の衆、こんな小こ僧ぞうの妄言など放っておくべきです」

「う、うむ、ブルーノ叔父の言うとおりだ」

「さすがにそんなことが起きるとは思えん」

　ブルーノの言葉に、何人かが同調し出す。

　勝利の御子グレイプジークの神通力は、すでに先の戦の敗北で否定されている。もはやこんな子どもの戯たわ言ごとなど誰も信じられるはずがなかった。

　もはや彼らは、降伏もやむなしと諦めきっていた。

　完全に心折れ、戦うことを完全に放棄していた。

「こいつら……」

　ぷちんと勇斗の中で何かが切れる。

　名は体を表すと言うが、周す防おう勇斗と言う少年は、自分よりも誰かを守る時にこそその本領を発揮する。

　大切な家族は、どんなことがあろうと絶対に守る。それが母の死に際に彼が自らに誓ったことである。

　降伏などすれば、また彼は家族を失うことになる。

　もう二度と、そんなことはごめんだった。心の奥底で燃え盛っていた炎が、マグマのごとく弾けて噴き出す。

　家族の絶体絶命の危機に今――

「勝つ気がねえ奴は引っ込んでろ！」

　百獣の王たる獅子が、ユグドラシルで産声を上げる。

　少年がまとっていた空気が、一変していた。

　冷たく、鋭するどく、そして重く！

「な、ななな、お、叔父である、わ、わわ私になんという口を」

「あ？」

「ひっ！」

　ブルーノは気丈にも勇斗を指さし震える声で抗議するが、ジロリと勇斗が睨にらみつけると、それだけで息を呑み、どすんっと腰が抜ぬけたようにその場に尻もちをつく。

　呼吸困難に陥おちいったかのようにその顔は青紫色に染まり、脂あぶら汗あせも止まらず、カチカチと歯を鳴らし、がくがくと身体が震え、ついにはその股こ間かんのあたりが湿りだす。

　だが、それを笑う者はどこにもいなかった。

　その場にいる誰も、彼のことなどもう気にも止めていなかったからだ。

　皆の視線は今、この圧あつ倒とう的てきなまでの威圧感を放つ少年に釘付けになっていた。

「ユ、ユウト、き、君はいったい……っ!?」

　愕がく然ぜんとした表情で弟分を見つめ、ロプトが震えた声で問う。

　勇斗はちらりと兄貴分を一いち瞥べつした後、グッと拳を握り締めて吼える。

「俺が勝たせてやる。守りたいものがある奴は俺についてこい！」

　決して大きな声ではなかった。

　むしろ低く、抑えたような声だった。

　だが、聞く者を有無を言わさず従える魔性の如き力がこもっていた。

　まだ年端もいかぬ子どもだというのにいったい何者だというのか、この少年は!?　皆がそう戦慄に立ち尽くす中、すっと少年の前に進み出る金色の影があった。

「やはり貴方あなたを勝利の御子グレイプジークと感じたわたくしの勘かんに間違いはありませんでした。すでにわたくしの心は盃とともに貴方に捧ささげております。いかようにもお使いくださいませ」

　フェリシアである。

　勇斗の前にひざまずき、深く頭を垂れる。その頬は紅潮し、潤んだ瞳からは、ぽろぽろと涙がこぼれ床ゆかに染みを作っていく。

「あ、あたしもあたしも！」

　前に立つ者を押し避けて、赤毛の少女が手を上げて駆け寄ってくる。

「あんたは、やるっつったらやり遂とげる男だってことは、あたしが一番よく知ってるからね」

　ニッと口の端を吊つり上あげた後、イングリットもフェリシアに倣うようにひざまずく。

「勝利の、御子……」

　誰からともなく、そんな呟つぶやきが漏もれた。

　それは瞬またたく間まに謁見の間全体に伝播していき、その場にいた者たちを興奮と陶酔と熱狂に沸き立たせた。

「そうだ、あの方こそアングルボダ様が遣つかわしてくださった勝利の御子グレイプジーク！」

「なんという貫禄！　子どものものとは到底思えん！」

「この程度の苦難、勝利の御子グレイプジークがいれば覆せるに違いない！」

「俺も貴方についていきます」

「私も、私もです！」

　すっかり調子のいいもので、口々に勇斗を讃え勇斗の前に膝ひざをついていく。

　絶望の中にあっては、ほんのわずかでも光明が見えれば、人はむしろそこにすがりつきたくなるものである。

　まさに今、勇斗は彼らの心の拠り所となったのだ。

「な、なんという力だ。わたしはこれほどの方を見誤っていたのか……っ！」

　ジークルーネもまた様々な感情に身体を震わせ、固く拳を握り締めていた。

　目の前の光景が、信じられなかった。

　つい先さき程ほどまで、この謁見の間にいる誰もが、死んだ魚のような目でうなだれていたのだ。しかし今、勇斗を見上げる目はどれも、生気に満ちていた。

　たった一人で謁見の間を包つつんでいた絶望を希望に塗ぬり替かえるなど、こんなことをいったい誰にできるというのか。

「わたしも従わせてください」

　銀色の狼も勇斗の前に進み出てひざまずく。

「わたしの目が節穴でした。もしこれまでの数々の非礼、お許しいただけるなら、ぜひ兄上にわたしの盃と剣けんを捧げさせて下さい。兄上に仕えるためにわたしは生まれ、剣を手にしたのだと今、確信いたしました。この命、ご自由にお使い下さい」

　ジークルーネが腰に差した剣を鞘さやごと抜き、両手に掲かかげ恭うやうやしく勇斗に献上する。

　その時、曇り空が晴れ、そっと明かり窓から一筋の陽光が差し込んでくる。

「おお……っ！」

　ファールバウティは、その長い生涯でも最大級の感動に身体を震わせた。

　なんという神こう々ごうしい光景であろうか。神に聖別された乙女おとめたちが、こぞってこの少年の前で自ら膝をつき、忠誠を誓っているのである。

　まったく初めて会った時からは想像もつかなかったことだ。

　見どころはある、と思っていたが、まさかこれほどとは思ってもいなかった。

　おそらく彼は、いろいろな経験が足りなすぎたのだ。だから伸びしろを見誤った。

　度重なる苦難と失敗がその内に秘めた資質を急激に鍛え上げ、この未曾有の危機にあってついに覚醒めざめたのだ。

　決心は、固まった。

　ファールバウティは立ち上がるや、手を振り掲げ宣言する。

「あいわかった。ユウト、ヌシに全すべてを任せる！　《狼おおかみ》の未来を頼んだぞ、息子むすこよ！」







「じゃ、そういうことで戦いのことは全部任せたぜ、ロプト兄貴！」

　勇斗はそれはもういい笑え顔がおで、グッと親指を立ててみせた。

　長く続いた軍議も終わり解散となり、すでに空には月が昇のぼり星が瞬いていた。普段のイアールンヴィズであればもう皆みな寝静まっているところだが、煌こう々こうとそこら中に篝かがり火びが焚かれ、聖塔フリズスキヤールヴへと向かう勇斗たちの隣となりを今もひっきりなしに誰かが駆け抜けていく。

　近日中に三氏族同盟軍がイアールンヴィズへと襲来するのである。皆各々、籠城戦の準備に追われていた。

「（じー）」

「父上から任されたのは君じゃないのかい？」

「だって俺、兵の指揮の仕方とか知らねえもん」

　苦く笑しようするロプトに、勇斗も開き直ったように返す。

　金きん髪ぱつの青年はますます呆あきれたような顔になる。

「なのにあんな自信満々に勝つって言い切ったのかい？」

「むしろ勝つために最善尽つくしてるんだよ。俺が指揮するより慣れてるロプト兄貴のほうが勝率が上がるじゃん。適材適所ってやつだよ。俺は俺でしないといけないことあるし、ね。それは俺しかできなさそうだし。というわけであとよろしく」

「ふっ、わかったよ。私としても汚名返上の絶好の機会だ。任せておいてくれ」

「おう、頼んだぜ」

「うん、じゃあ、私は行くよ」

　小さく微ほほ笑えんで、ロプトは手を振り去っていく。

　なぜかその背中が、勇斗にはずいぶんと小さく見えた。先程の笑えみも、どこがどうとは言えないのだが、いつものとは何かが違っていたように思う。

「ん～、なんか元気ないな、ロプト兄貴、やっぱり負けたことを引きずってんのかな？」

　遠ざかる背中を見送りつつ、勇斗は心配げにつぶやく。

　兵を率いる指揮官があの調子では勝てる戦も勝てない、という危惧もあったが、それよりもなによりも、意気消沈したロプトなど見たくなかったのだ。

　兄貴分にはずっと、自分にとっての越えられない壁かべであって欲しかった。

「（じー）」

「ええ、ああいう兄さんはわたくしも初めて見ます。少し心配です。でも兄さんなら大だい丈じよう夫ぶですわ。妹のわたくしが言うのもなんですが、強いひとです」

「そうだな。俺たちの頼れる兄貴分だし、な」

　フェリシアの言葉に、勇斗は力強く頷く。

　実際、今は他人の心配をしている余よ裕ゆうなどまったくなかった。

「（じー）」

「俺たちは俺たちでやることやらなくちゃ、な。よし、この辺なら行けるかな。とりあえずイングリット」

「ん？　なんだよ？」

「こいつ貸してやるから、今から見せる動画を電池が切れるまで繰くり返かえし見とけ。終わったらこの三角ボタン触ればもっかい動くから」

　勇斗はお気に入りに登録していた動画ページの一つを呼び出し、再生させてから赤毛の少女へと手渡す。

「え？　ちょっ、これってお前の大事なもんなんだろ？　いいのかよ」

「ああ、相棒のお前だから特別に貸すんだからな。絶対に壊こわすなよ？」

「あ、ああっ！　大切にするよ」

　受け取ったスマートフォンを、ぎゅっと胸に押し抱くイングリット。

　その顔は嬉うれしそうで、満ち足りていて、誇らしげだった。

　そこにいたのはいつもの男友達感覚で付き合える親友ではなく、思わず勇斗がドキッとするぐらい可愛らしい女の子であったが、

「いや、とりあえず見ろ！　動画は電池食うんだから！　一秒も無む駄だにするな！」

　今はそう突っ込まずにはいられなかった。

　女心のわからない男である。

「あ、ああ。わ、わかった！　……こ、これはっ!?」

「ふふっ、鉄は天からの贈り物って散々聞いてたからな。こいつを使えば駄目押しになるだろ？　作れそうか？」

「ん、まあ、なんとかいけそうだけど、こりゃまた連日徹夜になりそうだよ」

「わりいけど頼むわ、相棒。お前だけが頼りなんだよ」

　勇斗はパンッと手を合わせイングリットに拝み込む。

　小学校の夏休みの工作でもミニチュア版が出品される程度の代物である。当代一の名工たる彼女ならば、すでにどう作るのかはなんとなく理解できたはずだ。

　とにかく今回の籠城戦は時間との勝負だ。彼女には頑張ってもらわねばならない。

「あたしだけ、か。はあ、しゃあねえ。《狼》の危機でもあるしな、やってやるよ」

　ぷいっとそっぽを向きつつ、なんとも面倒くさげを装ってイングリットが請け負う。

　だが、その割には口元がニマニマして嬉しそうだった。

「（じー）」

「……ってさっきからなんだよ、ルーネ!?　俺の顔ばっかじっと見て」

　さすがに我が慢まんできなくなり、勇斗は振り返り訊きく。

　謁見の間にいる間からなぜかずっと、ジークルーネの熱い視線を感じていたのだ。

　最初の頃ころは、今は自分が話題の中心だからだろうと思っていたのだが、ロプトが去る時も、勇斗がスマートフォンをイングリットに手渡した時も、まったくそちらには目を向けず、勇斗の顔ばかり見ているのだ。

　さすがに自分の顔は何かおかしいところでもあるのかと不安になった。

「えっ、あ、わたしに盃さかずきは下ろしていただけるのかと、その、気になって……。これまでがこれまででしたから」

　一方のジークルーネも、なんとも不安そうにおそるおそるといった体で訊いてくる。

　普段、目上の人間に対してすら物もの怖おじせずズバズバものを言う少女には、なんとも珍めずらしい態度である。

　こんなもじもじしてしおらしい姿など、初めて見た。

「お前がかまわないなら俺は別にいいけど？」

　いぶかしく思いつつ、とりあえず頷く勇斗。

　確かにジークルーネの言葉にはムカついた時もあったが、今は軽口の応酬ができる悪友みたいなものというのが勇斗の認にん識しきである。

　別に断る理由などなかった。

「ま、真ですか!?」

「お、おう」

「あ、あ、ありがとうございます、兄上！」

　ガバッと膝に頭が付くほどの勢いで大きく頭を下げるジークルーネ。

「胸のつかえが取れました。正直、気が気じゃなくて」

　再び頭を上げた時には、いつもの無表情が嘘うそのように嬉しそうにジークルーネは顔をほころばせていた。

　なにやら勇斗の目には、彼女の後ろにパタパタと揺れる尻尾の幻まぼろしが見えた。

「俺なんかの盃に大げさな奴やつだな」

　なんでわざわざ、というのが勇斗の率そつ直ちよくな心境である。今現在でも、勇斗とジークルーネは親を同じくした兄きよう妹だいなのだ。

　確かに当人同士が盃を交かわしたわけではない。お互たがいの器量を認め合った者同士が、内縁の中でも絆きずなを深めるため個別に盃を取り交わすことがあるのは、勇斗もフェリシアやロプトと交わしたから知っている。

　だがなぜ、今になってジークルーネが自分ごときの盃にそこまでこだわるのか、勇斗にはまったく心当たりがなかった。

「とんでもない！　わたしが今、最も欲ほしいのが兄上の盃でございます。軍議でも申しましたが、兄上にこそ我が盃と剣を捧げさせて頂きたいのです」

「……なんかお前、悪いもんでも食ったのか？　いつものあのつっけんどんな感じはどうしたよ？　お前にそんな口をきかれるとむず痒くて仕方がないんだけど」

　眉をひそめ、渋じゆう面めんを作って勇斗は問う。

　彼の知るジークルーネという少女は、群れず、媚びず、自らの信念にのみ従う、そんなまさしく孤高の一匹狼とも言うべき気性の持ち主だったはずだ。

　態度が変わりすぎていて、違い和わ感かんがはなはだしい。今の彼の素す直なおな気持ちを言葉にするなら、気持ち悪いの一言に尽きる。

「自ら兄と仰いだ方に、そのような口はきけませぬ」

「いや、できれば今までのような感じで話してくれたほうが俺としてはかなり有あり難がたいんだが……」

「それはご容よう赦しやくださいませ。これまでのことはわたしも汗顔の至りで……」

「……なあ、ほんとこいつどったの？」

　もはやジークルーネ相手の問答は埒が明かないと判断し、勇斗は隣のフェリシアに訊く。

　フェリシアは口元に手をあて、クスクスと実に楽しそうに笑みこぼした。

「どうしたもなにも、お兄様の器量をようやく思い知っただけですわ」

「ぐっ、事実ではあるのだが、お前に言われると無む性しようにムカつくぞ。兄上への忠誠で不覚を取ったというのは今さらながらに痛恨の極みだ」

「うふふ、あんなのを兄と仰あおぐなどお前の気が知れん、ってずっと言いまくってくれましたものね」

「い、言うな！　ここ数すうヶか月げつは言ってなかったはずだぞ！」

「うふふ、他には～と♪」

「悪かった！　わたしが悪かったからそれ以上はやめてくれ！　後生だ、頼む！」

　勇斗をチラチラ意識しながら慌てふためくジークルーネ。

　いかなる強敵にも怯まぬ勇ゆう敢かんな戦士が、勇斗に嫌われることを心底恐れて前後不覚に陥っていた。

「かっわいい～♪　ルーネにこんな一面があっただなんて初めて知りましたわ」

「わたしはお前が意地悪な奴だってことは知っていたぞ」

　両手を口にあてほくそ笑むフェリシアに、ジークルーネはげっそりと返す。

　やはりこの二人はなんだかんだで仲がいいのだろう。言い合いながらも、どこか二人はじゃれあっているように見える。

　そんな二人に水を差すのは気が引けたが、やはりこれだけは言っておかねばならなかった。

「なあ、ルーネ。一応言っておくけど、俺が起こすんじゃなくて、あくまで俺は起きるのを知っているだけ、だからな？　さすがに人間の俺にそんな神様みたいなことできねえぞ。なんか妙みような勘かん違ちがいしてね？」

　こんなことで認められるのは、どうにもすっきりしない。

　物づくりに関しては、色々試し行こう錯さく誤ごして苦労もし自分が作り上げたという達成感もあるから、勇斗としても褒められたり崇められたりするのはやぶさかではない。

　しかしこれに関しては、まさしく本当に知っているだけ、だ。

　勇斗にもいっぱしの職人の矜持があるのである。

「いえ、確かに兄上のご見識には心胆を寒からしめられましたが、それがきっかけではございませぬ」

「へ？　じゃあいったい？」

　勇斗の中で、ジークルーネに認められるきっかけとして心当たりがあるのはこの件だけである。

　他にめぼしいものって何かあったっけ？　と勇斗が首を捻っていると、フェリシアがまた楽しそうに笑い出す。

「お兄様。ルーネが認めるのは力だけですわ。わたくしもあの啖呵には痺れました」

「うむ、あの覇気も凄まじかったのですが、わたしがなにより心酔したのは、皆みなの心を覆っていた絶望をあっさり吹き飛ばされたことです。わたしの武の力など、兄上のお力の前ではなんと卑小なものだったかと思い知らされました」

　そっと目を閉じ、何か大事な思い出を抱き締めるように胸に手を当て、恍惚とした口調でジークルーネは言う。

「は、はあ……」

　どうにも異様なまでに過大評価されているようにしか思えず、勇斗の口からはなんとも気のない返事が漏れる。

　彼にしてみれば、それも勝利の御子グレイプジークの看板のおかげだと思っている。要ははったり勝ちだ、と。

「まあ、数日もすれば浮うかされてた熱も冷めるだろ。そん時にからかってやるか」

　ぽりぽりと頭を掻きながら、お気楽に勇斗は言う。

　だが、これよりジークルーネの心酔は、日を追うごとに深まっていくことはあれど、覚めることはなかったのである。







『て、敵が攻せめてくるの!?』

　電話口では、美み月つきが驚愕に声を震わせていた。

　当然といえば当然だった。

　確かに戦になることを美月に伝えてはいたが、あくまでイアールンヴィズから離れた遠い地での話のはずだった。

　それがいきなり街に敵が押し寄せてくるというのだから、彼女にとっては青天の霹靂だったに違ちがいない。

「ああ、まあ心配ねえよ。俺には必勝の策があるからな！」

『そ、そんなこと言われても……本当に大丈夫なの!?』

「任せろよ。俺は勝利の御子グレイプジークだぜ。絶体絶命のピンチを覆してこその『英雄ヒーロー』……だろ？」

　自信満々に勇斗はうそぶいてみせる。

　怖こわくないわけではなかったが、美月を不安にさせたくなかった。

『勇くん……絶対に死んじゃいやだからね！　危ないことしないでね！』

「ああ、俺は死なないさ。ここで勝って使命を果たし、絶対、お前のいる日本に帰ってやるさ！」

『うん……うん……待ってる』

「そしたら俺と……いや、なんでもない」

『ちょっ、そこで止められたら気になるよ!?』

「帰ったら言うさ」

　ははっと軽く笑って、勇斗は肩かたをすくめる。

　ユグドラシルに来る前から、彼女のことが好きだった。

　そして、美月のいない世界に来て、彼女の大切さにより一層気づかされた。

　だが、この想おもいを伝えるのは帰った後と自分に誓っている。

　男が一度心に決めたことを反故にするわけにはいかなかった。







「前方に敵影！　敵軍、襲来しましたーっ！」

　物見の喉のどが張り裂けんばかりの絶ぜつ叫きようが、こだました。

　続いて、次々と警報のごとく法螺貝が所々で鳴り響く。

「ついにおでまし、か」

　勇斗は緊きん張ちように強張った顔で呟き、立ち上がる。

　徹底抗戦を決めた軍議から、まだ二日しか経っていない。今回の籠城戦はまさしく時間との勝負である。出来るならもう少し遅おそく現れて欲しかったというのが正直なところだ。もっとも、遅すぎても困るので難しいところなのだが。

「あ、ああ、あれ？」

　一歩踏ふみだそうとして、ガクガクと膝が震えだした。

　ドッドッドッドッと心臓が脈打つ音が聞こえる。これでは心臓が破裂してしまうのではないかと思う勢いだ。

　ついで歯がカチカチと鳴り出す。

「ははは、なんだい、戦が目前となったら怖くなったのかい？」

　ロプトが肩をすくめ、からかうように言ってくる。

　戦装束に身を包んだ金髪の青年は威風堂々としたものである。その落ち着きを少しでいいから分けて欲しいと勇斗は切実に思った。

「意地悪ですよ、兄さん。初陣ですもの。仕方ありませんわ」

　フェリシアがムッと顔をしかめて、兄をたしなめる。

　次いで勇斗へと振り返り、いきなりその頭を抱え込んでギュッと抱き締めてきた。

　ただでさえフェリシアの衣装は布地が少なく、肌はだが露ろ出しゆつしている。勇斗の鼻や唇くちびるが、彼女の柔肌にいやがおうにも触ふれてしまう。それもあろうことか、女性の象徴たる部分に！

「ちょっ!?　フェ、フェリシア!?」

「大丈夫ですよ。お兄様なら必ずやわたくしたち《狼》を勝利に導くことができますわ」

　そっと背中を撫でながら、優しい言葉が降ふってくる。

　不思議と、心の中の不安が消えていくのがわかった。やはり人肌というものには、心を落ち着かせる効果があるのだ。

「相変わらずフェリシアは俺を買いかぶりすぎだな。みっともないとこ散々見せて、こんな肝心なときにも醜しゆう態たいを晒してるのに、よく見放さないな？」

「ふふ、どんな勇者も初陣は緊張するもの、ですよ」

「……そ、そういうもんかな？」

　確かにボクシングの世界チャンピオンなどでも、一番緊張したのは世界戦よりもデビュー戦だった、という話はよく耳にする。

　世界一になるような傑けつ物ぶつでも怖いと思うのだから、平へい凡ぼんな自分がびびるのは当然に思えた。

「それに将たるもの、用心深くなくてはなりませぬ。多少臆病なぐらいがちょうどいいのです。むしろお兄様の将器の現れかと」

「ははっ、さすがにそりゃ贔ひい屓きの引き倒しがすぎるだろ」

　勇斗は思わず苦笑する。

　しかし、この時の勇斗は知るべくもないが、三国志の英雄、曹操孟徳も『将たるものは、怯弱の時あるべし。ただに勇を頼たのむべからず』と述べていたりする。

　フェリシアの言にはなんの嘘うそ偽いつわりもなかったのである。

　とは言え、吹き出せたのは結果的に良かった。おかげで随ずい分ぶんと緊張がほぐせたからだ。

「もう、大丈夫」

　静かに言って、勇斗はフェリシアの腕うでをそっと解く。

　身体の震えは、止まっていた。

　ふと視線を感じ振り向くと、ジークルーネが先日と同じようにジッとこちらを見つめていた。いつもの無表情ではあるのだが、少しだけ不ふ機き嫌げんそうに見えた。

　情けないところを見せて夢が壊れたかな、と勇斗は思ったものだが、勇斗に駆け寄り力強く宣言する。

「あ、兄上は一命を賭してわたしがお守りいたします。ご心配なさることは何一つございません！」

「え、あ、うん、ありがと。よろしく頼むな」

　必死の剣けん幕まくに押され、引きつりつつ返す。

　なにやらその返事の仕方が期待していたものと違っていたらしく、ジークルーネは見る見るその表情から活力を消し、シュンとなる。

　そしてフェリシアはなぜか勝ち誇ったようにクスクスと微笑んだりしていて、キッと親の敵のような目でジークルーネに睨まれていた。







「おー、壮観だなぁ」

　城じよう壁へきの一角の物見櫓の上から、縁石に足をかけつつ下を見下ろし勇斗は笑う。

　いや、正確には笑うしかないと言ったところか。

　眼下には、武器を構えた兵士たちが槍やりを肩にかついで行進していた。黄金の穂先が陽光に反射してなんとも華美な軍団だった。

　もちろんあれは黄金などではなく青銅だと頭ではわかっているのだが、あのキラキラはやはり目を奪うばわれる。

「ず、随分と余裕ですわね、お兄様。わたくしなど恥ずかしながら、怖くなってきたのですが……」

　隣に立つフェリシアが、溜ため息いきとともに表情をひきつらせていた。

　頭で数字だけでわかっていることと、実際に見るのとでは衝しよう撃げきが違う。先の戦いでは大地の上にいたため把握できなかった敵の全容が、こうして上から見下ろすことでわかり、今さらながらにどれほどの敵を相手どろうとしているのか体感したのだ。

「ん、まあ、もう開き直れたしな。ははっ」

　一方の勇斗は、あっけらかんとしたものである。もう恐怖の底は抜けている。底まで行けばあとは上がるしかないのだ。

　ついでに言えば、なんだかんだで現代日本人の勇斗は、大勢の人間というものを見慣れていたというのが大きかった。

　五月に地元で行われるお祭りは全国でも有名で、それこそ数万という人だかりが出来ているのだ。

　テレビなどでも、芋の子を洗うように人でごった返した映像は、それこそ数えきれないぐらい流されている。

　いまさら五〇〇〇～六〇〇〇の人だかりで圧倒されるわけがなかったのだ。

「やっぱりお兄様は大物ですわ」

「まあ、それは戦いが終わって生きてたら言ってくれ」

　実に頼もしげにフェリシアが見上げてきて、ちょっとこそばゆい勇斗である。

　そうこうしている間にも、イアールンヴィズの周りには続々と敵が集まってきていた。

「さぁて、んじゃまあ、一世一代の大芝居といきますか！　フェリシア、ルーネ、用意しろ！」

「はい！」「はっ！」

　金銀の少女が勇斗の合図に従い、機敏に動く。

　フェリシアが法螺貝を高らかに鳴り響かせ、ジークルーネは急ごしらえで作った巨きよ大だいな《狼》の軍旗を振ってはためかせる。

　ここまで目立った行動をとれば、さすがに三氏族同盟軍の兵士たちも、すぐに勇斗たちの存在に気がついたようだった。

　遠目にもちらほらと自分を指さしている人間がいるのを勇斗は満足気に確かく認にんし、ずいっと身を乗り出し、あらん限りの声で叫んだ。

「よくぞ来た！　神に仇あだ為す不心得者ども！　我はアングルボダより遣わされし、勝利の御子グレイプジークにしてこの《狼》の守護者スコルなり！　そもそも貴様らは我ら《狼》を父母とし生を受けたはず。先達の盃の誓いを忘れ、親に弓引く不忠者どもに、我が母アングルボダは大層お嘆きである！　まだなお我らに仇為そうと言うならば、貴様らには神の怒いかりが降りかかるぞ。それでも構わぬならかかってくるがいい！」

　この口上をもって、後に《狼》の民たみの間で語り草となる『イアールンヴィズ籠城戦』は幕を開けたのだった。







「さて、と」

　勇斗はどっかりとその場にあぐらをかき、掌てのひらを合わせる。

　とりあえずかまずに口上を言い切れたのは大金星であった。残る仕事の最後の大仕上げまで勇斗に出来ることは何もない。否、じっとここにいるのが、最も重要な勇斗の仕事なのである。
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「確か一週間後、でしたね？」

　旗を土台に固定してから、ジークルーネが問うてくる。

　彼女とフェリシアは勇斗の護衛をしていた。

　高い物見櫓の上ゆえ敵の弓矢も届かず、実際に何かあるということはないはずだが、万が一ということもある。

　なにより、今回の作戦の要は、勇斗の存在をとにかく敵に刷り込むことだ。フェリシアとジークルーネは見目麗しく、そしてエインヘリアルとして《爪》にもその名を知られている勇者である。彼女たちを揃そろって従えていれば、勇斗にも箔が付くというものだった。

「ああ、そこまでもたせりゃ俺おれたちの勝ちだ。いくら相手が六倍だからってそれぐらいはなんとかなるだろ？」

　攻城戦というのは野戦に比べると、とかく長期戦になりがちだ。

　この高く敵の前に立ちはだかる城壁が実に頼もしい。鉄球クレーン車でもあるならともかく、丸太を何人もの屈強な男たちが抱えて城門に突撃させるというユグドラシルの一般的攻城兵器では、相当に破は壊かいには手間がかかる。

　加えて城壁の上には弓兵や投石兵が配備されており、近づく敵には容赦なく攻こう撃げきを浴びせかけるのだ。作業がはかどるはずもない。

　はしごをかけて登ろうにも、やはり登っている最中は無防備を晒すことになる。

　小さい砦とりでぐらいならそういう強行策もいいが、イアールンヴィズは弱小といってもまがりなりにも《狼》という一つの氏族の都であり、この規模の城塞都市を力づくで攻略しようとすれば、いかに六倍の兵力があろうと多大な損害を覚かく悟ごしなければならない。

　この辺りが、城攻めは敵の五倍一〇倍の兵力を必要とする、と言われる所以である。

　一方、自軍の損害を抑えようとすれば、攻略する城のそばに相手の弓矢を防ぐ防衛施設を築いたり、相手の補給路を断って兵糧攻めにしたり、包囲して相手の士気をくじいたり、といった地味な搦め手が主流になり、どうしても長期化しがちであった。

「とりあえず、こちらの思惑通りに動いてくれてますね」

　ジークルーネが三氏族同盟軍の動きを眺めつつ言う。

　三氏族同盟軍の兵士たちはイアールンヴィズの包囲を始め、土塁の製作に取り掛かっていた。完全に長期戦の構えである。

　敵の指揮官の判断は間ま違ちがっていない。すでに先の戦で《狼》にほとんど余力はなく、援軍のあてもない。すぐに音を上げるのはわかりきっており、強攻策に出るより長期戦のほうが得策なのは明らかだ。

「ああ、実に願ったり叶ったりだ」

「君が、勝利の御子グレイプジークか？」

　ぞくっ！

　突とつ如じよ、背後から陰気な声がした。しかも自分のことを明らかに知っている!?

　おそるおそる振り返ると、まさに不吉を絵に描えがいたような男が立っていた。

　年としの頃ころは三〇前後と言ったところか、全身黒ずくめの男である。頬ほおは病的なほどに痩せこけ、肌は薄気味悪いほどに色白で、しかし眼だけが鋭するどく冷たく飢えた獣のようにらんらんと強い光を放っている。

　先の口上を聞いて早さつ速そく、自分を殺しに刺客が来たのか!?　と勇斗は咄とつ嗟さに腰こしの剣に手をかけ身構えたものだったが、

「スカーヴィズの兄貴！」「スカーヴィズ兄様！」

　という金銀の少女たちの声に拍ひよう子し抜ぬけする。

「えっ!?　じゃあ、貴方が噂うわさの『最も強き銀狼マーナガルム』？」

　まじまじと勇斗は目の前の男を見定める。

　最強というから、若頭補佐ほさのヨルゲンのようなもっと筋骨隆々の男を勇斗は想像していて、いまいちイメージがしっくり合わない。正直、見た目はまったく強そうには見えないのだが、それでも只者とは思えぬ妙な凄すごみは確かにあった。

「ようやくお目にかかれたな。スカーヴィズだ」

「あっ、周防勇斗です」

　低い声で淡々と自己紹介され、勇斗も直立不動の姿勢をとって挨あい拶さつする。

　基本的には年上にはそれなりに礼れい儀ぎ正ただしく接する彼かれだが、ここまで仰々しくというのはけっこう珍しい。

　目の前にいる人物は、その身体のそこかしこに包帯が巻かれていて、じんわりと赤く血が滲にじんでいた。左手で杖をついており、それがなければ歩くこともままならなそうだ。

　先の戦において、我が身を顧みず戦い続け、仲間を守り通した名誉の負傷だった。

　勇斗としては敬意を払わずにはいられない。なぜなら彼は、まさに勇斗の理想を体現したような男だったのだから。

「……生きていれば、君と同じぐらいか」

「はい？」

「いや、なんでもない」

　スカーヴィズは自じ嘲ちようするように小さく鼻を鳴らし、首を左右に振った。

　何か彼の身体を覆っていた陰がひときわ増したような気がしたが、勇斗はそれ以上の追求を避けた。

　訊いてはいけないような、気がしたのだ。

　代わりに違うことを尋たずねる。

「あの、ところでこんなところに何の用ですか？　安静にしてないとダメなんじゃ？」

「君に、礼を言いに来た」

「俺に？」

「ああ」

　頷うなずいて、スカーヴィズが腰の剣を抜き放つ。

　銀色の刀身は、血脂にくもりもうほとんど光こう沢たくはない。刃はの部分もよく見れば何なん箇か所しよか細かな刃こぼれがある。

　三氏族同盟軍の武具は青銅が基本だったはずだ。強度的に勝まさるはずのそれらを相手にたった数日の間にここまで損傷させるとは、やはりよほどの激戦だったのだろう。

「こいつがなければ、俺は今いま頃ごろ、物言わぬ躯と化していただろう。君のおかげでこうしてなんとか生き延びることができた。兄弟たちも救えた。礼を言う」

「いえ、そんな……俺は俺のやれることをやっただけで……」

「それでも、君に救われたことには変わりはない。先日の軍議のことは耳にしている。どうせ君に救われた命だ。こんな身体では大した働きはできんが、それでよければ好きに使ってくれ」

　スカーヴィズは剣けんを持つ手を逆手に持ち替えて、勇斗へと差し出してくる。

　戦士にとって剣とは命を預けるものである。

　それを他人に渡すということは、とりもなおさず自らの命を差し出すという行為に他ほかならない。

「そっすか、じゃあ遠慮無く」

　その行為の意味をろくに考えもせず、勇斗は剣を受け取る。

「お、お兄様、今のスカーヴィズ兄様はとても戦えるお身体では……」

　戸惑うフェリシアを勇斗は手で制し、ニヤリと笑った。

「命令です。とっとと治療所に戻もどって寝ねててください。貴方あなたはこれからの《狼》に必要な人材なんですから。こんなところで死なすわけにはいきません」

「これからの、か？」

　ジッと勇斗を見つめ、スカーヴィズが問うた。

「はい、これからの、です」

　勇斗もスカーヴィズの眼をしっかりと見み据すえて言う。

　しばしそうした後、スカーヴィズはふっと肩をすくめた。

「そうか。では言われた通り、俺は寝てるとしよう」

「はい、そうしててください」

「ふっ」

　微苦笑をこぼし、スカーヴィズは踵を返して去っていく。

　遠くなっていく背中に、勇斗はビシッと敬礼する。

　ユグドラシルにそのような風習はなかったが、勇斗としては命を賭して戦い抜いた憧あこがれの英雄に対して、やらずにはいられなかったのだ。







　それから一週間が、特に何かが起こるということもなく過ぎていった。

　三氏族同盟軍は断続的に攻撃こそしかけてくるが、こちらが弓や投石で応酬するとそそくさと土塁の奥おくへと戻っていく。

　かと思えば昼夜を問わず、突如として大合唱の怒声や罵声をあびせかけてくる。

　――などということはそれこそ数え切れないほど繰り返されているわけだが、ここ数日、ずっと続いているものを、特に何かが起こった、とは言わないだろう。

　だが、呆気ない、とは思わなかった。

「ようやっと今日まで辿りつけた、か」

　まんじりともせず昇のぼる朝日を睨みながら、勇斗は大きく伸びをする。

　瞬しゆん間かん、くらっと目眩いがした。

　眉み間けんをつまみグリグリと揉む。一応、夜間など敵からこちらが見えない時に睡眠はとっているのだが、それでも寝不足感は否めなかった。

　眠りたくても眠れないのだ。寝ても起こされるのだ。

　そう、何も起こっていない。

　勇斗も特に何もしていない。座すわったり踊おどったり呪まじないのフリをしたり。

　そんなたわいないことしかしていない。

　それでも、気分は最悪で胸の奥が何か淀んだ感じがするし、身体は鉛なまりのように重く歩くことすら億劫になっていた。

　別に三氏族同盟軍も、攻めあぐねて前述のようなことをやっていたわけではない。本気でこちらに仕掛けているのではなく、こちらに対して常にプレッシャーをかけていたのだ。

　人間というものは存外、ストレスに弱いものである。

　睡眠が不足すれば、精神にも失調をきたす。

　緊張も長く続けば、心は容易に疲弊する。

　恐きよう怖ふを与え続ければ、とにかく助かりたいということしか考えられなくなる。

　そうやって敵を精神的にじわじわと追い詰めていくことで、敵の裏切りや降伏をうながすのが攻城戦というものだった。

　そして防衛側は、敵がいつ退却するのか、それまで兵糧がもつのか、という先の見えない中で、この心理攻撃に耐え続けねばならないのだ。考えるだにぞっとする。

　とは言え、それも今日で終わりである。

「イングリットに頼んどいた奴も滞り無く準備できたみたいだし、もうこれで勝ったも同然……」

「敵襲！　敵襲ーっ！」

　気を抜きかけたところで、物見兵の絶叫が響き渡った。

　見れば確かに物見兵の言うとおり、正門に向かって三氏族同盟軍の兵士たちが押し寄せようとしていた。

　まだ陽ひも出たばかりだというのにまたか、と勇斗はげんなりする。

　どうせまたすぐ撤退するのだろうが、無視するわけにはいかなかった。こちらが攻撃の手を緩めれば、これ幸いとばかりに城門への丸太突撃や、はしごをかけて城壁をよじ登ろうとしてくるだろう。

　城内への侵入を許せば、こちらは一巻の終わりなのだ。

「ロプト兄貴も大変だな」

　休む暇ひまもないとはこのことである。

　その辺りのことは素人しろうとの勇斗よりも、軍の指揮を預かる若頭かしらロプトのほうが百も承知のことのはずだ。すぐに的確な指示を飛ばし、迅速に今回も追おい払はらうものと勇斗は高をくくっていたものだが、

「じょ、城門が破られました！　て、敵が雪崩れ込んできます！」

「な、なにーっ!?」

「嘘でしょ!?」

「なんだと!?」

　勇斗だけでなく、勇斗の隣となりで壁かべに寄りかかり休んでいたフェリシアとジークルーネも、被っていた毛布を放り出して跳ね起き叫さけぶ。

　有り得ないことだった。

　そんな痕こん跡せきはひとつもなかったのだ。いくらなんでも城門に丸太をぶつければ、衝撃や音が響いて勇斗たちも気づくはずである。

　それがなかったということは――

「もしや、裏切り者が出たか」

　勇斗が憎々しげに吐はき捨すてる。

　それが最も恐れていた事であった。

「ブルーノ叔父でしょうか？」

　先日の軍議を思い出したのか、ジークルーネが眉をひそめて言う。

「いえ、一応、下に付く身から言わせてもらえば、ブルーノ叔父様は少々臆病なところと保守的なところはございますが、それもまたあのひとなりに《狼おおかみ》のことを想ってのことですわ。それはないかと。……わたくしもあまり好きではないのですけどね」

　苦く笑しようしつつフェリシアが答える。

　彼かの女じよは神官の職にある。上司である神官長のブルーノとはよく顔をあわせている。その人となりはよく知っているようだった。

「じゃあ一体誰だれだ!?」

「……誰が裏切ってもおかしくはありませんわ」

「……そうだな」

　すでに《狼》全軍には、勇斗が奇き跡せきを起こすという予言を行き渡らせてある。だからそれまでなんとか耐えろ、と。

　とは言え、その奇跡はあまりにも荒こう唐とう無む稽けいなものであった。

　しかも先の戦の出陣式の折には、ファールバウティが「勝利の御子グレイプジークがいる限り《狼》の勝利は約束されている」と大見得を切っておきながら、結果は大敗北だ。すでに勝利の御子グレイプジークのメッキは兵士たちの間では剥げ落ちている。

　軍議の時のブルーノのように、そんなものは信じられないという者も少なくないに違いなかった。

　誰かが我が身可愛さに敵と内通し城門を開けるというのは、十分すぎるほどに考えられることである。それゆえ、ロプトも城門のそばには信しん頼らいできる兵を配備していたはずなのだが……。

「くそ、ここまで来てっ！」

　ガンッと拳こぶしを痛めることもいとわず、勇斗は床ゆかに拳を叩たたきつける。

　あと少し、あと少しで奇跡が起きるはずだというのに！

　何度も何度も拳を叩きつけ、

『それはのう、儂わしが諦あきらめんかったからじゃ。……最後にものを言うのはな……何が何でもやり遂とげる、断固とした意志の力じゃ』

　ふと脳のう裏りに老宗主パトリアークの言葉がよぎる。

「そうだ、諦めるにはまだはええ！　フェリシア！　ルーネ！」

「はい！」「はっ！」

「開いたといっても狭せまい通路だ。通れる兵は限られる。なんとしても時間まで食い止めろ！　そのためにはエインヘリアルのお前たちの力が必要不可欠だ！」

「し、しかし、それでは兄上をお守りする者がいなくなります」

　心配げにジークルーネが勇斗と眼下の三氏族同盟軍の兵士たちとを見比べる。この一一ヶ月の間にそれなりにたくましくなったとはいえ、まだまだ勇斗はこの時代の兵士たちに比べればいかにも頼たよりなかった。

　フェリシアも不安そうにこちらを見つめている。勇斗を一人残していって良いものか葛藤しているようだった。

「優先順位を間違えるな！　ここまで敵が乗り込んできた時点で俺たちは終わりだろ。だから行け！」

　迷う二人を喝破し、勇斗は城門を指さす。

　私情に流されず、戦局をしっかりと見定め、最適の一手を打つ。まだ軍の指揮は素人の勇斗であったが、後の覇者の片鱗をすでに匂わせていた。

「わかりましたわ。お兄様もお気をつけてくださいね」

「わかりました。兄上もご無事で！」

「ああ、お前たちもな」

　勇斗はニヤリと笑って、親指を立てる。

　本当は一人になるのが怖かった。もしここに敵の兵士が来たらと想像するだけで、身の毛がよだつ。

　それでも、勇斗は男だ。女の子が皆を守るため死地に赴おもむくというのに、怯おびえた姿など見せられるわけがない。

　ここで強がらねば男が廃すたるのだ。

「ああ、そだ、ルーネ」

　勇斗はみずからの脇わきに置いてあったものを手に取り、銀ぎん髪ぱつの少女へと放る。昨日、イングリットが頼んでおいたものの完成報告のついでに届けてくれたものだった。

「これ、は？」

　パシッと片手で受け取りつつ、訝いぶかしげにジークルーネが問う。

「貸してやる。多分、役に立つ」

「はっ、有あり難がたくお借りいたします！」

「お、お兄様、わ、わたくしには!?」

　勇斗から受け取ったものを大事そうに胸に抱え一礼するジークルーネとは対照的に、フェリシアはひどく慌てた様子で自分を指さす。

　その剣幕に勇斗は思わず怯んでしまうが、かさかさと手元を探ってももはやそこには何もない。

「えっ!?　いやでも、手元にはこれ一つしか……」

「おい、あまり兄上を困らせるな。時間がない、行くぞフェリシア」

　ぐいっとフェリシアの首根っこを掴つかみ、ジークルーネが駆け出す。

　確かに刻一刻を争う事態である。

　フェリシアもそれはわかっていたらしく、仕方なさそうにジークルーネに合わせて走り出す。

　勇斗はその背中を頼もしく見送り――

「いい？　お、お兄様のことに関しては、わたくしのほうが姉なんですからね！　ちょっと何か貸してもらえたからってあまり調子に……」

「ふっ。羨ましいのはわかるが、そう吠ほえるな」

「きーっ！」

　――たかったが、どうにも漏れ聞こえてくる言い合いからは不安を覚えずにはいられなかった。







　そして緊張感がなかったのは、なにも勇斗たちだけではなかった。

　夜明けの薄うす闇やみの中を、二人の少女が手をつないで歩いている。年としの頃ころは一一～一二歳ほど、色素の淡あわい髪かみを側頭部に結んだ、鏡に映したかのようにまったく同じ見た目の双ふた子ごだ。

「さて、アル姉、仕事も済みましたし、とっとと行きましょう」

「砂じや利りなしパン～～～」

「はあ、まだ言ってるんですか。ここはもうすぐ戦場になるってわかってます？」

「でもでもでも～」

「はあ、仕方がありませんね。どうせまたそう言うだろうと思って用意しておきました」

「ほんとにっ!?　……ってそう言いつつ砂利ありパンでしょ!?　もう騙だまされないんだからね！」

「あ、アル姉が学習している!?」

　ガーンとそれはそれは衝撃を受けたようにたじろぐ妹。

　よくぞ自分の姉をそこまで馬ば鹿かにできたものである。もっともされても仕方のない姉ではあったのだが。

「さすがに数日前の悪戯いたずらは覚えてましたか」

「ふふん！　その程度でこのアルベルティーナ様が騙せると思ったか！」

「いえ、これ本当に砂利は入っておりませんよ？」

「う、うそだ！　そういってアタシを騙そうとしているんだ!?」

「随分と疑り深い姉ですね」

　そうしたのは他ならぬ妹である。とは言え、普ふ段だんの彼女であれば、ここまで頑かたくなにはならないはずだ。

　いったいなぜ、と妹は訝いぶかったものだが、

「あったりまえでしょ！　すっごく痛かったんだからね！」

「ああもうそれは力いっぱいに噛んでましたものね」

　どうやら頭ではなく、身体で覚えていたようである。

　忘れていないわけだった。

「でもこれは本当に砂利は入ってませんよ。先日のお詫びも兼ねて、交易商人たちからきちんと買い取った砂利なし小麦をワタシが手ずからコネて昨晩焼いたパンです」

「ほ、ほんとに？　砂利入ってない？」

「ううっ、たった一人の姉に信用されないなんて、悲しい。この命に賭かけても砂利は入っておりませんわ。お詫びですから」

「そっか。お詫びか。じゃあ食べるー。あむ。うん、なんか独特の風味が……」

「ええ、料理などの香りづけに使うよもぎの葉を煎じて練り込んでみました。よもぎは身体にとってもいいんですよ。姉さんには健康でいてもらわねば困りますから」

　よもぎは古来、薬草として重宝されてきた。ユグドラシルにおいてもそれは同様である。

　二一世紀においても「ハーブの女王」と呼ばれるほど高い効能を持っており、漢方などの原材料としても使われている。

　そして、

「へ～、ってにが！　これすっごくにがっ！」

　さらに雑学だが、ネパールでは「ティテパティ」と言う。

　苦い葉っぱという意味である。

「姉さんのためを思って作ったんですから、ちゃんと残さず食べてくださいね♡」

「うう、苦いよ、苦いよー」

　そう言いながらも、パンを口に運び続ける姉。食べるものの少ないユグドラシルだ。どれほど苦くても粗そ末まつにしてはいけないと心の底にまで叩きこまれている。

　滂ぼう沱だしながらパンを食べる姉に、うっとりと見み惚とれる妹はやはり悪魔以外の何者でもなかった。

　そう、この悪魔の手により、イアールンヴィズは未曾有の危機を迎むかえていた。

　遠くにそびえる城門を見上げ、妹はほくそ笑えむ。怒号や剣けん戟げきの音がひっきりなしに響ひびいてくる。どうやら戦いが始まったようだった。

「ふふっ、《風を打ち消すものヴエズルフエルニル》のワタシの手にかかればこんなものです」

　いかに年端がいかなくとも、この少女はまごうことなきエインヘリアルである。中でも気配を絶つ能力は常人離れしていた。

　その技能をもって姉とともにイアールンヴィズへと侵入し、城門を開いたのは他ならぬ彼女であった。

　もっとも、いかな生粋の間者たる彼女でも、敵が今まさに押し寄せ、警戒厳重な城塞にはそう易やす々やすと忍び込めるものではない。

　だが、現在イアールンヴィズを守っている兵士たちは、連戦に次ぐ連戦で、まさしく疲ひ労ろうの極地にあった。

　なにかしらの勝利が得られたのならまだ疲労も吹き飛ぶというものだが、先の野戦では見るも無残に大敗し、その後は追撃の恐怖に怯えながら逃げ惑い、そして今は大軍に囲まれ、終わりの見えない死の恐怖に抗っている。

　もはやそんな状態では万ばん全ぜんの警戒態勢など望めるはずもなく、その隙すきを突くことはこの少女にとっては造作もなかったのである。

「さて、つ・ぎ・は～っと♪」

　鼻歌まじりに、双子の少女たちはイアールンヴィズの街の路地裏へと消えていった。







　普段は街に買い物に訪れる近隣住民や交易商人たちの荷馬車などが往来している城門には、今や武器を手に持ち鬼気迫る雄お叫たけびをあげる兵士たちが押し寄せてきていた。

　一方の《狼》もただ手をこまねいてはいない。なんとかもう一度城門を閉じるため敵を押し返そうと立ち向かう。

　城門の下は、今や敵味方入り乱れての大乱戦となっていた。

「押せ押せ！　あと少し耐え抜けば勝利の御子グレイプジークが奇跡を起こしてくれる！」

　剣を振り上げ、《狼》の若頭かしらが声を張り上げる。

　普段は綺き麗れいに櫛梳かれた髪も、今やボサボサだった。爽さわやかな甘あまい顔立ちも、寝不足でやつれ目の下に隈ができ、それでいて目だけは血走り悪鬼さながらである。

「若頭かしらロプト！　その首もらったー！」

「やるわけないだろ！」

　向かってくる敵の剣を叩き折り、返しの刃で首を跳ね飛ばす。

　戦いは、一応、《狼》優勢で進んでいた。

　城門の道幅はせいぜい一〇人分と言ったところであり、侵入してくる敵の数は自ずと限られていた。

　同数同士の戦いであれば、鉄武具を有する《狼》は敵を圧倒できるのである。

　しかし――

「くそっ、切りがない」

　斬っても斬っても、ひっきりなしに敵兵は押し寄せてきていた。

　やはり物量差の壁はとにかく大きかった。

　しかも《狼》兵には疲労が溜たまっている。短期戦ならばまだ疲つかれた身体に鞭むち打うって戦うこともできようが、長期戦となればさすがにそれも続かない。

「くそ、このままでは……」

　一人また一人と、《狼》の兵士たちが傷つき倒たおれていく光景に、何とかしたいと強く願いつつも、ロプトには歯噛みすることしかできない。

　キィン！

「ぬっ！」

　そこにさらに、ロプトの一いち撃げきをしっかり受け止める者がいた。

　幾いく度ど斬きり合あっても、敵の剣が砕ける気配はない。

　当然だった。敵が持っているのもまた、鉄の剣だったのだから。

「きっさまぁっ！」

　それでもロプトはさらなる連撃で相手を追い詰め、怒りの咆ほう哮こうとともに敵を斬り伏せる。

　ロプトは《狼》でも指折りの戦士である。相手も決して弱くはなかったが、この程度ではいかに鉄武具を持っていようと彼の敵ではない。

　だが鉄の剣を持った兵士は、その兵士だけにとどまらなかった。息せき切ったように次々と鉄の剣を手にした敵が雪崩れ込んでくる。

「おのれ、殺しただけに飽きたらず、《狼》の勇者たちをなお冒涜するか……っ！」

　憎悪とともにロプトは吐き捨てる。

　そう、敵が持っている剣は、元は《狼》のものだった。剣の形状にはしっかりと見覚えがあった。

　答えはひとつである。

　先の戦で死んだ兵士たちから敵が奪うばい取とったのだ。

「ぬううっ！」

　感情的にも絶対に許せることではなかったが、それ以上に、この場を預かる指揮官としても脅威以外の何物でもなかった。

　装備が同じならば、しっかり英気を養った敵兵と、疲労の溜まった自軍では勝負になるわけがない。

　しかも、最悪な事態はさらに重なる。

「ロプトぉっ！　この左目の仇ここでとらせてもらうぞ！」

　聞き覚えのある野太い声とともに、見覚えのある鉄てつ斧ぷが降ふってくる。

　咄嗟に後ろに跳んでかわしつつ、ロプトは舌打ちする。

「くっ、ムンディルファリか！　厄やつ介かいなっ」

　ただでさえ状じよう況きようはもうロプトの手に余るというのに、《爪》最強の勇者などこられてはもはや手に負えるものではなかった。

「さあ、先日の続きといこうかぁっ！」

「くっ！　ぬっ！」

　次々と豪腕から繰り出される連撃に、ロプトはたちまち防戦一方に追いやられた。

　身体が鉛のように重く、攻撃に身体がついていけない。戦い続きでやはり疲労が体に溜まっているのだ。

　とにかく防ぐだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「どうしたどうしたぁっ!?　以前のキレがまったくないぞ！」

　一方のムンディルファリの攻撃は、以前にも増して苛烈であった。

　スカーヴィズから伝え聞いた話が頭の片かた隅すみをよぎる。

　ムンディルファリのルーン《あらゆる力の要求にこたえる者アルスヴイズ》は、因縁のある人間を相手にした時ほどその力が増すのだ、と。

　盃さかずきを交かわした兄弟子どもを殺した憎き《狼》が相手だからこそ、彼は《爪》で最強の名に恥じない力を発揮し続けてきたのだ。

　今はそこにさらに目を奪われたロプトへの怒りと恨うらみが上乗せされている。それは失った左目を差し引いてもなお余りあるものだった。

　あるいは左目の死角を突けば案外あっさりと崩せるのやもしれないが、この嵐あらしのような猛攻の前にはそんな隙はどこにもない。

「うるぁっ！」

「ぐあっ！」

　ついにムンディルファリの一撃が、ロプトの左の二の腕を浅く薙いだ。

　ついで横薙ぎの一閃が飛んでくる。

　剣でなんとか受け止め、踏ん張ろうとしたところで、ブシュッ！　と先さき程ほど斬られた腕から鮮血が噴き出し、力が抜ける。

　力の天秤が一気に傾き、ロプトの体勢が大きく崩れる。

「もらったぁっ！」

　その隙を見逃すムンディルファリではなかった。渾こん身しんの斬り下ろしがロプトを襲おそう。

　地面を蹴けってなんとか後ろに跳ぶも、

「ぐあっ！」

　苦く悶もんの声とともにロプトの顔面から鮮血が舞い飛ぶ。

　それを見たムンディルファリの顔にニヤリと愉悦の笑みが浮うかび――

　次の瞬間、銀閃が彼の頬をかすめていく。

「はあ、はあ、ゆ、夢も果たさずに、こんなところで死ねるか……っ！」

　息を切らしつつ、ロプトは再度剣を構える。

　その額から眉間、そして頬にかけて、真っ赤な線が走っていた。先程のムンディルファリの一撃が切り裂いたのだ。

「チッ、浅かったか」

　ペロリと頬の血を舐め取りつつ、ムンディルファリは獰どう猛もうに笑い、

「だが、そんな様で俺おれに勝てるものかぁっ！」

　吼えると同時に鉄斧を一閃。

　ロプトの持っていた剣がくるくると宙を舞う。怪け我がの激痛で左手に思うように力が入らず、右手だけでは堪えられなかったのだ。

「とどめだ」

　ムンディルファリはすっと鉄斧を掲かかげ、ロプトの首筋めがけて振り下ろ――

「させません！」

　――そうとしたところで、しゅるっと脇から飛んできた黒い何かが腕に巻きつき、引き止められる。

　振り返れば、金きん髪ぱつの少女が鞭を必死の形相で引っ張っていた。

　今戦っていた若頭かしらとよく似た顔立ちをしている。どうやら親族のようだ。

　戦いは人の黒い獣性を呼び覚ます。この少女を憎き若頭かしらの前で無残に殺すのもいいかもしれない。

　そんなことをムンディルファリが考えた矢先だった。

「ぐあっ！」

「ぎゃあっ！」

「な、なんだこいつは!?」

　銀色の竜巻が、部下たちを次々と斬り裂いて飛び込んでくる。

　鉄の武器を与えた彼らは、《爪つめ》の中でも選りすぐりの精鋭揃いである。にもかかわらずまるで相手になっていない。

「ムンディルファリ！　その素っ首このジークルーネがもらい受ける！」

「年端もゆかぬ小娘がっ。ちょこざいなっ！」

　ダッと自らに向けて突進してくる銀髪の少女を、ムンディルファリは斧を振り上げ相対する。

　戦場で出遭うのは初めてだが、この敵のことは彼も噂には聞き及んでいた。見た目は可憐なる美び貌ぼうの少女でありながら、次々と《爪》の勇者たちを喰い殺す危険なる雌狼だ、と。

　とは言え、力量的には『最も強き銀狼マーナガルム』にはまだまだ及およばぬはずだ。勝っているならば、すでに最強の称号が譲渡されているはずである。

　ならば、その『最も強き銀狼マーナガルム』の好敵手たる自分の敵ではない。

「い、いけない、ジークルーネ！　君ではまだそいつに敵わ……」

　若頭かしらロプトの悲痛な叫びが耳に心ここ地ちよい。だがもう遅おそい。ムンディルファリはすでに彼女を獲え物ものと見定めてしまった。

　ムンディルファリが全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めた一撃を振り下ろす。

　相手も剣を振るってこちらの攻こう撃げきを受け止めようとしたが、エインヘリアルといえど所しよ詮せんは女の細腕だ。

　ムンディルファリの一撃に耐え切れず、あっさりと弾はじき飛とばされる。

「ちっ、さすがに斧となると一撃では無理だったか」

　数歩後ろにたたらを踏み、銀髪の少女が踏みとどまりつつ舌打ちする。その表情は脆くも一撃で弾き飛ばされたというのにずいぶんと余よ裕ゆうがあった。

「なっ!?」

　そこでムンディルファリは驚きよう愕がくする。

　鉄で作ったはずの自らの斧に決して浅くない切り込みが入り、さらに無数の亀裂が走っているではないか。

「な、なんだ、その武器はっ!?」

　自分の武器はここまで破損しているというのに、少女の持つ武器は刃こぼれ一つしていなかった。

　白い線が波打つ刀身は、妖あやしい光沢をこれでもかと保っている。

　よくよく見れば、彼女の後ろで倒れている自分の部下たちの持っていた鉄剣が、軒並みへし折られていた。

　鉄は天より降る最硬の神の金属だったはずだ。それを上回るなど、一体あの武器は何だというのか!?

「ふっ、勝利の御子グレイプジークたる兄上からお貸し頂いたものだからな。さしずめ『勝利の剣けん』といったところか、な！」

　言って、ジークルーネは武器を構え直し疾風のごとく駆かける。

　自分は一振りの剣である、とジークルーネは考える。ただひたすらにその刃を磨き上げてきた。

　そしてついに、自らを振るうに足る主に出会うことが出来た。

　その彼女が敬愛する兄貴分が、なんとしても食い止めろ、と言ったのだ。ならば自分はそれを遂行するだけだった。

「くっ！」

　ジークルーネが放った横薙ぎの一閃を、ムンディルファリが鉄斧で受け止める。

　しかし、すでにヒビの入った代しろ物ものである。衝しよう撃げきに耐え切れず、縦横無尽に亀裂が疾り、真っ二つに割れ砕けた。

　そして、次いでジークルーネが放ったとどめの一撃が、ムンディルファリの肩かた口ぐちから脇腹までを一気に斬り下ろした。

「ぐあっ！」

　さしもの熊のごとき巨体を誇ほこるこの男も、この一撃に立っていられるほど不死身ではなかった。

　鮮血を噴き出しながらぐらりと後ろに傾き、地響きを立てて倒れる。遠くユグドラシルの地で、日本刀が鮮烈なデビューを果たした瞬間だった。

「やった！　やったぞ！　ジークルーネ様が《爪》の大熊を倒した！」

「この戦、勝てるぞー！」

「よし、ジークルーネ様に続けーっ！」

　俄然、《狼》軍の兵士たちの顔に生気が蘇ってきた。

「勝利の剣……なんという凄まじい武器だ。あんなものまで……ッ！」

　ロプトはグッと拳を握にぎり締しめる。

　戦いで最も重要なのは士気だ。

　ムンディルファリは、長年、《爪》最強の戦士として《狼》軍を苦しませてきた。『最も強き銀狼マーナガルム』ですら、この男を討ち取ることは敵わなかった。

　それをまだ二〇にも満たぬ可憐な戦乙女が見事倒してのけたのである。徒労や敗北は疲労を二倍にも三倍にもするが、勝利は逆に疲労を吹き飛ばすのだ。

　あの化物さえいなければ、そしてこの少女がいれば、押し返せる！

　その場にいた兵士たちに鮮烈にそう印象づける圧あつ倒とう的てきな勝利であった。

　まだまだジークルーネは体力が有り余っているように見える。今や兵士たちの目には戦いの女神とさえ映っている彼女が先頭に立って戦えば、物量に勝まさる敵を押し返し、城門を閉じることができるかもしれない。

「「「うおおおおおおおおおおっ」」」

　突とつ如じよ、東門の方で、鬨の声が轟いた。

　昨日までの様子見のものとは明らかに違ちがう。怒涛の咆哮だった。

「ま、まさかっ！　東門が開いたのか!?」

　想像しうる最悪の事態に、ロプトは戦慄する。

　ジークルーネの勝利により多少、兵の士気が上がったと言っても、あくまで多少だ。この正門と東門、両方を相手取って死守する力は今の《狼》には残っていない。

　強敵を倒した余韻もつかの間、イアールンヴィズはまさに絶体絶命の危機を迎えていた。







　一方、物見櫓の上では勇斗も固かた唾ずを呑のんでいた。

　城門が破られてから、すでにかなりの時間が経過していた。東の地平線に隠れていた太陽も、今や高々と天空に座している。

　ここからでも、城門での戦いは見ることが出来た。

　ジークルーネが次々と敵を倒していく姿に、これなら大丈夫と思った矢先、東のほうからまで鬨の声があがった。

　こちらの城門も破られたようである。

「裏切り者か……もしくは敵の間者スパイがもうこのイアールンヴィズに入り込んでやがるのか!?」

　もはや一刻の猶予もなかった。

　今にも敵はイアールンヴィズの中へと雪崩れ込んでくるだろう。

　そうなった後ではいかに奇跡を起こしても間に合わない。

「まだか……まだなのか……っ!?」

　血が滲まんばかりに、勇斗は拳を強く握り締める。

　太陽暦と太陰暦のズレもしっかり計ったつもりだったのだが、まさか計算が間ま違ちがっていたのか？

　それとも記録のほうが間違っていたのか？

　そもそもここユグドラシルは、地球ではなかったということか？

　次々と脳裏に疑念が浮かび、勇斗の不安を増大させていく。

　今こうしている間にも、ロプトが、フェリシアが、ジークルーネが、イングリットが、自分の家族が危ないのだ。

　なのに自分は何もできないでいる。

　やはり、奇跡は起きないのだろうか？

　途と方ほうに暮れたように勇斗は空を見上げ、思わず笑みを零こぼす。

　太陽が、月に食われていた。







　サロス周期、というものがある。

　日食や月食が起こる日を予測するのに用いられる周期のことである。

　勇斗は今の自分のいる場所、年代を知るために天文に関する電子書籍をダウンロードして読んでいたのだが、その時に見つけたものだ。

　日食が月と太陽の位置関係で起きることは現代に生きる日本人ならほぼ誰もが知っていることである。が、実は周期もあったりする。

　六五八五・三二一二日（約一八年一〇日八時間）後、地球の三分の一回転分、すなわち西に一二〇度ずれたところで、ほぼ同じ条件の日食が繰り返されるのだ。

　これを一サロスと言う。

　そして、三サロスで三六〇度、一回転する。

　つまり、日食が起きてから五四年三一日後、ほぼ同じ場所で、同じ日食が見られるのである。

　ユグドラシルは、罪の有無を川に流されるかどうかで決める神判などという非科学的極まりない慣習が幅を利かせている世界である。

　ファールバウティからは以前、子どもの頃に日食を見たと聞いており、もしかしたら自分のいる時に老宗主パトリアークが見たものと一いつ緒しよのものが起きるのではと、人を雇って宮きゆう殿でんの書庫の粘土板記録を調べさせたのだが、どんぴしゃだった。

　日食は、その天に輝かがやく太陽を闇やみが食くらう禍々しさから、古今東西、何か大きな災いの前兆ではないか、と人々を恐れ怯えさせてきた。しかもそう滅めつ多たに起きるものでもない。

　勇斗としてはあくまで魔女狩りされないための自衛の考えからだったが、思わぬところで役に立ったものである。

　サロス周期は、紀元前七～六世紀ころカルディアの占星術師が発見したと言われている。青銅器時代まっただ中のユグドラシルの人間では、誰一人として知り得ることはない情報だった。

　その知識を使い今まさに、勇斗は奇跡を予知したのだ！







　この日この時、イアールンヴィズで武器を手に戦う者たちは全すべて、氏族の別なく、昼間だというのにふっと辺りがいきなり暗くなるのを感じた。

　最初は単に陽が雲に隠れただけだろうと皆みな思った。

　しかし、さらにどんどんと暗くなっていくにつれ、異変に気づく。

　太陽を黒い何かが食らっていた。

　それはどんどんと太陽を侵食し、禍々しく黒く染め上げていく。

　次いで、皆の視線は、ある一点に集まった。

　そこでは、一人の少年が両りよう掌てのひらを天へとかざしていた。

　あたかもこの光景を、己が成し得たと誇示するように！

　いやがおうにも皆、この戦いが始まる前に放った少年の言葉を思い出さずにはいられなかった。

《狼おおかみ》に仇あだ為なそうとすれば、神の怒いかりが降りかかる、と。

　その後も、あの物見櫓に座し、天に祈りを捧げていた。

　時折立ち上がっては、妙みような踊おどりを奉ほう納のうしていた。

　さらによく見れば、掲げられた《狼》の旗は、今にも狼が太陽を食らわんとしており、今の状況とまさしく一致する。

　それにあの少年のなんと異形なことか。あんな目と髪の人間は生まれてこの方見たことがない。

　今まさに太陽を食らわんとしている何かそのものではないか！

「『恵みを食らうものスコル』だ」

「あいつ、天の恵みを食らってやがる！」

　兵士たちのほとんどは、戦に駆り出されただけの、普段は農作業を営んでいる農民である。

　彼らにとって、太陽は自分たちに光と恵みを与えてくれる有り難いものであると同時に、日照りなどで飢饉を起こす恐怖の対象でもあった。

　太陽を自在に操るなど、聖別され神より力を与えられたエインヘリアルとて不可能なことだ。そんなことができるとすれば――

「ほ、本当に天からの遣いだったのか……っ!?」

「もしやこれは天罰なんじゃ？」

「おい、この戦い、続けても大丈夫なのか？」

　三氏族同盟軍の兵士たちの間に、にわかに動揺が広がり始める。

　人は無意識に闇を恐れるものだ。兵士たちの恐怖は、空から光が失われるのに反比例するように増幅されていき、また伝播していく。

　三氏族同盟軍の統制が崩れ始める。

　だがそんな中でも、冷静さを失わず見事に《狼》の企みを看破する者がいた。

「うろたえるな！　古来、太陽が闇に食われることはそう多いことではないが、起こっていることだ。あの黒髪の小僧は妙な知識を持っていると評判だ。それでこれを予測してさも自分が起こしたかのように見せかけておるにすぎん！」

　誰あろう、《爪》の宗主ボドヴィッドである。

　古代において、祭祀の主宰者と政治上の権力者が同一であるというのはよく見られる傾向である。それはユグドラシルにおいても同様であった。

　氏族の宗主パトリアークであるボドヴィッドは、同時に《爪》の祭祀の大神官でもあった。さすがに日蝕が予測できるということまでは知らなかったが、天体の運行にいくつかの法則があることは、民を治める知恵として先代より密かに伝え聞いていた。

「この現象はそう長くは続かん！　触れを出して兵士たちを落ち着かせい！」

　ボドヴィッドは幾度も《狼》に煮え湯を飲ませた奸智の男である。娘のクリスティーナにはわずかに及ばずとも、情報の取り扱いはお手のものだった。

　矢継ぎ早に、かつ的確に指示を出し続ける。その見事な手腕に、太陽がすっかり隠れ周囲が宵闇に隠れてしまう頃には、逆に兵の混乱は収まりを見せ始めていた。

　その矢先であった。

　物見櫓に立つ黒髪の少年が、突如、その掲げていた右手をスッと勢いよく振り下ろしたのだ。

　ヒュオッ！　と何か大きなものが風を切る音が響き――

　いきなり空から巨大な岩石が降ってくる。

　それは三氏族同盟軍の陣地から少し離れたところに着弾し、ドォォォンという大地そのものが弾はずんだかのような地響きを巻き起こした。

　平衡錘投石機トレビユシエツト――固定式の攻城用兵器の一種である。

　いわゆるシーソーの原理で片方におもりをつけて反対側を振り上げて飛ばすという実にシンプルな代物だが、最古の使用記録は西暦一一六五年東ローマによるものだ。

　ユグドラシルの文明水準から比較すれば、実に二五〇〇～三〇〇〇年は時代の先をゆく超々先進兵器である。

　しかし、そんなオーバーテクノロジーも、二一世紀の日本においては、割り箸と接着剤と固定する輪ゴムとおもりだけで小型の平衡錘投石機を作る詳細な動画がネットに上がっていたりする。画像付きで説明しているサイトもあった。

　この投石器は大きいものだと一四〇キログラムの石を最大三〇〇メートルも飛ばすことができたという。

　短期間の急ごしらえでそこまでのものは望むべくもないが、一〇〇キロ前後の岩を敵軍に放り込むぐらいのものは、《剣戟を生む者イーヴアルデイ》のエインヘリアルである物づくりの天才イングリットならば、見み様よう見み真ま似ねでもなんとかなるのである。

　後に勇斗が《角》《雷いかずち》の城砦を次々と短期間で落としまくれたのは、まさにこの超絶破壊兵器があればこそだった。
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　黒髪の少年が今度は左手を振り下ろした。

　ヒュオッ！　と再び風切り音がして、岩石が今度は三氏族同盟軍の陣地めがけて降ってくる。

　さすがにぶっつけ本番で一発目から照準を合わせることは出来なかったのだ。しかしそれも先の一撃から計算し、きっちりと修正していた。

　元々、平衡錘投石機が照準を定めるのが容易であることを差し引いても、実にいい仕事ぶりである。《狼》一の名工の名は伊達ではなかった。

「ひぃぃぃっ！　お怒りだ！　天がお怒りだ！」

「お許しを！　お許しをぉぉっ！」

　土塁や盾で、弓矢は防ぐ事ができる。だが、こんな巨大で重量のある代物に物もの凄すごい勢いで落ちてこられては、防ぎようがなかった。

　慌てふためき、岩石の落下地点から蜘蛛の子を散らすように逃にげ出だす。

　なんとか誰だれも押し潰されることはなかったが、しかし砕けた大地や岩の破片が逃げ遅れた何人かを痛打する。

　三氏族同盟軍の兵士たちはガタガタとその身体を震わせた。中には恐きよ怖うふのあまり小便を漏もらす者や、地に平伏し祈りを捧げる者もいる。

　すでに辺りは宵闇に包まれており、岩石が街から撃ち出されているところは彼らの目には映らない。

　岩はどう見ても大の大人が二～三人がかりで持ち上げるのがやっとという大きさだ。こんな巨大な岩石を大空高くから狙ったところに落とすなど、人間に為なし得えられることとは到底思えなかった。

　まさしく、兵士たちにとっては神の御業以外の何物でもなかったのだ。

　これが、ダメ押しのとどめとなった。

「うわあああああああ！　天罰だ、こりゃ天罰だーっ！」

「何がすぐ終わるだ！　もっと怒ってらっしゃるじゃねえか」

「やっぱりうちらの宗主パトリアーク様はよほど悪いことをなさったんだ！」

「とばっちりで死にたくねえ！」

「このままじゃ死んでも地じ獄ごくに落とされかねねえ！」

「逃げろ逃げろー！」

「神様の遣つかいとなんか戦えねえだ！」

　ようやく混乱が収まりかけたところに、新たな天の怒りを見せつけられたのである。

　兵士たちは、神が三氏族同盟軍の所業についに怒髪天を衝き、太陽を隠し、さらに隕石を降らしているのだと信じて疑わなかった。

　もしこのまま神の怒りを買い続け、太陽を隠し続けられたら……作物はろくに実らず、この宵闇の中で過ごさなければならなくなる。

　そこへさらにこんな隕石まで次々と降ってこようものなら、住む家さえなくなり、日々空を見上げ怯え続けねばならない。

　それはまさに地獄そのものである。三氏族同盟軍の兵士たちは武器を放り捨て、我先にと逃げ出し始めた。

「こら、逃げるな！」

「落ち着け、落ち着かんかー！」

　指揮官たちが兵たちをなだめようと檄を飛ばす。普段であれば、彼らは末端の兵士たちにとっては雲の上の存在であり、その指示に逆らうなど恐ろしくて従うしかない。

　が、指揮官の言葉を信じて、余計に神の勘気を被ったばかりである。今こうしている間にも次々と空からは岩石が降ってくるのである。もはや指揮官たちの声は兵士たちの心に届かなかった。

　六〇〇〇を数えた三氏族同盟軍だが、今や完全に指揮系統は失われ、阿鼻叫喚が包み、兵たちは命からがらに逃げ惑う。こんな恐慌状態では、いかなる名将でも、収拾することはもはやできるわけがなかった。

「進め進めーっ！　天は我らに味方した！　先の敗北はひとえに我らの勝利の御子グレイプジークへの信心が足りなかったにすぎん！　勝利の御子グレイプジークを心から信じよ、さすれば我ら《狼》に敗北はない！」

　そこに凛りんとした掛け声とともに、イアールンヴィズから《狼》軍が打って出てくる。

　馬を駆って先陣を切るは、鮮やかな銀色の髪かみをたなびかせた、神こう々ごうしい美貌の戦いくさ乙おと女めである。

《狼》の兵士たちは皆ことごとく高揚し、高らかに鬨の声を上げる。

　三氏族同盟軍にとってはただただ恐ろしいことでも、《狼》軍の兵士たちにとっては恐ろしくはあるが、神が味方してくれているのである。これほど頼もしいものはなかった。

　もはや誰一人として、《狼》軍に自分たちの勝利を疑う者はいない。

　疲労など皆、完全に吹き飛んでいた。むしろかつてないほどに力が漲っている。

《狼》が疾風怒涛の勢いで、三氏族同盟軍へと食らいつく。

　片や、神恩寵を与えられたと信じ、死の恐怖を忘れ勢いづく狂戦士ベルセルクルの集団。

　片や、神の怒りに触ふれたと怯え、戦うことを忘れ逃げ惑うことしかできない集団。

　六倍の兵力差など、もはやそんなものは些細極まりなかった。

　一方的に敵を蹴散らし追い払い、《狼》軍は勝利の凱歌に酔いしれたのである。




「おおっ、太陽が……っ！」

　グラズヘイムの中央に座するヴァーラスキャールヴ宮殿のテラスでは、少女が空を見上げ、愕がく然ぜんとした声を上げる。

　グラズヘイムはイアールンヴィズより東へ徒歩で三週間ほど行ったところにある、神聖アースガルズ帝てい国こくの都である。

　イアールンヴィズとは多少時刻がズレつつも、ここ神都でも日蝕は観測されていたのだ。

「『終末ラグナレクの刻、太陽を狼が食くらい尽つくし、星々が天から落ちる。黒きもの、その手に炎ほのおを鍛えし勝利の剣を掲げ、天の架け橋より馬を駆って現れん』……か」

　玲れい瓏ろうたる声で、少女はそらんじる。

　初代神帝ヴォーダンが、高名なる巫女ヴォルヴァに帝国の行く末を占わせた時に残した預言の一文である。

　少女はこの神聖アースガルズ帝国の主『神帝』だった。帝国の歴史を紐ひも解とけば、太陽が黒く染まるというこの怪奇現象が起こったことは、何度かある。

　その度に黒きものの襲来ではないかと代々の神帝は怯えてきたのだ。少女もまた、その身を両腕で抱きかかえ、恐怖にその身を震わせる。

「妾の代でも起きたか。初めて目にするが、なんと禍まが々まがしい。今回もできれば違っていて欲しいものじゃが……」

　神帝といってももはやユグドラシルをあまねく治める力はすでに失って久しい。権威だけがかろうじて残っているに過ぎない。

　少女にはただ、そう祈ることしか出来なかった。
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「おお、ユウトの兄貴、昨日は大活躍でしたな！」

「まさかあのような奇き跡せきを起こせるとは。さすがは勝利の御子グレイプジークですな！」

「だから俺が起こしたんじゃなくて、俺は起きるのを知っていただけで……」

「いやいや、天の運行は神の為すもの。それを知り得るのはやはり神の御お遣つかいであらせられる兄貴ぐらいでしょう！」

「うむ、まったくユウト殿どのの知恵は神のものとしか思えん。あの巨岩を放り投げる道具も素晴らしかった」

「あ、あはは、そ、そうかな？」

　後頭部を撫でつつ、勇ゆう斗とは照れ笑いを浮かべる。なんともむず痒くはあるが、皆からの称賛はやはり心地よくもあった。

　自分は街を守ることができたのだという達成感が、彼らの声を聞いているうちにしみじみと湧いてくる。

　謁見の間には、《狼》の主だった者が宗主パトリアークの命により集められていた。だが、肝心の老宗主パトリアークはまだ姿を現しておらず、今は救国の英えい雄ゆうである勇斗を囲んで、皆思い思いに昨日の戦いの話で花を咲かせていた。

「あのようなものがあるなら、さっさと使ってくだされば良いものを」

「もともとは城を壊こわすための兵器で、弾の装填にも時間がかかるし、人間相手に使っても避けられちゃうのがオチですよ。敵がすぐそこまで迫せまってたから岩もあんまり運び込めなくて弾数にも限りがあったし、使うならやっぱり一番効果的に、と」

「おお、なるほど～」

「そこまで計算ずくとは。大したものですな」

「いや、それほどでも……」

　あるかな、と心の中で付け加える勇斗。

　勇斗は二一世紀の日本ではごくごく普ふ通つうの中学生に過ぎないが、この世界では自分より知識のある人間は一人もいないと断言できた。

　この世界の誰もが知り得ないことを、自分はそれこそ山ほど知っている。スマートフォンからも引き出せる。

　まさに向かうところ敵なしとはこのことだった。

「ユウト殿がおられれば、もう《狼》は安泰ですな！」

「勝利の御子グレイプジーク、万歳！」

「もういっそ宗主パトリアークになって我らを導いていただいてもいいかもしれませんな」

「あ、いや、それはさすがにちょっと……」

　返答に困り、勇斗はポリポリと頭を掻かく。

　すでに《狼》に大勝利をもたらした今、勇斗は望まれた『使命』を果たし、次の満月には日本に帰れるはずである。

　親しい人間も増え、こうして周囲からも絶賛され、少々名残惜しくなってきてはいるものの、やはり美み月つきのいる日本に帰りたいという意志は固かった。

「次の宗主パトリアークは、やっぱり若頭かしらのロプトの兄貴でしょ。今回の戦いだって、兄貴が頑がん張ばったから持ちこたえられたようなもんだし」

　勇斗はポンッと隣となりに立つロプトの肩かたを叩たたく。

　金髪の青年の顔は今や右斜め上半分が、包帯で覆い尽くされていた。彼が族都防衛のため死力を尽くしたことは一目瞭然の痛々しい姿であった。

「うむ、確かに若頭かしらの奮戦なくして昨日の勝利はありませんな！」

「先の戦での汚名を返上する見事な指揮ぶりでした」

「いやいや、それを言えばジークルーネも凄かったぞ」

「おお！　そうだな、聞いているぞ。あのムンディルファリの首を上げたそうだな」

「いえ、それは兄上からお借りしたこの勝利の剣ゆえ。わたし一人ではさすがにあの豪傑を討ち取ることはできなかったでしょう」

　宗主パトリアークの座る玉座から遠い入り口付近に立っていた銀ぎん髪ぱつの少女が小さく首を振ふって、その手に持っていた日本刀を鞘さやに納めた状態で前に突き出す。

「おおっ、それが噂うわさの鉄をも断つ勝利の剣か！」

「これもユウト兄貴がお作りになったのですな」

「素す晴ばらしい！　俺にも是非！」

　若頭かしらの話題を出したはずなのに、すぐに再び謁見の間は勇斗の称賛へと戻もどってしまっていた。

　兄貴分には少々悪い気はしたが、一方で、悪い気はしなかった。

　勇斗は彼を目標に今まで頑張ってきていたのだから。

「ああ、そだ、ルーネ。それ返してくれるか」

「はっ。どうぞ」

　ツカツカとジークルーネが勇斗の前に進み出て、膝ひざを折って両手で日本刀を献上してくる。

　そこまで仰々しいことしなくてもいいのに、と思いつつ受け取り、そのまま隣のロプトのほうへと差し出す。

「ユウト？」

「やるよ、兄貴。こいつはもともと兄貴への餞別で作ったんだ。まあ、ちょっとジークルーネが使って新品じゃなくなってしまったけど、強敵倒たおしたって言うし、むしろ験げんはいいだろ。受け取ってくれ」

「……自分の力を見せつけてるつもりか」

「え？」

「いや、なんでもない。ありがとう」

　にっこりと朗らかに笑い、ロプトが日本刀を受け取る。

　一いつ瞬しゆんだけ兄貴分の顔が険しくなったような気がしたが、勇斗は傷が痛みでもしたのだろうとしか思わなかった。

「まあ、大したもんじゃねえけど、大事にしてくれな」

　日本人らしい謙けん遜そんをしているが、もちろん本心は後者である。これは元いた世界に帰る自分が兄貴分に残せる形見のようなものなのだから。

　こっ恥ずかしくてとても口にはできなかったが、臭い言い方をすれば友情の証あかしだと勇斗は思っている。さすがに粗そ末まつに扱ってほしくはなかった。

「これからもがんばれよ、若頭かしら」

　激励とともにポンッと軽く勇斗はロプトの背中を叩く。

　軽い感じではあるが、勇斗としては万感の想おもいを込めたつもりだ。《狼》にはフェリシアやジークルーネ、イングリットといった大事な妹分たちがいる。スマートフォンは出来れば残していくつもりだが、それでも直に顔を合わせると言う意味では今生の別れになるかもしれない。

　大事な家族を任せられるのは、この男をおいて他にいなかった。彼がいるから、勇斗は安心して日本に帰れるのである。

「若頭かしら、か」

　ロプトが小さく笑えみを零す。どこかその声には自じ嘲ちようが含まれ、表情にも翳りがあるように思えた。

　敵を追い払い、《狼》全体が祝勝ムード一色だというのに、どうにも暗い。やはり若頭かしらとして《狼》の未来を一身に背せ負おう身だ。喜びに湧くというより安あん堵どが強く、緊きん張ちようの糸が切れこれまでの疲ひ労ろうが押し寄せているのかもしれない。

「随ずい分ぶんと出世したものだね。君も」

「ああ、でももう、ここであがりだよ」

　肩をすくめる勇斗。

　日食は新月の日にしか起きず、ゆえに満月までもうしばらく猶予がある。とは言え本当にしばらくにすぎない。

　そんな短い間ではもう出世は望めないだろう。そもそもそんなつもりもない。

「静粛に！　兄上がお越しである！」

　ブルーノがやや甲高い声を張り上げるや、ざわついていた謁見の間が一瞬にして静まり返った。

　皆、所定の位置に戻って姿勢を正し、すっと小さく腰こしをかがめ頭を垂れる。勇斗も公私の別はわかっているので皆に倣う。

　沈黙の中、老宗主パトリアークが脇わきよりゆっくりと現れて、玉座に腰掛け皆を見下ろした。

「皆の者、面をあげい」

　低く威い厳げんのある声で老宗主パトリアークが言い、その場にいる全員がその言葉に従う。

　普ふ段だん、気さくに振舞っていても、全ての盃さかずきを預かる親たるこの老人は、やはり《狼》における絶対権力者なのだった。

「この度の戦い、皆、まことにご苦労であった。諸君ら皆の頑張りがあったからこそ、かの難敵を退けることが出来た。父として、兄として、儂わしは心から諸君たちを誇りに思うぞ」

　敬愛する父親の労ねぎらいの言葉に、みな得意げに顔をほころばせる。

　この場にいる誰もが、《狼》を守るため必死に駆けずり回ったのだ。中には怪け我がを負っている者も少なくない。そして、数日前まではいたのにいなくなった顔ぶれもある。

　まさに《狼》が一丸となっての勝利だったのだ。

「そしてこの未曾有の国難を招いたのは、ひとえに儂の不ふ甲が斐いなさゆえじゃ。皆には本当に申し訳なく思う」

「あ、兄上、頭をお上げください。そ、そのようなことは誰も思っておりませぬ。むしろかの難敵を退けられたのは兄上が宗主パトリアークであればこそです」

「お世辞はいいんじゃよ、ブルーノ。儂は今回の件でほとほと自らの力不足を実感させられた。儂は義理を重んじ、子分たちを分け隔てなく愛し、皆の意見をできるかぎり尊重する、そんな誰もが親と慕い敬える宗主パトリアークを目指してきた……だがの、違ったんじゃ」

　ファールバウティは右手を握り締める。

　固く強く。

「宗主パトリアークに必要なのは、そんな綺き麗れい事ごとではないんじゃ。宗主パトリアークになにより必要なのは領地を守り、そこにいる民を守り、繁栄させられる……力じゃ！　それがなければ全ての理想は所しよ詮せん、絵空事よ。悔しいが、儂にはその肝かん心じん要かなめの力がなかった……」

　きっぱりと言い切って、ふっと拳こぶしから力を抜ぬく。どこか疲つかれきったような顔と、達観したような声だった。

「なんとかこのイアールンヴィズは守り通せたが、結局、グニパヘリル砦とりでは《爪つめ》に取られ、《狼》を取り巻く状じよう況きようはむしろ悪化の一途をたどっておる。《角》も虎こ視し眈たん々たんと我らの隙すきをうかがっていよう。より西に目を向ければ、《蹄ひづめ》・《雷》の両宗主パトリアークが最近はその勢力を急速に拡大していると聞く。ことここに至っては、儂のような力のない老骨ではなく、若く力のある本物の宗主パトリアークが《狼》には必要なのじゃ！」

　そう喝破し、老宗主パトリアークはやおら立ち上がった。

　皆の視線が集まる中、一歩また一歩と進んでいき、金きん髪ぱつの青年の前まで辿り着き……すり抜ける。

　そしてその隣に立つ黒髪の少年の前で立ち止まり、振り返った。

「ユウト」

「へ？」

　勇斗は間ま抜ぬけな声をあげることしかできない。

　てっきりロプトに声がかかるとばっかり思っていたのだ。なぜといってロプトは若頭かしらである。

　宗主パトリアークを頂点としたこの擬似的な家族制度の中における『長子』であり、宗主パトリアーク不在の時にはその代理として全権を預かる、次代の後こう継けい者しやという扱あつかいだったはずだ。

　なぜ序列一〇位に過ぎない、しかも余よ所そ者もので新参者な自分の肩に、この老宗主パトリアークはポンと手を置いたりしているのか。

「今日からはヌシが、《狼》の宗主パトリアークじゃ」

「は？　はああああああああああ？」

　公の場だということも忘れて、勇斗の口から素っ頓狂な声が吹き出る。

　この老人はいったい何を言っているというのか!?　さすがに口には出来なかったが、ついにボケたのかと心底疑った。

「な、何言ってるんだよ、オヤジ!?　俺おれは元いた世界に帰るっつってただろうが。盃を受ける時にも、それは念押ししておいたはずだぞ！」

「そう、じゃったな。すまんな、それは反故にさせてくれい。今の《狼》を守れるのは、ヌシしかおらんのじゃ」

「ロプトの兄貴って立派な後継者があんたにはいるだろう!?」

　がなるように、勇斗は声を張り上げる。

　しかし、老宗主パトリアークは瞑めい目もくし、しずかに首を左右に振った。

「確かにロプトの器量は大したもんじゃ。儂なんぞよりよっぽど立派な宗主パトリアークになれるじゃろう。だがの、今の《狼》を守り導くには、それでも力が足らん」

「そ、そんなことないって！　今回だってロプトの兄貴が頑張ったから……」

「はっ……ははは……」

　抗弁する勇斗の隣で、なんとも虚ろで乾かわいた笑い声が響ひびいた。

　思わず勇斗は振り返り、ゾッと背筋が凍る。

　そこには勇斗のよく知る、柔やわらかく朗らかに笑う兄貴分の姿はなく、その顔に張り付いていたのは、暗く歪んだ狂気に満ちた笑みだった。

「芝居はもういいよ、ユウト」

「しば、い？　兄貴、いったいなにを……？」

「あくまで自分は宗主パトリアークになるのは反対で、父上のたっての願いでしぶしぶ引き受ける、そういう段取りなんだろ？　私に嫌われるのを避けるためかい？　まあ、今後も若頭かしらとして使うつもりだったようだし、そのためかな？」

「だ、だから何を言ってるんだよ、兄貴!?」

　勇斗は思い切り取り乱して叫さけぶ。

　ロプトの言っていることはあまりにも勘かん違ちがいが甚だしい。しかも勇斗にしてみればまったく身に覚えのないことであった。

　なんでこんなとんでもない話になっているのだろう？　わけがわからなかった。

「おい、ロプト。これはあくまで儂の一存で……」

「もうごまかさなくてもいいですよ、父上。まったく……してやられたよ、ユウト。私の知らない内にすっかり父上を誑たぶらかしてしまっていたみたいだね。もっと早く気づくべきだったよ。うん、そう、私に何の相談もなく父上の直盃を受けた時に、さ！」

「違ちがう！　俺は本当に宗主パトリアークになんかなるつもりはないんだ！」

「お前なんか、そのスマホとやらがなければ、何もできないくせに！」

　勇斗の心からの弁明は、もはや疑心に狂ったロプトの心には届かない。

「そうだ、そもそもお前なんか、それがあってすら私が助けてやらねば何も出来ない役立たずだったじゃないか！　こんな恩知らずの裏切り者を信用して、大事な妹を娶らせて腹心の片腕にしようとしていたなんて、な！　我ながら間抜けにも程ほどがある。はははっ、とんだ道化だな、私は！　ははは、ははは、はははははははははははっ!!」

　ロプトは顔を手で覆い、天井を見上げ、狂ったように笑い続ける。それは後々まで勇斗の心を縛り、苛め、苦しめる憎悪に満ちた呪詛の哄笑であった。

　その後も彼は笑い、笑い、笑い続けて。

「くくくっ、宗主パトリアークになるのが、私の子どもの頃ころからの夢だった。ずっとずっと、そのために力を尽くしてきた。あと少し……あと少しだったんだ……もう手がかかっていたのに、ユウト……お前が……お前が……よりにもよってお前が奪うのかぁぁぁっ!!」

　絶ぜつ叫きようとともに、ロプトが腰の刀を抜き放つ。

　勇斗が友情の証として、全ぜん身しん全ぜん霊れいをこめて鍛え上げた渾こん身しんの一振りを。

　憎悪に血走った眼めで、微み塵じんの躊躇もなく、凶刃を振り抜き――

「くっ！　かはっ！」

　咄とつ嗟さに勇斗を押し飛ばしたファールバウティの胸むな板いたを横一文字に斬きり裂さく。

「……えっ？　ちち……うえ……？」

　ロプトの口からかすれた声が漏れる。

　その表情は呆然としていて、何が起きたのか理解が追い付いていないかのように見えた。

　だが、次の瞬しゆん間かんには噴き出した鮮血が彼の顔に降り注ぎ、その生命の熱がいやがおうにも彼に自分のしでかしたことを突きつけた。

「うう、うああっ!!」

　ロプトは恐怖に凍こおりついた顔で首を左右に振りつつ一歩、二歩と後ずさり、

「うああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　喉のどが張り裂けんばかりの咆ほう哮こうをほとばしらせ、崩れ落ちる老宗主パトリアークから逃げるように背中を向けて走り出す。

　慌あわてて立ち塞がろうとした者たちを、もはや剣けん術じゆつとはとても呼べぬがむしゃらに振り回した刀で斬り捨てて、謁見の間を一目散に飛び出していく。

「に、にい、さん？」

　フェリシアはただ呆然とその場に立ち尽くしていた。

　何が起こっているのかわからないようだった。

　昨日の勝利を祝う、めでたい席だったはずだ。今日は彼かの女じよの兄も、彼女の敬愛する兄貴分も、その活躍を讃えられる、またとない日になるはずだった。

　いったいなぜこのようなことになっているというのか!?

「親殺しだ！　逃のがすな！　追え！　追えーっ！　心得のある者は御館様の手当だ。急げ！」

　最も迅速に指示を出したのは、やはり『最も強き銀狼マーナガルム』スカーヴィズである。声を張り上げる。

　その言葉に弾かれたように、ジークルーネが床ゆかを蹴けって部屋を飛び出していく。

　続けて彼女の後を追っていく者、宗主パトリアークの応急手当をする者、人を呼びに行く者、皆、慌てて自分にできることを始める。

「なんで……なんでこんなことになってんだよ……。戦になんとか勝って、ロプト兄貴が宗主パトリアークになって、俺は元の世界に帰る。それで全部、丸く収まるのに、なんで……」

　場内が騒然とする中、勇斗はひとり呆然とたたずんでいた。

　彼もまた、フェリシア同様、何が起きたのか未いまだ理解が追い付いていなかった。敬愛していた兄貴分が自分を斬りつけてきて、それをかばって父親が斬られた。なんでそんなことが起きたというのか。

「俺が、いけなかったのか、兄貴……？」

　すでに走り去ったロプトの背中を求めて、入り口のほうに目を向ける。

　勇斗の頭の中を、ロプトの言葉が駆け巡り続けていた。

「うう、うう、ユ、ユウトよ……」

「オ、オヤジ!?　大丈夫なのか!?」

　絞り出すようなファールバウティの声に、ようやく勇斗は我に返る。

　良かった。まだオヤジは死んでいなかった。ならばまだなんとかなる。そんな期待とともに振り返り、
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「あ……あああ……っ！」

　宗主パトリアークの死相に愕然と身み震ぶるいする。

　取り囲む人間たちの必死の手当も虚しく、すでにその顔は血の気が失せ、血だまりがどんどん広がっていく。

「ユ、ユウトよ。ヌシには何の責もない。ロプトのことも、つ、罪に問わんでくれ。全ては、がふっ、息子の心の闇を見抜けなんだ儂の不甲斐なさが招いたことよ。ごふ、ごふっ！」

「オヤジ、もうしゃべるな！」

　苦しそうに血の混じった咳を吐はく父親に、勇斗は駆け寄り叫ぶ。

　その声が聞こえたのかどうかは定かではないが、老宗主パトリアークはすっと右手を上げた。

「手、手を……」

「あ、ああ、こうか！　こうかオヤジ！」

　勇斗はギュッとその手を両腕で握にぎり締しめる。

　その手は人間の手というにはあまりにも冷たかった。こうしている間にも、どんどんと熱が失われていくことに、勇斗は絶望する。

「ユ、ユウト、ヌシには迷めい惑わくばかりかけ、こんな事を頼める義理では、ごふっ、ないのじゃが、《狼おおかみ》の民を……頼たのむ。ごほごほっ、そ、そして……ヌシが《狼》の危機を救いこの世界を去る日が来たら……ロプトを……宗主パトリアークに……」

　そこで力尽きたかのように、宗主パトリアークの首がカクンと落ちる。

　握った手から力までが、抜け落ちていく。

　それはまるで、命そのものがこぼれ落ちていったかのようで――

「オヤジ？　死ぬな！　死ぬなぁっ！」

　勇斗はもう、ただただ子どものように泣きじゃくることしか出来なかった。

　その脇では手当をしていた者たちが痛切そうに首を左右に振っている。

「俺の……せいだ。何が勝利の御子グレイプジークだよ！　何を思い上がってたんだよ。兄貴があんなに思い悩んでたのに気づきもしないで！　兄貴の夢のことも、ずっと頑張っていたことも、知ってたはずなのに！　それを……奪っちまった」

　自責の念が、勇斗の心の中を暴風雨のごとく吹き荒れていた。

　きっとあったはずなのだ。

　ファールバウティが勇退し、その跡あとをロプトが継ぎ、勇斗が拍はく手しゆで祝福する、そんな未来も。

　勇斗が調子に乗って好き勝手に動かず、相手の立場に立って考え、ちゃんと兄貴分の気持ちを慮っていれば、こんなことにはならなかったはずなのだ。

　客観的に見れば、まだ弱冠一四歳の少年にそこまで上う手まく立ち回れというのは、あまりに酷というものだ。

　しかし、勇斗はそう信じて疑わなかった。

「兄貴の言うとおりだ。借り物の知識でチートして、何を賢い気になってたんだよ、俺はっ!!　一番大切なことが全然わかってねえじゃねえか！　オヤジはちゃんと忠告してくれていたのに。俺だって追おい詰つめられていた時は心が荒んでいたじゃないか。自分の事は棚たなに上げて、くだらない、醜いって切り捨てて……」

　バンバンッと両の拳を床を何度も何度も叩きつける。

　拳には血が滲にじんでいたが、気にもしない。

「俺なんて、スマホがなければただのガキなのに！　人の気持ちがまるでわかってねえガキなのに！　本当は兄貴のほうが、俺なんかより何倍も何倍も宗主パトリアークに相応ふさわしい人間だったのに！」

　何があろうと家族を守る。

　それが勇斗の信念だった。

　にもかかわらず、自分のせいで兄と父親の人生がどうしようもなく狂ってしまった。

　母親を見捨てた実父と、いったいどこが違うというのか。

「俺なんか、俺なんか、俺なんか、うわあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」
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「お兄様……お兄様……」

　ゆさゆさと身体を揺ゆさぶられ、勇ゆう斗とはまどろみから醒める。

　夢を、見ていた気がする。

　懐かしくも、忌まわしい夢も。

　最近、めっきり見ることが少なくなっていたのに……。

　うっすらと目ま蓋ぶたを開けると、ぼやけた視界に金色の髪が揺れる。

「ロプ、ト……？」

　夢に出てきたからか、寝ねぼけてついその名が口から漏もれる。

　言ってからはっと意識がはっきりと覚醒する。

　今の勇斗は二年前の右も左もわからなかった少年ではなく、脅威であったはずの《爪》と《角》をも従え、今や押しも押されぬ《狼》の宗主パトリアークだ。

　目の前にいたのはフェリシアで、驚おどろきに目を見開いている。そしてふっとその表情に翳りが差した。

「……わりい」

　しまった、と痛恨の念を覚えつつ、勇斗は謝あやまる。

　いつしか二人の間では、その名を口にするのは禁忌になっていた。

　勇斗にとっては、その幼さによって兄を苦しめ、追い詰め、ついにはその人生を狂くるわせた苦々しい過去であり、フェリシアにとっても、盃事で最も許されない「親殺し」を犯した大罪人の身内のことである。

　そして、フェリシアが勇斗の子分ではなく妹分でいる理由でもあった。勇斗に刃を向け、親を殺した兄を持つ自分にはその資格が無い、と。

　親しい者たちからはこぞって盃事には血けつ縁えんは関係ないと説得されたものだが、彼女は頑としてそこは譲らなかった。

　確かに妹分のほうが子分より形式的には目上に当たる。しかし、氏族の運営は子分を中心に行われる。つまり、妹分のフェリシアには、まだ一〇代だというのにこれ以上、出世の目がほとんどないということである。

　彼女は若頭かしらにも、若頭補佐ほさにもなれず、ひいては宗主パトリアークになる資格さえ失ったのだ。あたかもそれが自らに科した贖罪であるかのように。

「……いえ。今いま頃ごろ、何をしているんでしょうね、あのひとは」

　ふっと肩をすくめて、フェリシアが悲しそうに言う。

　少し勇斗は驚く。まさか彼女が乗ってくるとは思わなかったからだ。

　ロプトが《狼》を去ってから、すでに一年以上が経つ。

　多少は心の傷が癒え、抵抗感が薄まったのかもしれない。とはいえ「兄さん」ではなく、あくまで「あのひと」であったが。

　氏族をあげて捜索が行われたが、結局、ロプトの行方ゆくえはようとして知れなかった。

　先代からは彼かれのことを頼むと言われているが、なかなか難しいところである。

　今さら彼が戻ってきたところで、やはり盃の親を殺した彼が宗主パトリアークになることはもはや許されない。

　勇斗としてはなんとか跡目を譲りたいところだが、多くの者が盃を交かわすことを拒むだろう。そうなれば《狼》の弱体化は避けられない。その双肩に氏族の皆みなの命を預かる身として、私情に流されるわけにはいかないのだ。

「さあ、な。でも俺は、生きていて欲ほしいよ」

　別天地で妻を娶り、子を成し、ささやかながらも幸せな生活を送っていてくれていれば、と勇斗は切に願っている。

　確かに最後には自分を口汚く罵り、ついには殺そうとし、また敬愛していた先代オヤジを殺めた男だが、勇斗は彼を恨む気にはどうしてもなれなかった。

　むしろ彼のことを思う度、ただただ罪悪感が胸を締めつける。

「ほんと運命ってのは、ままならねえもんだよな」

　子どもの頃から宗主パトリアークになることを夢見、努力を続けてきた男は夢破れて氏族を追われ、逆に権力になどさらさら興味がなくただ帰ることに必死だった子どもが、今もなぜか宗主パトリアークを続けている。

　なんで俺はこんなところに座すわっているんだ、と未だに思う。

　結局、幾いく度ど《狼》が勝利を重ねても、勇斗が日本に帰れる日は来なかった。

　使命を果たせば帰れるなど、所詮は勇斗と美み月つきの勝手な思いつきに過ぎない。誰だれかがそう保証したわけでもないのに、なんでそう信じ込めていたのか今は不思議なくらいである。

　大切な人を二人も失った苦い経験が、一年以上に渡って宗主パトリアークとして戦い抜いた過酷な日々が、楽観的で直情的だった少年の心に、客観性を育ませていた。

　もちろん、何らかの使命を果たせば帰れる可能性もまだ残ってはいるが、変に頭から決めつけず、視野を広め色々な可能性を考慮にいれ、今は様々な角度から帰き還かんの方法を模索している。

「最近わたくし、あのひとのことを考える度、妙みような胸騒ぎがするんです……」

「おいおい、穏やかじゃないな。フェリシアの勘かんはよく当たるってのに」

　ロプトの身に何かが起こったのだろうか、と思わず眉まゆをひそめる勇斗。

　彼はまがりなりにもあのスカーヴィズと伍する戦闘能力を有するエインヘリアルだ。滅多なことはないと思いたいが……。

　フェリシアがロプトの話題をあえてしたのは、その不安感にどうしようもなくなっていたからなのだろう。

「何かとても……嫌な予感がするんです」

　きゅっと胸の前に手を当てて、フェリシアは固い表情でそう呟つぶやいた。







　ノーアトゥーン。

　エルムト川中流の肥沃な穀倉地帯が周囲に広がる、ユグドラシル全土でも一〇指に数えられる大氏族《蹄》の族都である。

　かつてはアールヴヘイムの覇者と謳われた英傑ユングヴィのお膝元として隆盛を極きわめていたが、今や阿鼻叫喚の生き地獄と化していた。

　街には血と欲望に飢えた兵士たちが歓喜の雄お叫たけびとともに徘徊していた。

　民家を襲おそってはその財産を奪った。

　女がいれば、泣き叫ぶも構わず道端で犯し尽くした。

　縄で縛られた子どもたちが泣きながら連れられていく。奴隷として高く売れるからだ。

　街のところどころでは火の手も上がっていた。

「奪い尽くせ！　犯し尽くせ！　焼き尽くせ！　我ら《豹》に逆らった愚か者どもにその報いを思い知らせてやるがいい！」

　あぶみに足をかけ、馬上から《豹》の宗主パトリアークはなおも非情な命令を下す。

　声からすると、若い男である。

　見た目からは、年はいまいち判然としない。というのも、黒光りする仮面で顔の上半分を覆っているからだ。

　醜い傷があるため、と《豹》の氏族の者たちは聞いている。その素顔を見た者は誰もいない。

「さすがですな、父上！　こうもあっさりかの《蹄》の族都を陥落せしめるとは！」

　副官を務めている男が、主を絶賛する。

　一年前、ふらりと自分たちの前に現れたこの男フヴェズルングは、実に様々な技術を有していた。

　中でも素晴らしいのが、あぶみと鉄だ。

《豹》の氏族は家畜とともに草原を移動する遊牧民だ。氏族の者で馬に乗れない者はいない。狩りも営む彼らは、弓の扱いにも皆、長けている。

　このあぶみというものがあれば、さらに馬上で身体を格段に安定させることが出来、馬に乗りながら槍やりを振るうことも、弓を放つことも容易である。

　すなわち氏族全員が熟練した騎兵として戦うことが出来る！

　そして鉄は、青銅の武具よりはるかに上回る強度を誇ほこる。

　それらで武装した《豹》の機動力・破壊力たるや、言語に絶する。

　辺境ミズガルズの一氏族に過ぎなかった《豹》が瞬またたく間まに周辺氏族を併呑、ついにはこうして大国《蹄》さえ蹂躙するほどの大勢力へとのし上がったのは、まさにその彼がもたらした技術ゆえだった。

　それらによりこの男は次々と勲功を上げ続け、物もの凄すごい勢いで出世していき、ついには他所者ながら先代より跡目を譲り受け、第六代《豹》宗主パトリアークへと昇り詰めたのだ。

「ふっ、私の手にかかれば造作もない。まだこれはほんの足がかりよ」

《豹》の宗主パトリアークは口元で酷薄な笑みを浮うかべ、ゾッと底冷えする声で言う。

　その仮面の奥おくの双そう眸ぼうが、狂気と憎悪で燃え盛っている。しかし、その業ごう火かの力が《豹》を躍やく進しんさせたのだ。

　怖こわい方だ、と副官は思う。いったい何が彼をここまで駆り立てるのか。

　その金色の髪を風になびかせて、《豹》の宗主パトリアークははるか遠くを見み据すえる。

「くくくっ、こんなものを色々知っていれば、何もかもが思いのままだな。私は貴様に全すべてを奪われた。今度は私が、貴様の全てを奪ってやる。待っていろ、ユウト……っ！」








to be continued









あとがき







鷹「三巻は三〇〇ｐ楽勝で越えそうなんです。〆切伸びませんか？」

担「とりあえず三ヶ月ペースで」

　○週間後。

鷹「これ間に合いませんって絶対！　〆切伸ばしてくださいよーっ！」

担「がんばってください」

　△週間後。

鷹「無理無理無理！　絶対これ無理ですってば。すみません、ほんと〆切伸ばしてください。お願いですからーっ！」

担「期待してます」

　この本が予定通り三ヶ月ペースで刊行されているとすれば、鷹山の泣きを笑顔でスルーする担当さん鬼悪魔のおかげです。

　というわけでこんにちは、お久しぶりです、鷹山誠一です（今、誠一と打とうとしたら、性位置と誤変換されました。何、このパソコン？）。

　前シリーズ「オレと彼女の絶対領域」と合わせまして、本巻がちょうど鷹山の記念すべき一〇冊目になります。しかもどうやら、ＨＪ文庫の五〇〇冊目でもあるんだとか。

　しかも、百錬一巻二巻も、この巻に合わせて大増刷とのこと！　というわけでこの三巻は実におめでたい巻となりました。これもひとえに応援してくださっている読者さまのおかげです。ありがとうございます。

　そんなメモリアルな三巻ですが、前述の通りかなり厳しかったです。

　鷹山の既刊九冊の平均ページ数を今割り出したところ、２６３．５Ｐと出ました。まだこのあとがきを書いている現時点では本巻の正確なページ数はわからないのですが、なんでも３５０Ｐ前後になるんじゃないかと聞いております。

　ええ、いつもより普通に三割増しです。いつも三ヶ月ペースでぎりぎりなんだから、普通に考えたらやっぱり四ヶ月ペースにするのが筋だと思うんです。

　もうね、〆切▲日前（まあ、切羽詰まってます）になんとか２４０Ｐを超えたんですが、いつもその辺りで終わりが見えているものなのに、「あれ？　ぜんぜん終わる気配見えないんですけど!?」と途方に暮れたのをよく覚えております。なんとか間に合ったようで良かったです。

　……まあ、なんか担当さんとイラストレーターのゆきさん大先生を激烈な修羅場に追い込んでしまったみたいですが（汗）

　いや、ほんと……三巻が無事予定通り敢行されたとしたら、このお二方のおかげです。

　さて、ネタバレにならない範囲で内容に触れていくと。

　とりあえず、過去編です。

　本巻の大まかなプロット自体はすでにシリーズ企画段階から出来上がっていたわけですが……物語というものは生き物です。頭の中だけで考えていたことと実際に原稿に出力したものとが食い違うのはよくあることです。

　予定はあくまで予定。予定とは狂うためにあるのです（意味深）！　どこぞから怨嗟の声が聞こえてくる気もしますが、気にしない気にしない。

　そんなわけで色々変更点も多く、プロットも大幅変更を強いられましたが、なんとかこうして上梓することができてほっと安堵しております。

　本作の主人公である周防勇斗は、いわゆる最強主人公であると同時に、成長型主人公という側面も持たせています。

　１～２巻ではすでにある程度成長した姿を見せていたわけですが、今回の話が、普通の中学生に過ぎなかった彼を飛躍的に成長させ、王の素質を開花させる最大のきっかけとなった重要なエピソードになります。

　まだ若かりし頃の未熟だった勇斗くんも楽しんで頂ければ幸いです。とは言っても、彼は二巻の時点でもまだ一六歳の若造なのですが（笑）

　そして、今後も、まだまだ飽くなき成長を続ける勇斗の活躍をご期待ください。

　それでは恒例の謝辞を。

　担当様。おかげ様でなんとか締切に間に合わせることが出来ました、ありがとうございます。でもおかげで３ｋｇも増えました！　どうしてくれるんですか!?

　ゆきさん大先生、今回も格好いい、可愛いイラストの数々、ありがとうございます。クライマックスシーンのイラストは、見た瞬間、震えが止まりませんでした！

　営業、校正、印刷、取次、書店等、関係者各位にも感謝を。

　そして、この本を手に取ってくださった読者様に心より感謝を。

　それでは四巻でまたお逢いできることを願って。





鷹山誠一
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


鷹山誠一先生／ゆきさん先生
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